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花宵の人形師


あるじ様は今日も不機嫌
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角川ビーンズ文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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イラスト／悌太






　プロローグ




　夕ゆう闇やみが迫せまり、辺りは血を掃はいたように赤く染まっていた。


　長く伸のびる影かげは闇を切り取ったように暗く、いまにも意思を得て動き出しそうで気味が悪い。けれど、あかねは足あし下もとの闇より眼前の光景に目を奪うばわれていた。


　ドアの隙すき間まから大量の箱と無造作に置かれた布の端は切ぎれが見えた。木製の机の上には、形も幅はばもさまざまな筆、彫ちよう刻こく刀とう、ナイフ、ガラス棒、注射器、小型ノコギリ──さらに、あかねが過去に一度も見たことのない道具が無造作に並ぶ。片かた隅すみには吸い殻がらを山のように積み上げる灰皿が、床ゆかにはゴミ袋ぶくろに入りきらなかった空き缶かんと陶とう器きの欠片かけらが大量に転がっていた。


　しかし、一番異様に見えたのは、その部屋の中央にある椅い子すに腰こしかけている男だった。


　夕闇で顔はさだかではない。男はタバコをくゆらせながら、筋張った手を伸ばしてなにかを摑つかむ。黒い塊かたまりだ。球体かと思ったら、ぞろりとなにかが付いてきた。


　男の口元がわずかに笑えみで引きつる。


　手にしたものは女の頭部だった。


　女のなめらかな肌はだは夕闇の中にあってなお白く、虚きよ構こうの美しさに彩いろどられていた。


　無残に乱れた長い黒くろ髪かみのあいだから瞬またたきを忘れたうつろな目が覗のぞく。男はくわえていたタバコを机で押しつぶし、うつろな双そう眸ぼうを覗き込むように手にした頭部に顔を寄せた。


「久しぶり」


　ささやく声が大気に溶とける。まるで恋こい人びとに向けるような独特の甘さを含ふくむ声こわ色いろだ。優やさしく触ふれるのは美しい女の顔──しかし、その顔には体がない。生首なのだ。恐きよう怖ふと混乱で停止していた思考がゆるりと動き出し、ぞっと背筋が凍こおり付く。


　あかねは無意識に足を引いた。逃にげなければ、そう感じて体を反転させた直後、腕うでがなにかにぶつかって再び動きを止める。


　顔を上げると、あかねと年ねん齢れいが近そうな、端たん整せいな面おも差ざしの少年が立っていた。


「ご、ごめんなさ……」


　腕に残る感覚が違い和わ感かんとなって襲おそいかかり、反射的に滑すべり出た謝罪の言葉が途と切ぎれた。


　少年の体からは一いつ切さいの熱が感じられない。それどころか呼吸さえしていなかった。


「これ……人形……？」


　ほっと安あん堵どした直後、血の気が引いた。隣りん室しつの光景に夢中になりすぎたとはいえ、これほど大きな人形が隣となりに運ばれて気づかないはずがない。


　なにかがおかしい。


　もしかしたらからくりがあるのではないか。奥の部屋にいる男が持っていたのも人の頭部ではなく人形の首ではないのか──そう思った。


　しかし、歯の根が合わず、確かく認にんするほどの勇気が出ない。


　それどころか、奥の部屋から物音が聞こえた刹せつ那な、弾はじかれたように駆かけ出していた。


「無理！　もう無理!!」


　どこへ行っても人形があった。目をぱっちり開けた、不自然に色白で頰ほおと唇くちびるだけが赤い人形たち。古びた服を着て、帽ぼう子しをかぶったりバッグを持ったり、なかには日ひ傘がさを手にする人形もある。大きさはさまざまで、表情も髪かみ型がたも多種多様──けれど共通するものがあった。


　その不気味さだ。ガラス玉の瞳ひとみで見つめられるだけで鳥とり肌はだが立つ。


　恐怖に突つき動かされ、出口を求めて人形で埋うめ尽つくされた赤い部屋を駆ける。すると、なにかが足に引っかかってバランスを崩くずした。


「きゃっ!!」


　受け身も取れずに転てん倒とうし、耳元で陶器が砕くだける音を聞いて目を開ける。その直後、間近に転がる人形に再び凍り付いた。人形の割れた顔からころりと眼球が転がり落ち、恨うらめしげにあかねを見つめてきた。砕けた腕、ちぎれた足、もげた首──もはや悪夢である。


　あかねは悲鳴をあげることもできずに一本脚あしの丸テーブルを摑んだ。立ち上がろうと体重をかけるとテーブルが傾かたむき、次の瞬しゆん間かん、あかねの上に人形たちが落ちてきた。


　床とテーブルのあいだに挟まれた人形の顔に亀裂が入り、その口元が不自然に歪ゆがむ。


「い、や……もう！　こんな所……!!」


　あかねは人形を押しのけ、目め尻じりに涙なみだをためながらもドアノブに取りすがった。ドアを開けて廊ろう下かに出ると玄げん関かんに向かって無む我が夢む中ちゆうで駆け、その途と中ちゆうで視界におかしな歪みがあることに気づいてたたらを踏ふむ。


「──あれ？　お客さん？」


　声につられて顔を上げると、なぜかそこに金きん髪ぱつ碧へき眼がんの青年が立っていた。


　廊下には誰だれもいなかったはずだ。


　少なくとも、進行方向には誰も──。


　全身から血の気が引く。


「い……いやああああ!!」


　とっさに後ずさると、今度は熱をはらむなにかにぶつかった。


　振ふり向くと生首を愛めでていた男がいる。見上げるほどに背の高い男は、くせの強い前まえ髪がみが目元を隠かくしていて表情が見えない。


　それでも、激高していることは、その気配だけでわかってしまった。


「おい」


　怒ど気きをはらむ声で低く呼びかけられ、恐怖と混乱で頭の中が真っ白になった。




　第一章　奇妙な依頼人
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　あかねが〝人形の館やかたマリア・ロワーズ〟を訪おとずれたのには理由がある。


　不注意で姉が大切にしていた人形の腕を割ってしまい、修理してくれる工こう房ぼうを探していたのだ。幸いにして工房はすぐに見つかった。しかもその場所は学校から一駅しか離はなれておらず、運命の巡めぐり合わせと断言しても余るほどの幸運をひっさげていた。


　喜び勇んで向かったら、件くだんの工房は古城か廃はい墟きよのような屋や敷しきだった。どこか見覚えのある建物に一いつ瞬しゆんひるみはしたものの「ご用の方はこちらへ」なんて看板が出ていたものだから、意を決して足を踏み入れたのだ。


　それが、そもそもの間ま違ちがいだった。


「うーん。まあざっと見積もって三千万だな。学生だから安めにしておいてやる」


「三千万!?　それのどこが安めなんですか!?」


「黙れ、お客様。壊こわれたアンティークドールは全部で十一体、そのうち三体は修復不能だ。この金額ですんだことに感謝してもらいたいくらいだ」


「この額って……それ、高すぎ……」


「……俺が工房で作ってたドールの頭部を見て驚おどろいて逃げたのは誰だ？」


「わ、私です」


「途中でアンティークドールを壊したのは？」


「……私です」


「文句を言えた義理か？」


　怒気を向けられてあかねは口をつぐんだ。逃げる途中で店の主人に捕つかまって、そのまま応接室に引きずり込まれて現在に至る。
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　きっと、第一印象がまずかったのだろう。草が伸び放題の庭に古びた洋館。立派なライオンのドアノッカーは妙みような迫はく力りよくがあり、吹ふき抜ぬけの玄関フロアには血がにじみ出しそうなほど真っ赤な絨じゆう毯たんが敷しき詰つめられ、屋敷の中に置かれた家具はすべてアンティークで、極きわめつけが大量のアンティークドール──金きん髪ぱつの幽ゆう霊れいが出たってなんら不思議はない雰ふん囲い気きだったのだ。


　実際にいたのは、当然ながら幽霊ではなかったのだが。


　目の前の猫ねこ脚あしのテーブルには紅茶がそそがれたシンプルなティーカップが置かれ、その向こうには年代物のソファーにふんぞり返った大男がいた。あかねはちらりと視線を動かし、ソファーの背もたれに手をついて体を預ける金髪碧眼の青年を見た。再度足があるのを確認してほっとしていると鋭するどく睨にらまれ、慌あわてて顔を伏ふせた。


「名前は？　どこに住んでる？　親おや御ごさんは？　子どもがこんな時間帯に出歩くなんて感心しないな。連れん絡らく先は……」


　尋たずねながら大男はタバコを口にくわえ、ポケットをごそごそとさぐりはじめた。どうやらライターが見つからないらしい。胸ポケットをさぐり、パンツのポケットをさぐり、ジャケットをぱんぱんとはたき、またパンツのポケットを確認する。最後にはポケット全部をひっくり返して首をかしげた。


「……美み言こと、用件を先に言ってあげたら？」


　見かねたのか金髪の青年は不ふ機き嫌げん顔を引っ込めて声をかけた。すると、男──美言は生返事をしながらもポケットを戻もどし、渋しぶ々しぶとタバコを色ガラスのはめ込まれた灰皿に置いた。


「最近は禁きん煙えんへの意識も高まってるし、体にも悪いからやめたほうがいいと思うんだけど」


「黙れ、ルイス。俺の金で買ったものを俺の家で使ってなにが悪い」


「それはそうなんだけど……配はい慮りよってものがあるだろ。女の子がいるんだし」


「配慮って……お前、アンティークドールを壊されて怒おこってたんじゃないのか？」


「怒ってるよ。でも、それとこれとは話が別。ほら、そんなこと言ってると遅おそくなる」


　あっさりと告げるルイスに美言は溜ため息いきだけを返し、改めてあかねに向き直った。


「まず住所氏名、電話番号を……リョウ、紙とペン」


　美言が指をくいくい曲げる。すると、背後で置物のように控ひかえていた少年が、どこからともなく紙と古い万年筆を取り出してテーブルに置き、静かに去っていった。一連の動きは滑なめらかで、ロボットのようなぎこちなさはない。人形部屋で見たときは微び動どうだにしない彼を等身大の人形なのだと思ったが、どうやらこちらも勘かん違ちがいだったらしい。


　大おお騒さわぎしてしまったあかねは、恥はじ入って万年筆をぎゅっと握にぎりしめた。


「ど、どこに書けばいいですか？」


「どこでもいい。適当に。それを書き終わったら──」


　万年筆を慌てて紙に押し当て「都つ流る木ぎあかね」と書こうとしたが、奇妙にペン先が滑すべってうまくインクが紙にのらなかった。


　もう一度書こうとして失敗し、ようやく角度が間違っていたのだと気づく。


「リョウ、ボールペンを用意してくれ」


「こ、これで書けます!!」


「子どもが遠えん慮りよするな。ここら辺に住んでるってことは、立りつ花か小学校の生徒か？　補導されなかったからいいようなものの、他人の家に勝手に入るのは──」


　説教をはじめる男を前にあかねは真っ赤になってうつむいた。あかねの身長は百四十五センチで、細身だからとくに幼く見えるらしい。しかし、よりによって小学生だなんて。大人っぽく見えるように日ひ頃ごろから努力しているのに、今までで最悪の評価だ。


「美み言こと。彼女、小こ柄がらだけど高校生だよ」


「それに、勝手に入ってきたんじゃない。……ちゃんと、何度も声をかけて、それに美言が気づかなかっただけ」


「気づかなかったって──もしかして、美言、またあれを作ってたの？」


　驚くルイスにリョウは深々とうなずいた。


「だから、僕が代わりに用件を聞こうと思ったら……驚かせた、……らしい」


「ああ、リョウはいまいち反応が遅いときがあるから」


「僕が、遅い……？」


「……待て。待て待て。この子が高校生？　冗じよう談だんだろ？　どう頑がん張ばっても中学生……いや、小学生の高学年ってところじゃないか？」


　美言は怪け訝げんそうな顔であかねを見て、たっぷり時間をおいてから、


「高校の制服だ」


　と、心底驚いたようにつぶやいた。とりあえず小学生でないことは納なつ得とくしてくれたらしい。


「学年章が赤ってことは一年生か。……しかし、小さすぎないか？　ランドセルしょっても違い和わ感かんないだろう、その背せ丈たけじゃ。公共の乗り物も子ども料金で行けるんじゃないか？」


「す、好きで小さいわけじゃありません。伸のびなかったの！」


　あまりに不ぶ躾しつけな意見に思わず怒ど鳴なり、ペンを握ってごりごりと紙に名前を書く。実家の住所と電話番号、ついでに生年月日と緊きん急きゆう連れん絡らく先、両親の名前も書いてキッと美言を睨んだ。


「次は？」


「……じゃあ俺の言うとおりに書いてくれ。わたくし、都つ流る木ぎあかねは人形の館マリア・ロワーズの人形十一体を破損させたため、その修理代三千万円を支し払はらうことをここに約束します」


「えっと……わたくし、都流木あかねは、人形の館マリア・ロワーズの……」


　勢い込んでつづる途と中ちゆう、ふいに疑問が湧わいて美言を見た。


「これってなんですか？」


「誓せい約やく書に決まってるだろうが。修理代踏ふみ倒たおされたらこっちも商売あがったりなんだよ。口約束なんて一番信用できないからな」


　美言は、そんなこともわからないのかと睨ねめつけてくる。


「小学生なら両親呼びつけて説教くれてやったあと両親に弁べん償しようさせようって思ってたが、高校生なら分別くらいつくだろ？　自分の尻ケツは自分で拭ふきやがれ。借金は自力で払はらってもらうぞ。ローンを組むんだから、もちろん利息分もきっちりとな」


　ふんぞり返った男は、その口元に底意地の悪い笑えみを浮うかべた。


「お、鬼おに──!!」


「鬼だと？　お前が壊したんだろうが。十一体壊して三千万なんて良心的にもほどがある。俺の優やさしさにひれ伏せ」


「三千万なんて払えません！　何年かかると思ってるんですか!?」


「知るか。利息入れると相当な額になるだろうが支払えない金額じゃない。なに、たかが家一いつ軒けん分の支払いだ。サラリーマンが一生働いてようやく手に入る夢を、お前は人形の修理につぎ込んだってだけの話だ。なんてことないだろ？」


　美み言ことは首を傾かたむけながらそう告げる。すると髪かみがわずかにずれ、その奥から鋭い眼まな差ざしが覗のぞいてあかねの肩かたが大きく揺ゆれた。怖こわいと思うよりも早く体が反応していたのだ。


「ほら、さっさと誓約書の続きを書け。俺を待たせるな」


　美言の身長は、おそらく百八十センチを超こえているだろう。身長差と威い圧あつ的な態度がいやでもあかねを畏い縮しゆくさせる。彼の言動に反感を覚え、しかしそれを言葉にできずぐっと唇くちびるを嚙かみしめペンをごりごりと動かした。


「それから今日の日付。判はん子こは……持ってないか。じゃあここに拇ぼ印いん」


　美言が手を出すと、またしてもリョウがどこからともなく朱しゆ肉にくを差し出した。渋々押おう印いんしてティッシュでインクをぬぐったが、指先にこびりついた色はきれいに取れなかった。


「長期ローンってことで、利息はおって連絡を入れる。月々の返済可能額は？」


「ご、……五千円」


　つつっと視線をそらしながら、これならばなんとかなるという金額を口にする。すると美言の口角がくっと持ち上がった。


「ふざけるなよ、お嬢ちゃん。借金三千万で月々の返済が五千円って、利息だけ返す気か？」


「でも、それ以上は無理、……です」


　苛いら々いらと灰皿の上のタバコを手に取った美言は、すぐにライターがないことを思い出したのか元の場所に戻してわざとらしいほど大きな溜息をついた。ちらりとその顔を盗ぬすみ見ると、


「あ？　文句あるか？」


　高圧的にそう尋ねられ、あかねはきゅっと唇を嚙む。


　美言のとる粗そ野やな態度はドラマで見るヤクザに似ていた。話を続けたらいいように食い物にされるのではないか、そんな気がして不安が頭をもたげはじめる。


「あ、あの、家に電話してもいいですか？」


「──家に電話するくらいなら警察に電話しろ」


　不安にまっすぐ斬きり込まれ、あかねは目を見張った。


「そっちのほうが話が早い。親しん告こく罪ざいだから俺が届ける気はなかったんだが……ああ、ついでに鑑かん定てい士しの手配も相談にのってもらったらどうだ？　十九世紀フランスのアンティークドール作家、セリーヌ・バリエの作とでも言っておけば鑑定士が飛んでくるだろうから」


　なんのてらいもなく語るその声は今まで聞いた中で一番静かで、一番すごみがあった。


　あかねは返す言葉を失って顔を伏せる。壊こわれた人形を直してもらいたかっただけなのに状じよう況きようは悪化する一方だ。これで警察沙ざ汰たになったら、そして美言が言っていることがすべて本当であったなら──三千万円ではすまないかもしれない。


　あかねがきつく拳こぶしを握ると、その刹せつ那な、思考を遮さえぎるように重くドアノッカーの音が響ひびいた。


「お客様……？」


　反射的につぶやくと、ルイスが年代物の振ふり子時計を見上げて肩をすくめた。時刻は七時半を少しすぎている。どうやら彼ら的には遅おそい時間帯の来客という判断らしい。


「僕が……」


「すみません。誰だれかいらっしゃらない？」


　リョウがドアに向かう直前、高い女の声が聞こえてきた。


「……この声、どこかで……？」


　つぶやいた美み言ことはリョウの顔が引きつったのを見てはっとし、次いで顎あごをしゃくった。


「リョウ、茶を片づけろ。ルイス、接客」


「えー、僕がー？　僕を誰だと思ってるんだよ」


「ろくな稼かせぎもない寄生虫」


「……接客行ってきまーす」


　ひくりと顔を引きつらせながらもルイスがおとなしくドアの向こうに消え、お盆ぼんにティーセットをのせたリョウがふらふらとそのあとに続く。


　そして、やや間をあけてなにかが砕くだけるような音が聞こえてきた。


「……くそっ。割ったな」


　美言のうめき声を聞いたあかねの脳のう裏りにはティーセットが粉々になった光景が思い浮かんだ。とっさに立ち上がると、タイミングが悪いことにルイスが女性をともなって戻もどってきてしまった。あかねの母親と同じ年とし頃ごろだろう。風が吹ふいたら飛ばされてしまいそうなほど細い女性は、ぎらつく目で部屋中を見回してからあかねへ視線を向けた。


「人形師はどこ？」


　甲かん高だかい声に、神経を逆なでされたように心がざわつく。


「今は俺が〝人形の館やかたマリア・ロワーズ〟の店主です。ご用件をお伺うかがいしますが」


　美言は立ち上がり、あかねの隣となりに座るよう女性にソファーをすすめた。居い心ごこ地ちの悪くなったあかねは無言でソファーから離はなれ、帰ろうとドアに向かったところでまだ話が終わっていないことを思い出した。なにか指示があるかと様子をうかがっていると、


「どうされました？」


　あかねの存在など気にすることもなく美言は女性にそう問いかけていた。戸と惑まどうあかねはルイスに手招きされ、壁かべに背を預ける彼の隣へと移動する。


「……あなたも人形を作れるの？」


「ええ、作れますよ。ご要望とあらばどんな人形でもお望みのままに」


　どれほどの腕うで前まえなのか、どんなものが作れるのか、その詳しよう細さいを一いつ切さい語らずに美言は平然と言ってのけた。屋や敷しきの奥で見たのはどれも古い人形で彼の作さくはないように見えた。となれば、工こう房ぼうで手にしていた頭部が彼の作品なのか──そう考え、あかねは戦せん慄りつを覚えて肩をわずかに震ふるわせた。


　あれは死者だ。彼は人の死にざまを、芸術という名を借りて作りあげようとしていたのだ。


　濃のう密みつな闇やみの気配を思い出し、悪お寒かんを覚えて顔を伏ふせた。


「人形、もう一体作ってくださらない？」


　女性は真しん剣けんな声で美み言ことにそう頼たのみ、紙を一枚差し出した。美言はそれにざっと目を通す。


「……以前のものはお気に召めしませんでしたか？」


「気に入りました。素す晴ばらしいできだったわ。でも、それは私の望んだものとは少し違ちがっていて、だから捨ててしまったの。私が望んだのは世界で一体しかない特別な〝ドール〟です」


「お引き渡わたししたものは確かにドールでした」


「いいえ。あれが私の〝ドール〟であるはずがありません。……あきらめようと、何度かそう思ったわ。でも、やっぱり私には〝ドール〟が必要だった。だから、もう一体作って私を満足させてほしいの。代金は持ってきたわ」


　そう言って、彼女は大きなカバンから事務用としれるマチ付きの茶ちや封ぶう筒とうを取り出した。


「ここに、全額用意しました」


「……失礼」


　美言が封筒をひっくり返すと、テーブルの上には札束が五つごろりと転がった。一束百万円──大金を触さわり慣れていないあかねでも、そのくらいの知識はある。つまりテーブルの上には無造作に五百万円が転がっていることになる。


「数えていただけます？」


「……えっと……」


　美言が札束から視線をはずして女を見ると、彼女は姿勢を正して口を開いた。


「湯ゆ山やま葉よう子こです。そちらの契約書にある依い頼らい主ぬしの」


「……湯山さん、次のドールがあなたの気に入るものになるかどうかはわからないんですよ。この五百万、どぶに捨てることになるかもしれない」


「あなたがここの店主というのなら」


　湯山と名乗った女はにっこりと微笑ほほえみ悠ゆう然ぜんと言葉を続けた。


「私はあなたを信用します。この店に間ま違ちがいはありません。だって、一度は確かに成功したのだから。私はその奇き跡せきをもう一度経験したいんです。これはその代金です。必要なものがあればいくらでもおっしゃってください。連れん絡らく先はここに。日中は働いておりますので、夜にでも折り返し電話を入れます」


　そう言って、湯山は名めい刺しを一枚差し出した。


「……しかし」


「お願いします。ここ以外、どこにも頼めません」


　美み言ことは無言で湯ゆ山やまの顔を見つめ、再びタバコに手を伸のばし、すぐに引っ込めて息をつく。


「わかりました。確かに承うけたまわりました」


　湯山は感かん極きわまったと言わんばかりに手を合わせ、その手を口元に引き寄せた。目には涙なみだをにじませて、まるで今まさに奇跡を目の前にしているかのように頰ほおを紅潮させている。


　彼女は何度も礼を言って席を立ち、ルイスとともに部屋を出て行った。


　残ったのは、渋じゆう面めんでソファーに腰こしかける美言と、その美言とテーブルの上の五百万円を交こう互ごに見比べるあかねだった。あんなに簡単にお金を出す人間がこの店の顧こ客きやくなのだ。あかねにはもとより住む世界が違ったのだ。それを強ごう引いんに踏ふみ込み、価値もわからないまま壊してしまった──あかねはぎゅっと唇くちびるを嚙かんだ。


「今日はもう帰れ」


　ふいに大きな背中からそんな声が聞こえ、あかねは戸惑いの視線を向ける。


「リョウ！　送ってやれ！」


　美言がドアに向かって怒ど鳴なると、すぐにドアが開いてひょこりとリョウが顔を覗のぞかせた。








「ここまでで大だい丈じよう夫ぶです。ありがとう」


　あかねは人形屋敷から出て線路沿いに南へ五分歩いたところでリョウに声をかけた。すると、彼は表情一つ動かさずに首を横にふった。


「美言に、送っていけって言われた」


　確かに美言はそう言ったが、なにもそれをまじめに実行する必要はない。移動距きよ離りは駅一つ分、徒歩で二十分かかるような道のりなのだ。さすがに申し訳なかった。


「えーっと。その……、帰るのが遅くなっちゃうし。ね？」


「でも、危ない」


「こんな子どもにいたずらしようっていう物好きもいないから」


　そう返し、自分で言った言葉がぐさりと胸に刺ささった。ついさっき、美言に小学生に間違われたばかりなのだ。これで自分まで認めてしまったら立つ瀬せがない。しかし、そんなことで落ち込んでいるあかねには気づかずに、リョウは真剣な顔で辺りを見回している。


　そして、はるか後方にある人ひと影かげをしばし見つめ、行くぞと言わんばかりに視線を投げてきた。どうやらあかねの言うことはあまり聞いていないらしい。


「家の場所は？」


　リョウに質問され、あかねは苦笑いしながらも目印になる建物の位置を告げた。すると彼はその場所を確かく認にんし、ときどき通過する電車を見送りながら黙もく々もくと歩いた。


　初対面の異性だ。しかも、街灯があるとはいえ薄うす暗ぐらい道を二人きり──さすがに沈ちん黙もくが重い。


　あかねは沈黙にたえられなくなって口を開いた。


「な、名前は？　私は都つ流る木ぎあかね」


「リョウ」


「……リョウ？　名字は？」


「リョウ。名字は……、ない」


　言いたくないのか黙だまってしまうので、あかねは首をかしげながらも質問を重ねた。


「美み言ことさんと、ルイスさんは？」


「橘たちばな美言と、ルイス・ブラン」


「リョウくんは？」


「リョウ」


　そこでまた会話が途と切ぎれてしまう。あかねは慌あわてて次なる質問を言葉にする。


「あのお店はアンティークドールの販はん売ばいや修理はしないんですか？　さっきの、湯ゆ山やまさんって人みたいにドールを作って……」


「なにを、言ってた？」


「湯山さんですか？　湯山さんなら、もう一体ドールを作ってほしいって、代金も払はらっていきました。……でも、なんか様子がおかしかったような……？　あれ？　特別なドールって普ふ通つうの人形とは違うのかな」


「そんなことない。……普通の、人形だ」


「普通の人形に五百万円？」


　その質問には沈黙が返ってきた。


　表情はさほど変わらないが彼の動どう揺ようは伝わってくる。ぽつぽつと並ぶ街灯と家の窓から零こぼれる明かり──そんなわずかな光源でも変化を知るには充じゆう分ぶんだ。疑ぎ問もん符ふを浮うかべていると、


「そんなにリョウを質しつ問もん攻ぜめにして、もしかして彼に気があるの？」


　ふいに──本当に、なんの前まえ触ぶれもなく聞こえてきたルイスの声にぎょっとして足を止めた。どうやってきたのか、ほんの数歩先にある街灯の下に彼が立っている。にっこりと微笑んで片手を上げる仕草とその口調は妙みように親しげだ。だが、その双そう眸ぼうは酷こく薄はくな光をたたえ、まっすぐあかねをとらえている。


　ぞぞっと鳥とり肌はだが立ち、あかねは無理に作った笑え顔がおを凍こおらせた。


「は、話をしてただけです。送ってくれてありがとうございました。おやすみなさい」


　あかねはぺこりと頭を下げ、右手に延びる道路へと駆かけ出す。


　何度か十字路を折れ、目印の建物目指して突つき進むと幸いにして無事にアパートへたどり着くことができた。息を弾はずませながら錆さびの浮いた階段を駆け上がり、カバンから取り出した鍵かぎを鍵穴に差し込む。ドアが開いてほっと息を吐はき出した──直後、暗く狭せまいその空間にめまいを覚えて立ちすくんだ。


「あ……」


　闇やみが怖こわいと思うことがある。一人であればなおのこと、その中に引きずり込まれてしまいそうで足がすくむ。一度沈しずめば抜ぬけ出せなくなる、そう感じて身み震ぶるいした。


　ふいに電子音が響ひびき、まとわりつくような闇の気配が揺ゆらいだ。


　数歩後ずさって携けい帯たい電でん話わを取り出し、液えき晶しようの文字を確認すると全身から力が抜けた。


「お兄ちゃん……」


　メールの件名は「無事に家に帰ったか？」で、開くと限界いっぱいまで書き連ねた妹を案じるいつも通りの兄バカメールだった。絶ぜつ妙みようのタイミングで送られてきたメールに苦く笑しようし、ちらりとワンルームのわが家を覗き込む。得体の知れないものがいるかのように恐おそる恐る手を伸ばし明かりをつけると、質素このうえない見慣れた光景が広がった。


　あかねはほっと息をつく。


　それでも鼓こ動どうは異様なほど速く、恐きよう怖ふだけが泥どろのように体の奥に沈んでいた。
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　土曜日の朝はいつもより少し遅おそい時間に動き出す。朝食は昨日作った野菜スープの残りと半額で買った食パンだった。


「う……。一人で食事っていうだけでもむなしいのに冷たいスープなんて……でも、ガス代もったいない。バイト、もうちょっと入れたら生活が潤うるおう……わけ、ないか」


　昨日、借金を作ったばかりだ。しかも三千万円という大金である。高校へ通うためアパートに一人暮らしをしているあかねにはどう考えても支し払はらえない金額だ。なにせ彼女の実家は住宅ローンがいまだに残り、家賃と水道光熱費の振ふり込みが精せい一いつ杯ぱいという状じよう況きようなのだ。よって、食費は彼女自身がバイトで稼かせぎ出しているありさまである。


「三千万なんてどう考えても無理。っていうか、十一体も壊こわした記き憶おくが……」


　昨日は美み言ことに言われるまま誓せい約やく書を書いてしまったが、人形をきちんと見せてもらったわけではないのだ。もしかして、ということもある。


　悶もん々もんとしながら食事をすませたあかねは、服を着き替がえてカバンを持った。


「バイトまでまだ時間があるし……い、行ってみよう。うん」


　明るいうちならば人形だらけの屋や敷しきでも怖くないかもしれない。


　あかねは気合いを入れるようにうなずいてアパートを飛び出した。








「これで昨日の夜に壊したアンティークドールは全部だな」


「…………」


「修復はできるけど値は下がる。まあ売る気はないが、……だからといって評価を下げる気はない。こっちのアンティークドールは修復不能。顔が割れてるだろ。テーブルの端はしにぶつかって砕くだけたんだろうな。眼球は使えそうだが、俺はパーツを取る気はないから」


　徒歩で二十分かけて人形屋敷にたどり着いたあかねは、新聞を広げてぼーっとしていた美み言ことに詰つめ寄り、布を敷しき詰めた大きさも形もばらばらの箱に一体一体丁てい寧ねいに収められたアンティークドールと対面することになった。砕けた欠片かけらはすべて分別したらしく、感心するくらい小さなものまでちゃんと入れてある。一度に壊したのだから数体分が混ざっているだろうに、それさえも彼の目では容易に見分けられるらしい。


　あるいは、一欠片一欠片、時間をかけてより分けたか。


　あかねはぎゅっと拳こぶしを握にぎる。


　大きな背を丸め、小さな欠片を拾い集める姿が思い浮かんだ。


　壊れたアンティークドールは十一体。それはとても高価なものであると同時に、彼にとってはとてもとても大切なもの──。


「ごめんなさい」


　自然と零れ落ちた謝罪の言葉に溜ため息いきが返ってきた。そして次に、ぽんと大きな手があかねの頭に触ふれた。


「別に怒おこってない。形あるものはいずれ壊れる。それが今だったってだけの話だ」


　意外な言葉にあかねは顔を上げた。美言は苦笑するように口元を歪ゆがめ、浮いた腰こしを再びソファーに沈める。昨日と同じ応接室に案内されたというのに、天てん井じようまで届く大きな窓のせいか、それとも男のまとう空気のせいか、昨日のような奇き妙みような息苦しさは感じなかった。


「ただし、弁べん償しようはしてもらう。びた一文まけないからな!!」


　びしっと告げられてあかねの顔が引きつった。案の定、ここは譲ゆずれない一線らしい。しかし、なんとか減額交こう渉しように持っていき、一円でも安くしたい。


　ぐるぐる考え込んでいると、


「本当、粉々だね。ひどいなあ」


　唐とう突とつに、耳元で悪意に濡ぬれるルイスの声が響いた。


　びくりと肩かたが揺れ、箱を取り落としかける。とっさに抱だきかかえて横を見ると、ソファーの後ろから身を乗り出すように箱の中を覗のぞき込んでいたルイスと目が合った。


　氷の手で心臓を鷲わしづかみにされたかのような痛みと息苦しさに息がつまる。


「ルイス、絡からむな。ここにあるアンティークドールは全部俺のものだ」


「……正確にはまだ君のものですらないよ」


　じっとあかねの目の奥を覗き込みながらルイスは美言に言葉を返した。低く深く、脳のう髄ずいに響くほどに暗い声だ。


「黙れ。いちいち口答えするな。そんなことよりいい加減ドアを使え」


　苛いら立だつような美み言ことの一言に、ルイスはふっとあかねから視線を外す。


「はーい」


　そして、険をはらんだ声と表情を一いつ瞬しゆんで笑顔に変え、うなずくなり床ゆかを蹴けってひらりとあかねの隣となりに腰かけた。


　あかねは箱を抱いたまま身をすくめ、次いでドアを振り返った。人形屋敷の部屋は一つ一つがとても広い。天井も高く、窓も大きく、実に開放的だ。そして、あかねたちが使っている応接セットは部屋のほぼ中央に置かれ、ドアからやや離はなれていた。ルイスが近づいてくれば気配でわかるし、ドアが開けば蝶ちよう番つがいが軋きしみをあげるはずなのだ。


　しかし、そんな予兆は微み塵じんもなく、彼は唐突にあかねの背後に立った。日が高かろうが低かろうが、彼の神しん出しゆつ鬼き没ぼつぶりに変化はないらしい。


「おはよう、あかね。僕に会いに来てくれたの？」


　声をかけられ身構えるといたずらっ子のような視線を向けられた。さっきの表情が演技なのか、それとも今の態度が演技なのか、まるで摑つかめない。警けい戒かいしたまま首を横にふると、ルイスはいかにも寝ね起おきといった様子で大きくのびをした。


「……なんだ、違ちがうんだ。つれないなあ」


　大きめの袖そでがずるりと下がり、白い手首があらわになる。それと同時に襟えり元もとから鎖さ骨こつがのぞき、どこかなまめかしく上下した。寝起きの男子というのは意外と色っぽい生き物らしい。それに気づくとあかねの眉み間けんには深いシワが寄った。


「大切なコレクション、壊れちゃったね。いい子たちばかりだったのに」


　空気に溶とけるような声でささやき、反射的に顔を上げたあかねににっこりと微笑ほほえんだ。


「魂たましいを込めるようにして作られた人形だったんだ。コレクターのあいだでは幻まぼろしの作品とまで言われ、まるでステイタスのように皆みながほしがった。今ではあまりに遠すぎて、おとぎ話のように実像をともなわないけれど」


「……ルイスさん？」


「すべては幻だ。今ではこの屋敷は橘たちばな家のものになり、僕は僕なりに世界のあり方というものを理解してどうにかこうにか折り合いをつけながら存在する。……ああ、よけいなおしゃべりをしたら急にお腹なかがすいてきたな。美言、ごはんは？」


　まるですべてのものから興味が失うせたかのようにルイスは美言へ視線を移す。問われた大男は軽く肩をすくめた。


「リョウに言え」


「え？　僕のために作ってくれないの？」


「我が儘まま言うな。パンの一切れくらい出てくるだろ。ついでに俺のコーヒーも頼たのむ」


「リョウに淹いれさせるなんて、美言はチャレンジャーだね」


　ルイスは立ち上がり、体を伸のばすように右みぎ腕うでを突つき上げながら部屋を出ていった。そして、部屋にはあかねと美み言ことだけが残る。


「……あ、あの、美言さん」


「びた一文まけないからな」


　交渉再開とばかりに口を開くと先手を打たれてしまった。思わず「ううっ」と声を漏もらすとガラスが割れるような音が響ひびき、その直後、素す早ばやく美言が立ち上がった。


「え、え？　美言さん!?」


　ぎょっとしてあとを追うと、部屋を出た彼は屋敷の奥にある台所へ飛び込んだ。台所といっても見慣れたシステムキッチンではない。床と壁かべの一部を色タイルで飾かざり、レンガで作られた台には年代物のコンロが取り付けられていた。流し台は大理石で、台所の中央には木のテーブルが、片かた隅すみにはアンティーク家具が、まるで時間を飛び越こえたかのように置かれている。


　呆あつ気けにとられながらも部屋を見回すと、砕けたカップを呆ぼう然ぜんと見下ろしているリョウと、天を仰あおぐルイス、溜息とともに首をかく美言の姿があった。


「ご、ごめん。今、代わりのカップを……」


「待て！　動くな!!　先にフライパンを置け!!」


　ぐるんと体を反転させたリョウの手には年季の入ったフライパンが握られ、それは美言の絶ぜつ叫きようとは相反するように見事な弧こを描えがいて棚たなの上のビンをなぎ倒たおした。驚おどろきの声をあげたリョウが床に転がったビンを拾おうとし、今度は丸椅い子すを転がす。その音に驚いて体を起こすと次はテーブルが大きく揺ゆれて、その上に置かれた小ビンが倒れて転がりはじめた。


「……ドジっ子……!!　典型的なドジっ子！」


　あかねは驚きよう倒とうした。そそっかしいタイプならよくいるし、あかねもどちらかというなら落ち着きのないタイプだ。しかし、ここまで絵に描かいたようなドジっ子は希少であるに違いない。動けば動くほど被ひ害がいが大きくなる様は、呆あきれを飛び越し圧巻だった。


「本当、美言はチャレンジャーだね」


「うるさい！　このくらいできると思ったんだ！　リョウ!!」


「今、これを片づけて、朝食の支し度たくを……」


「待て！　もういいから！」


　ビンが次々と床に落ち、テーブルが揺れ、椅子が倒れる中では会話さえもが微び妙みようにすれ違う。このまま放置すれば確実に状じよう況きようが悪化し、有限である家財が失われていくだろう。それをただ見ているのは忍しのびない。


　あかねはすうっと息を吸い込む。


「動くな──!!」


　きんきんと響く声をめいっぱい張り上げると、室内の男たちはぴたりと動きを止めた。


「えっと、美言さん、先に出てください。次はルイスさん。リョウくんは、慌あわてなくてもいいからゆっくりテーブルの下から出て、ゆっくりゆっくりこっちに歩いてきてください」


　指示を出すと、それが意外だったのか驚いたような顔のまま美み言ことがあかねの言葉にしたがい、次にルイスが台所を出た。最後に残ったリョウはビンに足を取られて二度転び、食器棚だなにぶつかって尻しり餅もちをつき、ようやくあかねのもとへとたどり着いた。


「部屋を片づけますから入らないでください。それから、朝食、三人分でいいですか？」


　きりりと質問すると、リョウだけがぷいっとそっぽを向いた。
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　あかねが通う私立立りつ花か高等学校は、小中高、さらには大学までストレートに上がっていくエスカレーター校である。保育所は広く一いつ般ぱんに開放されているが、小学校からは入学試験があり、高校、大学を卒業すると立花グループの関連企き業ぎようへの就職が斡あつ旋せんされる。


　このため、人気が高いのだ。


　大学に高校を併へい設せつしたためキャンパスは広く、新立花駅から徒歩五分という立地のよさで遠方から通う生徒も少なくない。もっとも、あかねの実家は遠すぎて一人寂さびしくアパートに住むことになってしまったのだが。


　月曜日の休み時間、教室の片隅であかねは携けい帯たい電でん話わを取り出してポチポチと数字を入力しはじめた。


　そして、気分転てん換かんのつもりで気の重くなる数字をはじき出してしまい、溜ため息いきをつく。


「あかね、眉間にシワが寄ってるよ？　可愛かわいい顔が台無し」


　ふいに甘ったるい声が聞こえ、頭にばふんと柔やわらかいものが落ちてきた。ちらりと視線を上げると豊満な胸が見えた。本人を確かく認にんするまでもない。高校に入ってからできた友人、千ち葉ば艶つや子こが後ろから抱きついてきたのだ。長くのばした髪かみを茶色く染めてゆるくパーマをかけ、派手な容姿に薄うす化げ粧しようをほどこす彼女は、甘い香かおりの香こう水すいを好む。


「悩なやみ事ならお姉さんに任せなさーい！」


　とは言うが、あかねは五月生まれで艶子は十二月生まれだ。数字だけ見るならあかねのほうが年上で、しかし見た目ははるかに及およばない。


「あ、もしかしてシスコン兄さんとまたなにかあった!?」


「ないない。高校入学してもう五ヶ月だよ。さすがにもうない」


「そっか。でも、入学直後はすごかったよね。メールの嵐あらしで。十分以内に返信しないと泣きながら電話かかってきて、あれマジやばかったよねー」


　ひくっと口元が引きつった。都つ流る木ぎ家は、長男友とも樹き（二十五歳）、長女芽め衣い子こ（二十二歳）、そして次女あかね（十六歳）の三人兄妹きようだいである。そして、長男は妹たちを溺でき愛あいし、病的に可愛がり、あかねが一人暮らしをはじめると知ったとき、嘆なげき悲しみながらも携帯電話を持たせてくれた。受け取ったあとの一週間はノイローゼになるかと思うほどメールが飛んできた。今は一日一回と約束したお陰かげで、熱のこもった大長編が飽あきもせずやってくる。


「バカね、艶つや子こ。あかねの悩みっていったら、バイト先の店長に決まってるでしょ」


　続いて聞こえてきたのは花はな見み月づき蘭らんの声だ。あかねと同じ中学校出身で艶子の幼なじみである蘭は、着物が似合いそうな黒くろ髪かみの楚そ々そとした美人だ。むろん、あかねよりずっと大人っぽい。


　ぎくりとして見上げると、視線に気づいた彼女は微び笑しようしながら乱れたあかねの髪を直した。


「あー。店長って、あかねのお姉さんと付き合ってるんだっけ？」


「好きな人と実の姉が付き合うって、なんか昼ドラみたいよね。またバイト先に来てたの？」


　今あかねを悩ませていたのは別件だが、指し摘てきされると土日のバイト風景を思い出してしまってますます気が滅め入いってきた。


「……最近、ずっと来てる。お姉ちゃんの会社って休日シフトは基本的に外回りばっかりだから、お昼休みは店長にお弁当の差し入れしてるの」


「わー。それキツいわ。周り見えないくらいラブラブ状態？」


「来ないでってはっきり伝えたら？　あかねの気持ちは関係なく、プライベートと仕事を切り離はなせないのは社会人として問題よ」


　呆れる艶子の隣となりで蘭が正論を口にし、あかねは少し答えに詰つまる。


「でも、お姉ちゃんも店長も休みが取れないし、多少のことは目をつぶってあげないと……」


「そんなでどうするの。姉とはいえライバルよ。蹴け落おとす勢いでないとマジ失しつ恋れんよ？　しかも姉の恋こい人びとって、それ下手したら一生付き合う相手になるじゃん。状況としては最悪」


　艶子にずばずばと言われ、あかねは口をつぐんだ。


　芽め衣い子ことバイト先の店長が付き合い出したのはここ数ヶ月だ。急速に親密になる二人を見て動どう揺ようしないと言えば噓うそになる。どうして、そう叫さけびたいのが心情だった。


「辛つらいのってあかねだよ。あたしみたいに割り切っちゃえるならいいけどさ」


「あら、艶子はちゃんと割り切れるんだ？」


　どこか揶や揄ゆするような響きを含ふくむ蘭の声に艶子は長い髪を器用に編み込みながら眉まゆをひそめた。ポケットからピンを取り出して留め、すぐに別の房ふさを取ってまたルーズに編み込みを入れはじめる。


「必要なら割り切るよ。それがあたしの処世術。そのためなら男も使う」


「男の子も大変ね」


　蘭の呆れ声に、艶子は髪に再びピンを挿さしながら笑った。そうして手を離すと、大人っぽいのにキュートという彼女ならではのヘアスタイルに早変わりする。


　華はなやかな友人を見上げて思わず溜息をつくと蘭が携帯電話を覗のぞき込んできた。


「アプリ？　なんの計算してるの？」


「ローン返済」


「ローンって……なにか買ったの？」


「買ったんじゃなくて、アンティークドールを壊こわしちゃって」


「お姉さんが持ってたおじいちゃんの形見だっけ？　修理費、高いの？」


「あ、お姉ちゃんのじゃないの。……その、人形を直してもらおうと思って工こう房ぼうに行ったらそこの人形を壊しちゃって、弁べん償しようすることになって……」


「……なんか、ミイラ取りがミイラになった感じね」


「あかね、そういうときこそシスコン兄さんを使わなきゃ！　きっと妹のためなら喜んでお金出してくれるよ！」


　難しい顔をする蘭らんとは対照的に、艶つや子こは目を輝かがやかせながらそう提案する。


「お兄ちゃんは家のローン返済手伝ってるし、たまに私にお小こ遣づかいくれたりするから……」


　金銭的にゆとりがあるとは思えない。そもそも借金が破格すぎる。


「あー。まあ多少のお金ならあたしも出せるけど。いくら？」


　黙だまり込むと艶子が問いかけてきた。あかねは小さく息をついてから口を開く。


「……三千万円」


「は？　三千万って……人形壊しただけでしょ？」


「すごく高価なアンティークドール壊しちゃって、これでも安いほうだって……」


「いやいや。いくら高価だからって、それぼったくりすぎでしょ。たかが人形で三千万って。ありえないから」


「警察に連れん絡らくして、鑑かん定てい士しも手配してもらえって言ってた」


　ぽつぽつ返すと、艶子と蘭は顔を見合わせた。


「なんかやばいのに引っかかっちゃった？　それとも相当自信があるってこと？」


「印象操作じゃないの？　わざと壊すように仕向けて、出るとこ出ましょうって啖たん呵か切る当たり屋みたいな。ああいう人って高めにふっかけて、あとから安い金額を提示するっていうじゃない。でも実際には基準価格よりずっと高いのよね」


　不安をずばり言い当てられてあかねは絶句した。


「でも、アンティークドールがいくらぐらいなのかもよくわからないし……」


「だったら、休み時間にパソコン教室に行ってみたら？　ネットで調べたら多少は情報が出てくるんじゃないの？」


「あ、じゃああたしも付き合うー」


　蘭の提案に艶子は軽い口調で便乗した。思いがけない助すけっ人とに、あかねはほっと微笑ほほえんだ。


　そしてその直後、隣の席を見て呆あつ気けにとられた。あまりにも思いがけない人物がいたので何度も目をこすり、辺りを見回し、再度、隣の席を見る。


「ルイスさん……？」


　隣の席で、長い手足をもてあますように椅い子すに腰こしかけていたのは〝人形の館やかたマリア・ロワーズ〟の住人、ルイス・ブランだった。彼は立りつ花かの制服を着て、クラスメイトにぐるりと取り囲まれて楽しげに笑っていた。


「ホント、ルイスって日本語上手だよねー。私、いつ聞いても感心しちゃう」


「君という太陽に近づきたくて一いつ生しよう懸けん命めい練習したんだ。僕ってけなげだから」


「けなげな人は自分でけなげって言わないって！」


　男子生徒が指摘すると、辺りがどっと沸わいた。


「え、そう？　日本人ってシャイだから、ちゃんと言葉で伝えなきゃって思ったんだけどなあ」


「じゃあルイス、私にも愛の告白して！　ストレートなやつ！」


「オーケー。好きだよ、ミキちゃん。お墓入るころに一いつ緒しよになろうね」


「えっ!?　何年先なの、それ!?」


「さあ、何年先だろうね。大切な女の子にはずっと笑っていてほしいから、もしかしたらずーっと一緒に入れないかも」


「えー。私そんなに待ってられないんですけどー」


「せっかちだね。そこが君の魅み力りよくなのかもしれないけど。でも、その顔は二人っきりのとき以外は見せちゃダメだよ。拗すねてるときの一番愛らしい君を独り占じめできなくなる」


　普ふ通つうの男が言えば辺りは水を打ったかのように静まりかえるに違ちがいない言葉も、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美形が語ればそれだけで価値が出るらしい。隣の席で、なにやらすさまじい会話が繰くり出されている。あかねは人ひと垣がきの奥に見え隠かくれするルイスに呆気にとられた。
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「寒いわね！　あんなの男の言う言葉じゃないでしょ」


「いやー、ルイスならありでしょ。やっぱ見た目って大事だよね」


　蘭らんは鳥とり肌はだの立った腕うでを両手でこすり、艶つや子こはやや苦笑しながらもうなずいている。しかし、どう考えても根本的な反応が間ま違ちがっている。ほんの数分前まであかねの隣に座っていたのはルイス・ブランではなく、それどころかこのクラスに外国人などいなかったのだ。彼の行動に対して意見を述べあう前にもっと言うことがあるはずだった。


「見た目って……金髪碧眼ならなに言ってもいいってわけじゃないのよ？」


　蘭の言葉にあかねは驚きよう倒とうする。そこではない。問題は、そんな単純なものではない。


「外国人ってだけでポイント高いって！　しかも社交的だし、将来帰化したいって言ってるし。あれ？　そういえばルイスって日本に来て何年だっけ？」


「結構たつって言ってなかった？」


「ま、待って！」


　いっこうに核かく心しんに触ふれようとしない二人にあかねはたまらず叫び、思いの外、大声になってしまって赤くなった。


「あ……あの、ルイスさんって……」


「なによ、あかね。急にそんな他た人にん行ぎよう儀ぎな呼び方して。……もしかして、喧けん嘩かでもした？」


「あー、だから朝から元気なかったの？　それならそう言ってよー。あかねってルイスと仲良かったもんね。隣となりの席になって喜んでたのに今日は朝から全然口きいてなかったからどうしたのかと思っちゃった。ルイスと喧嘩なんて盲もう点てんだわ」


「ちゃんと仲直りしないとだめよ？　一人じゃ難しいなら相談にのるから」


　友人二人は神しん妙みような顔でそう言って、慰なぐさめるようにあかねの肩かたを叩たたいた。しかし、肝かん心じんのあかねはちんぷんかんぷんだ。仲直りもなにも喧嘩した覚えがない。それどころか隣の席になった覚えさえなかったのだ。


　隣の席は別の男子だ。背が高くて細くて、ちょっと神経質そうな──。


　ぐるりと教室内を見回して、見覚えのある生徒を見つけてその席の前に立つ。次の授業の支し度たくをしていた彼は怪け訝げんそうに顔を上げた。


「ね、ねえ、戸と田だくんって私の隣の席だったよね？」


「……？　言ってる意味が、よくわからないんだけど」


　眉をひそめながら返ってきた言葉に動揺が増す。


「だから、私の隣の席──ルイスさんじゃなくて、戸田くんだったよね？」


「俺の席はここだけど？」


　彼は指先で自分の机を叩き、ちらりとルイスのほうを見た。


「どうしてあいつの席に俺がいなきゃいけないんだ？」


　意味がわからない、と彼はもう一度告げた。その声は、授業開始のベルに重なって、ひどく聞きづらかった。








　現状がさっぱり理解できなかった。何度確かく認にんしてもあかねの隣の席にはルイスが腰かけ、休み時間のたびに生徒たちに囲まれて華はなやかに言葉を交かわす。たまに別のクラスからも人が来て、彼の周りは人が途と切ぎれることがなかった。


「どうしてみんなルイスさんのこと受け入れてるの？　なんで？　先週までいなかった人だよね？　あれ？　いたっけ？　いなかったよね？　いなかったはず……!!」


「あかねー、こら！　図書館行くよ！」


　昇しよう降こう口の前で悶もん々もんと考え込んでいたあかねは艶つや子この声にはっとわれに返り、混乱のまま友人たちのもとへと駆かけ寄る。もう一度ルイスのことを尋たずねようかとも思ったが、試験を受けて立りつ花か高等学校に入学し、生徒どころか教師にまで人気があり、口は軽いが身持ちは堅かたく、成績優ゆう秀しゆう、運動神経抜ばつ群ぐん、怪かい奇き現象が起こって〝幽ゆう霊れい屋や敷しき〟と呼ばれている洋館に住んでいる、という情報まで入手ずみだった。甘党ですっぱいものが苦手というデータまである。そのどれもがごく普通に知れ渡わたり、あかねも知っていて当然という内容のようだ。しかし、どう頑がん張ばっても思い出せなかった。あかねだけがみんなとずれているのだ。


　そうなると、自分のほうがおかしいのではないかと不安になってくる。


「に、人形屋敷に行ってみよう。そうしたらルイスさんに直接訊きけるし」


　なんとかその結論で落ち着いて、そっと息をつく。


「けどさ、休み時間にパソコン使ってもアンティークドールの値段なんてわからなかったじゃん。わかったのなんて模造品レプリカが意外と高いとか、小物も高価ってことくらいで……ネットで調べられなかったものが図書館でなんとかなるかなあ」


「あら、艶子は知らないの？　ネットの情報って書物から流用されてるものも多いのよ。コレクターが注目するようなアンティークドールなら、意外とあっさり見つかるかも」


　私立立花高等学校の図書館は大学と共同で、独立した巨きよ大だいな建物となっており蔵書も多い。書類に記き載さいして入館証を受け取った三人は、検けん索さく機に向かうなり検索ワードに〝アンティークドール〟の文字を入力した。


「作家の名前も入れてみたら？　えーっと、……なんて名前だっけ？」


　検索機の脇わきに置かれたメモに場所を書き写していると艶子に提案され、あかねは検索ワードに〝セリーヌ〟の文字を追加した。すると、ずらりと並んだ本が絞しぼり込まれて三冊が残った。


「セリーヌ・バリエ！　この人だ……!!」


　詳しよう細さい欄らんに目的の女性の名前を見つけ、はやる気持ちを抑おさえながらメモに書しよ籍せきコードを書き写した。二階に移動し、立ち並ぶ書しよ架かの中から目的の棚たなを見つけてコードを頼たよりに本を抜ぬき出す。そのまま自習用の机に移って本をめくると艶子と蘭らんが覗のぞき込んできた。


　目次に記されたページを開く。そこにはセリーヌ・バリエの名とともに簡単な解説が半ページあるだけで、作品や経歴の一いつ切さいが記されていなかった。あるのはただ「若くして亡なくなった天才的なアンティークドール作家」という言葉と、彼女が残した作品の傾けい向こうのみだった。


　あかねは落らく胆たんした。作品の詳細を知ることは難しくても、評価くらいあるだろうと期待していたのだ。溜ため息いきとともに本を閉じ、別の本を引き寄せる。そちらは年代別にアンティークドールを掲けい載さいしている本で、作家別には分かれていなかった。


「不親切な本ね」


　うんざりしたように文句を言った直後に艶つや子この携けい帯たい電でん話わが鳴り出し、彼女はぎょっとして発信者名を確認するなり顔を歪ゆがめた。


「ごめん、ちょっと」


　そう言って席を立ち、視界から消える。あかねがぺらりとページを繰ると、


「北きた高こうの人と知り合ったんですって。年上はしばらくいいって言ってたくせにね」


　蘭らんは小さくつぶやいて目を伏ふせた。


「もっと、うんと年上のほうが合うと思うんだけどね。艶子の場合は」


「蘭みたいに？」


「私と達たつ也やくんとは八歳しか違わないわよ」


　八歳年上ならあかねにとって充じゆう分ぶんに「うんと年上」なのだが、どうやらそれでは足りないらしい。ふうん、と返しながらまた一枚ページをめくると、蘭はすっと立ち上がった。


「他ほかにもセリーヌの載のってる本がないか見てくる」


「うん。ありがとう」


　遠ざかっていく蘭の背に小さく声をかけ、あかねはさらにページをめくる。本は十三世紀からはじまっており、簡単な注ちゆう釈しやくや当時作られた人形の傾向を添そえ、十九世紀に入るととたんにその記述が細かくなった。作家名や工こう房ぼう名、出展場所、世間での評価も簡単な時代背景とともに掲載されている。白黒で、粗あらくはあるが写真の掲載点数も増え、格段に見やすくなった。


　一定のペースで動いていた指先が十九世紀末まつ葉ようにさしかかったところで止まる。


「セリーヌ・バリエ……!!」


　目的の名に思わず声が震ふるえた。


　そして、一八七一年生まれで一八八八年没ぼつとの記載に目を見開く。そのアンティークドール作家は、わずか十七歳という若さで人生の幕を閉じたのだ。彼女の作った人形には魂たましいが宿ると言われ、死後に注目を集めるようになりその値段が跳はね上がった。しかし、市場に出回ったのはほんのわずか──噂うわさだけが一人歩きし、いつしか幻まぼろしの名作と言われるようになった。値段をつけるのは不可能と言われたその作品群がもし世へ出れば、コレクターは熱ねつ狂きようし、アンティークドールの歴史は塗ぬり替かえられるだろう、そんな言葉まで添えられている。


「……う……噓うそだよね……？」


　いくらなんでも大げさだ。あかねは激しく暴れる心臓に狼狽うろたえながら未読の本へと手を伸のばす。こちらには驚おどろくことにセリーヌ・バリエのアンティークドールが白黒写真で掲載されていた。あどけない少女の人形は、どこか愁うれいを含ふくむ眼まな差ざしと、色のない写真の中にあってなおみずみずしさを保つ唇くちびるが印象的な一体だった。柔やわらかそうな頰ほおにふんわりと波打つ髪かみ、古風ながらもしっかりと作り込まれたドレスと花をあしらった帽ぼう子し──それらが絶ぜつ妙みようなバランスで収まっている。魂が宿るというのは大げさにしても、人形全ぜん般ぱんが怖こわいあかねにすら、その一体は可愛かわいいと思えるものだった。


「……あ。この人形……」


　土曜日の朝、人形屋敷で見せられたものによく似ている。あのときは人形の惨さん状じようばかりに目が奪うばわれてしまったが、唇の辺りや目元がそっくりだ。


「ほ……本当に、セリーヌ・バリエの作……？　幻の名作……!?」


　アンティークドールの歴史が塗り替えられると絶賛された作品を、百年以上にわたって積み上げられた歴史を、あかねはほんの一いつ瞬しゆんで台無しにしてしまった。


「あかね！　ここ、セリーヌって人の作品──」


　小走りで戻もどってきた蘭らんが机の上に大判の本を置く。そこにはセリーヌ・バリエのアンティークドールが載っていた。富ふ豪ごうの保有するその人形は「天文学的数字をたたき出した幻のアンティークドール」という文字まで添えられている。カラー写真の横には城の白黒写真も一いつ緒しよに載っていて、あかねはもはや言葉もなかった。


　そこに印刷されていたのは間ま違ちがいなく〝人形の館やかたマリア・ロワーズ〟だった。


　あの屋敷こそが、セリーヌ・バリエのアトリエだったのである。








　フランスにあった城の一部は遠く日本の地に移設された。


　大変な労力と資金が必要だったことなど言うまでもないが、誰だれがなにを考えてそうしたのかはまったくもって謎なぞだった。けれどもそうして古城の一部は多くの人形とともに日本へやってきて、屋敷として定着した。そして、今では人形屋敷だの幽霊屋敷だのと呼ばれている。


「あかねちゃん、どうぞ。疲つかれてるときは甘いものが一番」


　溜息をつくとそう声をかけられ、あかねは慌あわてて顔を上げた。そして、ショッピングモールの一角にある〝ＪＯＬＩＥジヨリ　ＦＬＥＵＲフルール〟店てん舗ぽ内で服を手に固まっている自分に気づいた。声をかけてきたのは、紙コップ片手ににこやかに微笑ほほえむ店長の柳やなぎ田だ和かず真まである。


「あ、ごめん。カフェオレは苦手だった？」


「え、いえ。好きです。好きですけど……」


「今日は疲れてるみたいだから休きゆう憩けい入っておいで」


「え……あ、すみません！　私、そんなにぼーっとしてました!?」


「さっきまで手はちゃんと動いてたから仕事はできてたよ」


　くすりと笑われて羞しゆう恥ちで頰が赤くなった。あかねは素す直なおに紙コップを受け取って控ひかえ室に引っ込み、丸椅い子すに腰こしかけて再び溜息を落とした。


　放課後、蘭らんと一緒に見た本はとても衝しよう撃げき的だった。たかが人形、そう思っていたのが完全にひっくり返されてしまったのだ。アンティークドールを調べることで得たのは、修理費すらあかね個人ではどうにもできない金額である、という無情の現実だけだった。


　肺をからっぽにするほど息を吐はき出し、それを埋うめるようにカフェオレを喉のどの奥へと流し込む。そして、飲み干したあとは紙コップをくずかごに落として店内に戻った。


「あれ？　もういいの？　ゆっくりしててもよかったのに」


「大だい丈じよう夫ぶです。休憩ありがとうございました」


　腕うでまくりするジェスチャーとともに返すと和かず真まが目め尻じりを下げた。それを見たらちょっとだけドキリとし、視線が不自然に泳いでしまった。


「あ……店長、あそこの……!!」


　秋冬物入にゆう荷か、と書かれたポップが視界を横切り、とっさに指をさす。


「うん、新商品入ったんだ。小こ柄がらなお客さんが来たら案内して、リサーチもよろしくね」


「はい！」


〝ＪＯＬＩＥジヨリ　ＦＬＥＵＲフルール〟はレディース専門店で、大きいサイズと普ふ通つうサイズを重点的に置く店だった。店長が男性とあってあかねには入りづらかったのだが、以前一度だけ姉と一緒に入ってからその品しな揃ぞろえに心こころ惹ひかれた。思い切って店に入ったのは今から五ヶ月前、つまり高校に入学して早々だった。以前に見た通り、品揃えは文句なく好みだった。しかし、サイズがどうしても合わなかった。背が低いだけならまだしも、あかねは標準以上に細い。着ると服全体がだぶついてどうしても見苦しい。けれどもやっぱり気になって、新作が入るたびにチェックをしていた。すると、ある日あるとき、あかねが着られるサイズの服が入荷された。


「熱心に通ってくれる子がいたから、その子のためにとびきりの服を用意してあげようと思って待ってたんだ」


　レジに行き、興奮気味に財さい布ふを取り出したあかねに和真はにこにこと告げた。過か剰じようなサービスは誤解を生みかねない昨今、彼は店主としていささか過度な行動を取った。けれどもその気き遣づかいは、着る服に頭を悩なやませるのが日常であったあかねにとっては素直に嬉うれしいもので、コンビニのバイトをやめてここで働くきっかけともなった。


「新作のスカーフも入ったから、時間あったら出しておいて。価格表も入ってるからね」


「はーい。冬物ですか？」


「色いろ柄がらは冬物。でも今の時期から使えるよ。今度はあかねちゃんに仕入れ頼たのもうかな」


「私ですか!?」


「売り場の一角任せてあげるから、ディスプレイなんかもやってみる？　楽しいよ、飾かざり付けって。服や小物の合わせかたで個性が出るからねえ。必要なものがあったら言ってよ」


　声を弾はずませる和かず真まにあかねはぎょっとした。ディスプレイ一つで人の視線が変化し、売り上げにだって響ひびいてくる。そう思うと、興味があっても軽々しくうなずけない。


「やってみたいですけど……ほ、保留でお願いします。……あ。そうだ。店長、ちょっと訊きいていいですか？　あの……三千万円貯ためるにはどうしたらいいと思いますか？」


「三千万円って、またずいぶんと大きな話だねえ」


　ちょっと面めん食くらったように押し黙だまった和真はしばし間をあけ、うーんとうなった。


「その金額は難しいだろうね。仕事をかけもちして……も、無理だろうなあ。よほど割のいい仕事を見つけないことには貯まらないと思うよ。一ヶ月に四万円貯金したとして、一年で四十八万円、十年で四百八十万円って考えると……えーっと。……六十三年後、かな」


　利息を考えるとそれ以上に時間が必要になるだろう。生きているあいだの完済は絶望的だ。


「お、お店の経営者は？」


「僕、お金持ちに見える？」


「……み……見えなくもないような気もしなくもないです」


　しどろもどろに答えると和真が乾かわいた笑い声を漏もらした。つい先日三十一歳の誕生日を迎むかえた和真は、童顔で、黒くろ縁ぶち眼鏡も顎あご先にまばらに生えている髭ひげも、貫かん禄ろくというよりお洒落しやれのためにそうしていると勘かん違ちがいされる程度の可愛らしいものだ。どうひいき目に見てもお金持ちという雰ふん囲い気きではない。


「僕は運良く店を持てたけど自転車操業だしね」


　ショッピングモールの一店舗がたまたまあき、和真のもとに出店してはどうかという話が舞まい込んで、多額の借金をかかえてどうにかこうにか体てい裁さいを整えオープンまでこぎ着けた。一日一点も売れない日もあれば、目が回るほど忙いそがしい日もあった。今ではお得意様も増えて月の収入の目算もできるが、それでも入荷を誤るとがくりと売り上げが減る月もある。


　お金を貯めることは大変なのだ。


「……三千万は、無理ですか」


「無理ではないけど大変だよ。日々の生活もあるからね」


　テレビで若手実業家の特集が組まれたりするが、そうした成功例はごくわずか──才能ある者が強運を味方につけたとき、ようやくなしえるものなのだろう。凡ぼん庸ような人間が凡庸な発想で日々を送って得られるものは、時間が層のように積み重なった現実だけなのだ。


「なにか困ったことでもあるの？　相談にのろうか？」


　今まで充じゆう分ぶん丁てい寧ねいに話を聞いてくれていた男が唐とう突とつにそんな質問をして、思わず苦く笑しようが浮うかんでしまった。


「──あの……」


　実は、そう続けようとして口を閉じた。モールの道を急ぎ足でやってくる芽め衣い子この姿を見つけてしまったのだ。あかねは動どう揺ようを呑のみ込んで、代わりの言葉を準備した。


「友だちと、そういう話をしてて」


「最近の女子高生はシビアな話をしてるんだねえ……あ！　いらっしゃい、芽め衣い子こさん」


「こんにちは。ちょっと近くを通ったから来ちゃった。あかね、ちゃんと仕事してる？」


「頑がん張ばってくれてるよ。あ、このあと暇ひまかな？　いいお店を見つけたから食事でも……」


　あかねが和かず真まに会ったその日に芽衣子も彼に会っていた。そして、あかねが眺ながめることしかできなかった服を買い、言葉を重ね、気づけば二人は親密な関係になっていた。あかねが芽衣子の妹であることは、バイト用の履り歴れき書を持っていったときにようやく気づいたらしい。どうりで気になるはずだ、と彼はどこか照れたような笑えみを浮かべた。


　梅雨つゆに入る、少し前のできごとだった。


　平均的な身長の芽衣子はどんな服でもよく似合い、料理が上手で学生の頃ころからよくもてた。男の人は苦手だと言って付き合うことはなかったけれど、栄養士専門学校を卒業して働くようになると少しだけ雰囲気が変わったように思えた。


　その違い和わ感かんは、今、よりいっそう強く感じられる。


　あかねは二人に背を向けて、無心に服をたたみ続けた。




　第二章　人形師とおかしな仲間たち
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　翌日、午後四時半──年代物のテーブルの上に誓せい約やく書を一枚置き、あかねは人形屋や敷しきの主人である橘たちばな美み言ことの前にちょこんと腰かけた。


　二人きりの空間は、とても居い心ごこ地ちが悪い。


「……月々の返済額が五千円ってのは冗じよう談だんじゃなかったのか？」


「はい。余よ裕ゆうがありそうなら繰くり上げ返済っていうのをやっていくって形で」


　学校で仕入れたばかりの情報を提てい示じすると美言の口元が一いつ瞬しゆんだけ引きつった。


「何年かかると思ってる？」


「さ……さあ」


「……繰り上げ返済されるたびに利息の差分を計算する俺の労力は誰だれがねぎらうんだ？」


「ご苦労様です！」


「お前にねぎらわれるのが一番ムカつくんだが」


「……ご、ごめんなさい」


　こんな調子で話しているせいか、話し合いはギスギスと進められていく。


「美み言こと、あんまりあかねをいじめちゃだめだよ。虐ぎやく待たいしてるみたいでそそられる」


　前ぶれなく会話に加わったルイスにあかねはぎょっとし、美言は不快感をあらわにするように思い切り顔をしかめた。


「黙れ、これのどこが虐待だ？　……お前、仕事は終わったのか？」


「うーん、もう一押しかなあ。だいぶ進展したけど手こずってる。他人になにかを強要するのは僕の美学に反するから気長にやるけどね。強ごう引いんにされるのは嫌きらいじゃないのになー」


「……嫌いじゃないのか」


「そそられるだろ？」


「そういう趣しゆ味みは持ってない」


「美言は人生の半分を損してるね」


　ルイスは残念そうに美言を見るが、正直、あかねにもついていけない発想だ。だが今は趣味嗜し好こうより、彼がどうやって部屋に入ってきたか、そして学校での不可解な一件のほうがはるかに気になった。


「ルイスさんって幽ゆう霊れい？」


　フランスからやってきた、幽霊屋敷に住み着く不思議な力を持った幽霊。そんな突とつ拍ぴよう子しもない予想を立てて問いかけるとルイスはぷっと噴ふき出し、腹をかかえるようにして笑い出した。


「あかね、僕のことはルイスでいいよ。さん付けで呼ばれるとちょっと照れくさい。それにしても──僕が幽霊？　可愛かわいい唇くちびるでどんな愛の言葉をささやいてくれるのかと期待したら！」


「そ、そんなに笑うことないじゃない」


　確かに荒こう唐とう無む稽けいな話だ。尋たずねるにしても、もう少し現実的な疑問を口にすべきだろう。


　おどけるルイスにあかねは真っ赤になった。


「人の記き憶おくを操あやつる万ばん能のうなゴーストか。いいなあ」


　ひとしきり笑ったあと、ルイスがぽつりとつぶやいた。それは、あかねの疑問にさらにもう一歩踏ふみ込んだ問いであり、まだぶつけていない疑問でもあった。


「どうして、それ……」


「ルイス、お前学校でなにをしてるんだ？」


　あかねの声を打ち消す勢いで美言が怒ど鳴なり、あかねはとっさに口を閉じる。


「あれ？　なんで美言が怒おこるの？　もしかして、話についていけなくてすねてる？」


「答えろ。なにをしてる？」


「美言には迷めい惑わくかけないようにしてるよ。だって君は僕の大切なご主人様なんだから」


「ルイス！」


「僕が君を殺さない代わりに、君は僕を生かし続ける。実に理想的な関係じゃないか。今さらこの繫つながりを僕から壊こわすとでも？」


「なにが理想的だ。そんな態度でよく俺のことをご主人様だなんて言えるな」


「僕の今の所有者は君だからね。力関係を考えるなら僕の選せん択たくはただ一つだ。君の前にひざまずき、その靴くつに口づけるしかない」


「……もういい」


　美み言ことは大おお仰ぎように息をついた。美言が苛いら立だつのとは対照的にルイスは実に機き嫌げんがよさそうで、そんな彼らを前にしたあかねはただひたすら疑ぎ問もん符ふを飛ばしていた。この二人の関係は、一体なんと表現したらいいのだろう。友人というには年ねん齢れいが離はなれ、下宿人と考えても不自然だ。〝ご主人様〟や〝所有者〟という会話から考えれば主従関係と言えなくもないが、殺すだの生かすだのという不ふ穏おんなセリフが互たがいに向けられている時点で崩ほう壊かいしている。


　学校で起こっていることはルイスしかわからない。けれども美言もなんらかの疑念を抱いだいているらしい──とりあえずあかねは、今の会話からそう推察する。


　質問をぶつけてみようかと口を開いた矢先、奥でなにかが崩くずれる音がした。応接室の隣となりは二間続けて人形部屋で、その奥が工こう房ぼう、風ふ呂ろ場ば、台所となっている。音のでどころは人形部屋か工房のいずれかだろう。あかねが目を瞬またたくと、美言とルイスが同時に怪け訝げんな顔をした。


「……リョウは？」


「知らない。僕、今帰ってきたばっかりだし……って、まさか人形部屋!?　壊したの!?」


「アンティークドールだけは壊さないはずだ」


「わかるもんか！」


　血相を変えてルイスは奥のドアへと駆かけ寄り、中を覗のぞき込むなり右手で顔を押さえてよろめいた。続いて隣りん室しつを覗き込んだ美言が渋じゆう面めんになり、気になったあかねも近寄って二人の腕うでの下からちょろりと奥を覗き込んだ。


　人形部屋にはリョウがいた。しかも、アンティークドールに埋うもれた状態で。どうやらテーブルをひっくり返し、その上にのっていた人形をなんとか受け止めたらしい。


「なにしてるんだ、お前は」


「そ……掃そう除じを、しようと思って……」


　美言の呆あきれ声に、リョウは可か哀わい想そうなぐらいに気落ちして口ごもる。


「急になんだ？　いつもそんなことしないだろ。さっさと片づけて……」


「リョウくん、動いちゃだめ！　そのままじっとして!!」


　大おお騒さわぎして十一体壊したあかねは、目の前にある光景に真っ青になった。素す早ばやく入室し、アンティークドールをリョウの手から奪うばって避ひ難なんさせて、彼の腕を引いて部屋を出てほっと息をつく。そして、まじまじと見つめてくる美言と目を丸くするルイスにわれに返った。


「あ、……あの、なにか？」


　うるさくしてしまったことに気づいて顔が熱くなった。いつもここまで騒さわいだりしないのに──これでは、また美み言ことに子ども扱あつかいされてしまう。


　あかねは平静を装よそおって相変わらず体温の感じられないリョウの腕から手を離す。


「に、人形、壊れた子はいなかったみたいでよかった」


「片づけは……」


「やっておきます」


　バイトのときの癖くせでついそう答えると、美言は手をふりながら歩き出した。


「じゃあ頼たのむ。俺は湯ゆ山やまさんのドールを作ってるから……いいか、壊して借金増やすなよ」


　あかねは美言に念押しされてようやく現状に気づく。なにも自分から仕事を増やさなくてもいいのに、バイトでつちかった習慣というものは恐おそろしい。


　結局、アンティークドールたちがのっている棚たなや床ゆかの埃ほこりが気になって、バケツと雑ぞう巾きんを借りることにした。美言は工房に引っ込み、ルイスは人形を何体かかかえて自室に戻もどり、手伝うと言い出したリョウを丁てい寧ねいに断ったため、人形部屋にはあかね一人が残された。


　明るかろうが暗かろうが、アンティークドールはやっぱり気味が悪い。


「いくら工房だからって……これ、多すぎだよね？」


　なるべく視線を合わせないように顔を伏ふせつつ棚を拭ふいていると、人形の手がやけに小さいことに気づいた。できもあまりよくない。顔も服も丁寧なのに、そういうところで手を抜ぬくのが妙みようにおかしくてちょっとだけ興味が湧わいた。


　アンティークドールとは、製造から百年ほどたった古い人形のことをさす。


　もとはビスクドールと呼ばれるこれらは、ビスクの名の通り二度焼きされた素す焼やきの陶とう器き人形が原型となっている。百年以上前、フランスで服の宣伝用に広まったビスクドールは一部の上流階級の令れい嬢じようたちに愛され、やがて一いつ般ぱん的に知られるようになり、今でも愛好家のあいだで根強い人気を誇ほこる。


　魅み入いられれば身を持ち崩す、怪あやしい魅み力りよくを秘ひめた人形たち──。


　ちらりと視線を上げる。


「あれ？　これ……作った人が違ちがうのかな」


　同じアンティークドールなのに全体の雰ふん囲い気きがまったく違うのだ。


「あ、こっちは同じ人が作った人形だ」


　目一つとっても、いかにも作り物じみたものもあれば、丁寧に描かき込まれたものもある。鼻の形、輪りん郭かく、唇だってさまざまだ。人形と一口に言っても個性があるのだ。思わぬ発見に目を瞬きながら棚を拭き、その途と中ちゆうで棚を拭くだけでも大仕事であることに気づいた。


　埃を落としたいならはたきも必要になってくるだろう。


「柔やわらかい刷は毛けみたいなもののほうがいいのかも」


　思案しながら部屋を見回すと視界が大きくぶれた。人形の大半が視界から消え、テーブルにはティーセットが用意されている。カチャカチャと忙せわしない音とともに準備されたのは香かおりの高い紅茶で、部屋いっぱいに笑い声が広がった。


　ふと手がさしのべられ、「おいで」と呼ぶ声がする。その手を摑つかもうとし、指先が空くうを搔かいたところで、あかねははっとわれに返った。


「あ、あれ？　なんだろう、今の……？」


　見回せば、そこは相変わらずテーブルや棚に無造作とも思える配置で大量の人形を並べた部屋で、ティーセットなどどこにもなかった。いつの間にか外が薄うす暗ぐらいことに気づいたあかねは奇き妙みような感覚を引きずったまま人形を並べ直して掃除道具を片づけ、台所の奥に隠かくされたカップ麵めんの山を発見する。男所帯の台所事情──不ふ摂せつ生せいの極きわみだ。それらは見なかったことにして、つつっと足を引くなり工房に向かった。


　大きく息を一つ吸い、気持ちを切り替かえてノックする。しかし、返答がない。


「美み言ことさん？」


　首をかしげながらドアを開け、そして凍こおり付いたように動けなくなった。
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　雑然とした室内には月光が差し込み、世界から切り取られたような静せい寂じやくに包まれていた。その中で──月の明かりの下で、紫し煙えんをくゆらせる美言だけが動く。彼が手にしているのはしなやかな腕だった。彼は愛いとおしげにぴんと伸のびた指先をさぐり、柔らかく撫なで上げて口元に小さな笑えみを刻んだ。指先はそのまま熱を確かめるように青白い手首を愛あい撫ぶし、ゆっくりと顔が寄せられる。


　空気が密になり、鼓こ動どうが跳はねた。


　とっさに足を引くと腕に照明のスイッチがあたり、部屋全体が明るくなった。


「ご、ごめんなさい！　声、かけたんだけど……」


「ああ……どうかしたのか？」


　明かりがついて、ようやく彼が手にしていたのが型かた抜ぬきした人形の腕であることに気づいた。しかし、やけに大きい。まるで等身大の人形を作るかのようなサイズだ。あかねは自身の動どう悸きにおののきながらも必死で平静を装った。


「も、もう遅おそいから、今日は帰ります。掃除は途中になったからまた改めて来ます」


「金は払はらわんぞ」


「そういうつもりでやってるわけじゃありません！」


　思わず叫さけんで慌あわてて口を閉じた。平常心。子どもっぽく見られたくなければ、どんなときでも大人の対応だ。


「お店をきれいにしておくことは接客の基本だってバイト先で教わりました。それに、人形たちはケースに入れておくとか──せめて、ちゃんと掃除してあげないと可哀想です」


「……たまたまそこまで手が回らなかっただけだ」


　そのわりに庭は荒あれ放題だ。疑わしく思って見ていると美み言ことは面めん倒どくさそうに首を搔いた。


「やりたいって言うなら止めんが……ああ、今日は帰るのか。リョウ、送れ！」


　奥のドアに向かって怒ど鳴なる美言を見てあかねは慌てた。


「ひ、一人で帰れます！」


「変なやつに追いかけられたらどうするんだ？　リョウでもいないよりはましだ」


「変なやつになんて追いかけられませんから！」


　訴うつたえると美言は灰皿でタバコを押しつぶして怪け訝げんな顔をした。


「お前、気づいてないのか？」


「え？」


「中肉中背のスーツ姿の男が……いや、なんでもない。リョウが嫌いやなら俺が……」


「リョウくんでお願いします！」


　とっさに答えると「ああ？」と、とても不ふ機き嫌げんな声が返ってきてあかねは硬こう直ちよくした。


「う、……噓うそです。電車で帰るから、送らなくても大だい丈じよう夫ぶです」


　電車を降りてもそこから十分歩かなければアパートには着かない。しかしそこは伏せ、動どう揺ようを隠したまま工こう房ぼうから飛び出した。
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　平日を無事に乗り切り、憂ゆう鬱うつな土日が終わると創立記念日がやってきた。


　課題を適当に終わらせぶらぶらと平日の町を歩く。朝の十時にこうして過ごすというのは新しん鮮せんだ。浮かれながら辺りを見回すと通行人と目が合った。


「小学生じゃないのに……!!」


　不ふ審しんそうな視線に小さく抗こう議ぎし、少し考えて艶つや子こと蘭らんにメールを打つ。返信はすぐに来た。


「蘭からだ！　あ、そっか。デートなんだ。平日だけどちゃんと付き合って……あ、艶子からもメールが……ふ、二人とも、ラブラブ……っ」


　がっかりしながら携けい帯たい電でん話わをしまい、他ほかに遊びに誘さそえる相手はいないかと考えつつ歩いていると、いつの間にか人形屋や敷しきの古びた門の前に立っていた。


　あかねは体を反転させ、すぐにがらんとしたアパートの一室を思い出して肩かたを落とした。二十分かけて誰だれもいないわが家に帰るのは不毛すぎる。


「……誰もいないわけじゃないか。お姉ちゃんの人形、預かったままだし……」


　修理を依い頼らいするタイミングを逃のがし、芽め衣い子この人形はいまだあかねの部屋にある。口には出さないが、きっと心配しているに違いない。


「美み言ことさんに相談してみようかなあ。でも言いにくい……。お、おはようございまーす」


　荒れ放題の庭を突つっ切り、ドアノッカーを叩たたいて声をかける。しかし相変わらず返事がない。


「いないのかな」


　不安を覚えながら工房を覗のぞき込むと、屋敷の主人は予想に反して無言のまま椅い子すに腰こしかけてすらりと伸びた足を摑んでいた。ひっと、あかねの口から細く悲鳴が漏もれる。しかしその声は届かず、美言は丹たん念ねんにくるぶしを撫でていた。その足が作り物であることに気づいたのは十秒もあとだ。なまめかしく美しい曲線を、まるで愛撫するように触ふれる美言の指は無骨に見えるほど大きく筋張っているのに、その動きはあくまでも繊せん細さいでなめらかだった。


　まるで無機質なものに魂たましいを吹ふき込もうとするかのように、丹念に優やさしく触れていく。その様子を見つめていると、ふいに自分が触れられているような感覚に襲おそわれてぞくりとした。


　吐と息いきも、熱も、そのまま伝わってきそうな錯さつ覚かく。指の腹でこすられるたびに鳥とり肌はだが立つ。


　快楽なのか畏い怖ふなのか、あるいはそのどちらとも違う感覚なのかもわからない。ただ圧あつ倒とう的なものがそこにある気がし、あかねは慌ててドアから離はなれ、早はや鐘がねをつく胸に手を押し当てた。


　呼吸が乱れる。心臓がうるさい。顔がほてってなんだか急に苛いら々いらした。


「あ……足フェチ！」


　そうでもなければ、あれほど熱心に触れるはずがなく、精せい巧こうなものが作れるはずもない。


「でも、顔にもうっとりしてた。髪かみにもべたべた触さわってた。顔フェチ！　髪フェチ！　人体フェチ!!　人形フェチ──!!」


　つまり彼は変人ということだ。


　あかねは納なつ得とくする結論に達しほっとした。表情が読めず不安を覚えることが多いが、いっそ割り切ってしまえば疑問も最小限ですむ。


「美み言ことさんの性せい癖へき把は握あく！」


　ぐっと拳こぶしを握にぎると屋敷の奥から物音がした。あかねは台所に足を運び、惨さん状じようにぎょっとした。床ゆかには数々のビン、ペットボトル、二つに折れたキュウリ、つぶれたトマト、とっくに常温になってしまっているだろうパック入りの肉が転がり、ついでに椅子も転がっていた。


「うわあ」


　あかねは声をあげ、すぐに部屋の片かた隅すみで膝ひざをかかえて座るリョウを見つけた。この惨状の原因は、やはり彼らしい。相変わらず絵に描かいたようなドジっ子ぶりだ。


「リョウくん、聞こえる？　これ、どうしたの？」


　理由を訊きくと、彼は肩をぴくりと揺ゆらし、のろのろと顔を上げた。


「……朝食を作ろうと……思った」


　が、結局作ることなく終わったらしい。ということは人形屋敷の住人たちは朝食をとり損そこねているということだろう。時刻は十一時、もう少しでお昼になる。


「台所を片づけるから、そのままゆっくり立ってこっちに来て。ごはんを作ればいいの？」


「美言やルイスは……いつも、カップ麵」


　小ビンに足をとられて壁かべに額を軽く打ち付けたリョウはぼそぼそとそう告げ、それを聞いたあかねは小首をかしげた。確かに台所の奥に大量に積んであるが、リョウの周りに落ちていたものは間ま違ちがいなく食材だ。


　まさかこのドジっ子、食事を作ろうとしたのではないのか──前向きで大変いいことではあるがさすがに無む謀ぼうだ。あかねは眉まゆ根ねを寄せ、しょんぼりと遠ざかるリョウの背中を見送った。


　片づけのため台所に入ると、恐おそろしいことに炊すい飯はんジャーが湯気を立てている。


「……え？　これなにが入ってるんだろう。ごはん？　もしかしてごはん？」


　炊飯ジャーなのだから炊たきたてごはんが出てくるはずだが、準備をしたのがリョウという時点ですべてが怪あやしく思えてしまう。あかねは炊飯ジャーにビクビクしながら床に散らばった食材を集めて冷蔵庫に入れ、炊きあがりを知らせるメロディに大きく肩を揺らした。


　恐る恐る蓋ふたを開け──そして、白米を見て歓声をあげる。


「リョウくん、すごい！　ごはん炊けてる!!　リョウくんの炊いたごはんだ──!!」


　水の分量とボタンさえ押し間違わなければ炊けるのだが、なにせ相手があのドジっ子なのを考えるとこれはもはや奇き跡せきだった。あかねはすぐにおかずがないことに気づいてそろりと冷蔵庫の中を確かく認にんし、明めん太たい子こや昆こん布ぶ、梅干し、シジミの佃つくだ煮になどを取り出した。鮭さけフレークや海苔のりも見つけたので一いつ緒しよに運び、複数の具材を詰つめて大きなおにぎりを握りはじめる。


　なにかに熱中するときは、これが一番食べやすいのだ。


「あれ？　僕のためにわざわざごはんを作りに来てくれるなんて──あかね、意外と積極的だね。デザートは君の唇かな？」


「あ、おはよう、ルイスさん！　おにぎり食べる？」


「……おはよう。……今のは僕のセリフに反応して恥はずかしがる場面だと思うんだけど」


「ん？　なにか言った？　あ、もしかして梅干し苦手だった？」


「すっぱいのは苦手。……君は甘くておいしそうだと思ったのになあ」


　ルイス・ブランは日常的に甘い毒を吐はく。息を吸うように女子を口説くのだ。学校では隣りん席せきなので、毎日毎時間、彼の口説き文句を耳にしている。このため、彼の甘い言葉にはいい加減に慣れた。自分に向けられると少しドキッとしてしまうのが本音だが、いちいち反応してしまわないだけの耐たい性せいはできているのである。


　塩を手の上に広げ、昆布と明太子を入れておにぎりを作りぱりぱりの海苔を巻く。


「ルイスさん、食べてみて」


「ルイスだよ、ルイス」


「うう。……た、食べてみてください」


　声をかけると彼はとことこと近づいてきてあかねの手元をのぞき込んだ。特製おにぎりを見た瞬しゆん間かん、彼の眉まゆがかすかに寄せられるのが面おも白しろかった。


「これっておにぎり？　普ふ通つうもっと小さくて食べやすいものじゃないの？」


「こういうおにぎりを作る家って意外と多いよ。あ、ちょっと待ってて。お茶も淹いれるから。勝手に出しちゃってもいい？　具も、冷蔵庫から出しちゃったんだけど……」


「あかねが僕のためにしてくれるなら、どんなことでも歓かん迎げいだよ」


　そう笑って、ルイスはやかんと呼ぶよりケトルと言いたくなるステンレス容器と、急きゆう須す、さらに湯飲みを出してくれた。そして、あかねがお茶の準備をする隣となりでおにぎりにかぶりつく。


「……ん。おいしい。形は悪いのに……」


「愛情がこもってるから」


　一番シンプルで、一番体温を感じることができる料理──おにぎりは、人の手が愛情を込めて握るからおいしくなるのだと聞いたことがある。それを聞いて以来、おにぎりならどんなに不格好でもおいしいに違ちがいないと思えてくるから不思議だった。


　鼻歌を歌いながらおにぎりを握り、お湯が沸わいたら急須に入れ、残ったお湯で湯飲みを温める。そうして次々と作業を進めていくあかねに、ルイスは真しん剣けんな顔を向けた。


「愛情か……ねえ。あかねって、もしかして僕のこともっと知りたいって思ってる？」


「うん。もっと知りたい。はじめは幽ゆう霊れいかなって思ったんだけど、もしかして催さい眠みん術師？」


「え？　いや、そういう意味じゃ……」


「私だけ術にかかってルイスのことを忘れてるからみんなと話が合わないんだよね？　暗示ってどうやって解くの？　自分で解ける？」


　淹れたてのお茶を渡わたしながら尋たずねると、ルイスはぷっと噴ふき出した。


「あかねは順応力があっていいね。理り詰づめじゃない人間はトラブルに強いのかな」


「……催眠術じゃないの？」


「真相はそのうちにわかるよ。君とは長い付き合いになりそうだし」


「……長い付き合いって……」


「借金を完済するまでは美み言こととの関係は切れない。美言と切れないってことは、僕とも切れないって意味だから。だから、いっぱい仲良くしようね？」


　にっこり微笑ほほえまれてそれ以上言葉が出なかった。


　三千万円を月五千円返済で計算すると利息抜ぬきでも五百年かかる。つまり、生きているあいだに完済は不可能なのだ。もはや溜ため息いきも出ない。


　あかねは肩かたを落としながらも追加でおにぎりを一個握ってルイスに差し出し、


「美言さんってよく食べる？」


　そう尋ねた。すると、ルイスは少し首を横に傾かたむける。


「んー。わりと波がある。大学ではお昼食べないこともあるって言ってたし」


「美言さんって大学生？　自営業じゃなくて学生？　今日も家にいるのに!?」


　もっとずっと年上だと思っていたのでぎょっとした。


「美言は二十一歳で大学三年生。学校じゃほとんどしゃべらないし、一度口を開くと嫌いや味みばっかり言うし、根暗でなにを考えてるかわからない嫌な男でとおってるよ」


「さ……最悪ね」


「もともとコミュニケーション取る気ないからね。人形師としての腕うでは確かだけどそれ以外はてんでだめ。美言自身、他人を必要としてない自己完結型ってところが、とくにだめ」


　人形だらけの屋や敷しきは荒あれ放題の庭をかかえている。興味なさそうに新聞を読むのも、ひたすら工こう房ぼうにこもるのも、どうやら彼の日常であるらしい。


「不健全。……じゃあリョウくんは？　いっぱい食べる？」


「うーん。食べない」


「……食べないって、小食なの？」


「食べない」


　きっぱりと答えられ、戸と惑まどいながらもとりあえず二つ握り、人形部屋の片隅で膝をかかえて落ち込んでいるリョウを発見するとお茶とともにその脇わきにそっと置いた。


　後ろ髪がみひかれながらも再び台所に戻もどり、今度はおにぎりを三つ作って工房のドアをノックした。しかし、相変わらず返事がない。人形作りに夢中であるに違いないと判断して中を覗のぞくと、案の定、人形の頭部と向き合う美言の姿があった。


　予想通りだったのに一いつ瞬しゆんぎくりとしてしまったのは、そこにただよう独特の空気のせいだろう。一言で表現するなら淫いん靡びなのだ。まるで恋こい人びと同士の睦むつ言ごとに居合わせてしまったような後ろめたさと気き恥はずかしさを感じて頰ほおに朱しゆがのぼる。


　ぶんぶんと頭をふり、あかねはその妄もう執しゆうをふるい落とした。美言はただ人形を作っているだけなのだ。芸術家というのはきっと独特の空気を持っているに違いない。それにいちいち反応していては身がもたない。


　気を静め、足音を忍しのばせて無心に人形に向かう彼のもとへ近づいた。


　繰くり返される鼓こ動どうさえ響ひびいてしまいそうな静せい寂じやくに気き後おくれしながらも、細心の注意を払はらいながらあいた作業机におにぎりののった皿と湯飲みを置く。


　そして、彼が一息つくのを待とうと近くにある丸椅い子すに腰こしかけた。
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　手を止めて一息つく。


　石膏型モールドは以前に作られたものが置いてあった。流し込んだ液状磁器粘土スリツプはきれいに抜け、その巧こう緻ちさに知らず口元がゆるんだ。素す焼やきもまだだというのに、型を抜いたばかりだというのに、できあがるドールが鮮あざやかに思い浮うかんだ。


　世界に二つとないドール、それが再び生まれる。今度は彼自身の手によって。


　それは、脳のう髄ずいを焼くほどの快楽だった。


　ニコチンが切れると苛いら々いらするのが日常だが、こうして人形に向かっているときだけは心も体もからっぽになって、世界に溶とけたような心ここ地ちになる。


　人形師と言うけれど、彼の場合はもはや中毒だ。作り、慈いつくしみ、魂たましいの一部を移し込むように祈いのりを込める。一体作り上げると、しばらくは陶とう酔すいして現実を見失う。


　今はほんの入り口──くっと口元を歪ゆがめた美み言ことは、ふいに人の気配を感じて横を見た。


　すぐそばに、丸椅子に腰かけ、身を乗り出すようにして美言の手元を見つめるあかねの姿があった。両手を両りよう膝ひざにくっつけ肩をややすぼめているせいか、小さな体がいつもよりいっそう細く見える。


「……どうしてそこにいるんだ？」


　動どう揺ようを隠かくそうとすると声が低くなった。今日は月曜日で、時刻は──視線を上げて壁かべかけ時計を見るとまだ三時半だった。学校が終わって直行したにしても早すぎる。


　美言の問いにあかねははっとしたように体を起こした。


「美言さん、ごはんです」


　質問と答えが合っていない。指し摘てきしようとしたら、転がり出しそうなほどまるまるとしたおにぎりが三つのったお皿が差し出された。


「どうぞ。あ、お茶淹れ直してくるからちょっと待っててください」


　言うなりぱたぱたと部屋を出て行った。体が小さいからなのか、動きがいちいちちょろちょろと細かい。しかし、彼女の手でめいっぱい大きく握にぎったに違いないおにぎりは、美言の手には不思議とちょうどいいサイズだった。


「……で、なんであいつがここにいるんだ？」


　工房の水道で手を洗い、椅子に腰かけ直しておにぎりを一つ手に取る。ほおばるとなんとなく懐なつかしい味がして、その味を嚙かみしめながらカレンダーを眺ながめたところで今日が創立記念日であることに気づいた。


　どうやらあかねは貴重な休日をうらぶれた洋館で潰つぶしてしまったらしい。


　おにぎりを一つ食べ終わってからようやく空腹であることに気づいた。夕方にカップ麵めんを食べたきりだから、これが十時間ぶりの食事になる。しかし、熱中すると丸一日なにも食べないこともあるのを考えれば充じゆう分ぶん健康的だ。ずれた思考のまま二つ目を口に運ぶと再びドアが開いてあかねが戻ってきた。


「はい、どうぞ」


　お茶を淹れてまた丸椅子の上にちょこんと腰かける。なにが面おも白しろいのかしばらくそうして美み言ことを眺めたあと、携けい帯たい電でん話わの着信音にびくりと肩を揺ゆらし、慌あわててポケットをさぐってまたパタパタと部屋を出ていった。茶をすすり、三つ目のおにぎりを手にしたころ戻ってきたあかねの肩は、なぜかやや下がり気味だった。


「誰だれからだ？」


「お姉ちゃんから。前にアンティークドールを壊こわしちゃって……」


「アンティークドール？」


　問い直すとはっとしたように顔を上げた。


「あ、なんでもありません」


「アンティークドールって言ったな、今」


　じっと見つめると、言葉に詰つまったあかねは観念したようにのろのろと口を開いた。


「お姉ちゃんが大事にしてた人形を私が壊しちゃって、絶対直すって言って預かったんです。それなのに電話がかかってきて、あれはレプリカだから気にしなくていいよって……」


　どうやら姉の返答に納なつ得とくがいかないらしい。


「メーカーからの返答は？」


　アンティークドールの工房はすでになく、当然職人も他界している。しかし、模造品レプリカとなれば話は別だ。作った工房や職人がおり、修理なども受け付けてくれるだろう。輸入品となると手続きは大変だが、今は幸いインターネットが普ふ及きゆうしてメールも送れる。写真を添てん付ぷすれば状じよう況きようも比ひ較かく的伝わりやすい。しかし、美言の質問にあかねは口をぽっかりと開けたまま絶句していた。相当ひどく壊したのかと疑った直後、彼女は小さな両手をぴたりと頰にあてた。


「そうだ！　メーカーに訊きけばよかったんだ!!」


　どうやら気づいていなかったらしい。レプリカとはいえ高価なものが多い。保証書だってきちんとしたものがついているし、長期保証をつけることも可能だ。少なくとも美言の知っている工房はそうしたサービスをしている。


「でも、プレゼントしてもらったとき箱はなかったし、もらったのも結構前だし、保証書はおじいちゃんが捨てちゃったかもしれないし、工房名なんて全然知らないし……」


　青くなってぶつぶつ言っているあかねを見ているとだんだん苛々してきた。美み言ことはおにぎりをがっつき、茶で流し込んで海苔のりのへばりついた指先をドアに向けた。


「取ってこい」


「え？」


「その人形だ。取ってこい！　今！　すぐ!!」


　怒ど鳴なると、ぴやっとあかねが立ち上がる。近辺に不ふ審しん者がいることを思い出して美言は眉まゆ根ねを寄せた。昼間は安全だとは思うのだが──。


「おい。……気をつけて、いけよ」


「はい。いってきます」


　一声足すと、駆かけ出す足が嬉うれしそうに跳はねる。ほんの一瞬で気持ちを切り替えてしまったらしい。子どもは感情の起き伏ふくが激しいのかと少し面めん食くらっていると、ふわりと眼前の空気が歪んだ。歪みは密になり、厚みを増し、重力をともなって床ゆかに降り立つ。


「なんだ。あかねは壊れた人形を直したくてここに来たのか」


　まるで魔ま法ほうのように忽こつ然ぜんと姿を現したルイスは、ほんの少し残念そうにドアを見やった。


「人形を見て怯おびえるようなやつが理由もなくこんな場所まで来るか」


「ふうん。……美言って意外とあかねのことちゃんと見てるんだ？」


　指についた海苔を舌先で舐なめ取って答えた美言に、ルイスはくすりと笑った。


「でも、ちょっとがっかりだな。運命の出会いかと期待してたんだけど」


「……バカなことを」


「あれ？　気づかなかった？　僕がいつも運命を求めていることに。……残念だな。君なら理解してくれると思ってたのに」


「俺が？　なぜ？」


「君が僕を見つけてくれたから。君が僕の運命なら、いっそ話は早かったのになあ」


「違ちがってせいせいした」


「……口が減らないね、君は」


　くるりと振ふり向いたルイスはうっすらと微笑ほほえんだ。太陽はまだ天空にあるというのに月夜を連想させる冷ややかな笑えみだ。髪かみは月光をまとい、双そう眸ぼうは湖面のように冷たく冴さえる。つねに死を己おのれの横に置く、それは狂きよう者しやたちだけが浮かべる表情だった。


　ルイスが一歩近づくたびに心臓が絞しぼられるように苦しくなり、美言はそっと目を閉じた。眼まな裏うらが陰かげると眼鏡が外され、伸のばしっぱなしで放置していた前まえ髪がみがそっと搔かき上げられる。無視して目を閉じ続けていると床板が鳴き、太ももに慣れた重みを感じた。頰ほおを柔やわらかく撫なでるのはルイスの髪だろう。肌はだをかすめる吐と息いきは冷気をまとい、ほんの一いつ瞬しゆん、悪お寒かんを覚えた。


　首筋に押し当てられるのは氷の冷たさだ。


　息が詰まり、ぐるりと世界が反転するような感覚を覚えた。


「まったく、冗じよう談だんじゃない」


　切れ切れの意識で毒づくと、胸むな元もとで小さく笑う気配がした。
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　タオルにくるんだ芽め衣い子この人形を手近にあった紙かみ袋ぶくろに入れて人形屋や敷しきに戻もどると、なぜか美み言ことがぐったりとしていた。


「ど……どうかしたの？　大だい丈じよう夫ぶ？」


　問いかけると、吸いかけのタバコを灰皿で押しつぶしてじろりと睨にらまれた。美言は億おつ劫くうそうに不格好なおにぎりと湯飲みをあかねに押しつけて、代わりのように紙袋を奪うばい取った。


　タバコのにおいに身を引きつつも、あかねは困こん惑わくしておにぎりへ視線を落とす。


「あの、これは……？」


「あかねがまだ昼ご飯を食べてないことを教えてあげたら美言が握ったんだ。下手くそでしょ。美言って人形作り以外のことはなんにもできないんだよ」


　ドアの奥からひょこりと顔を覗のぞかせて、ルイスが上じよう機き嫌げんに笑う。


「うるさいぞ！　用がすんだならさっさと仕事に行け！」


「はーい。それじゃあね、あかね。夕飯までには帰ってくるから」


「う、うん。いってらっしゃい」


　ルイスが顔を引っ込め、美言がタオルでグルグル巻きにされた人形を取り出す。彼の動きを見守っているとじろりと睨まれ、慌てておにぎりに手をつける。あかねが握にぎるよりはるかに大きなおにぎりは、崩くずれることが前提なのかラップでしっかり包んであった。


「……なに笑ってるんだ」


「わ、笑ってません！　美言さん、手先が器用なのにこういうことは全然だめって……」


　おにぎりを握る姿を想像すると頰がゆるむ。彼はきっと、これ以上ないほどの仏ぶつ頂ちよう面づらで、繊せん細さいに指先を動かしながらいつもと勝手の違うごはんと格かく闘とうしたのだろう。そう思うと──。


「笑うな」


　彼の命令とは反し、どうしても笑わずにはいられなかった。








　食事を終えて食器を片づけ、古風な掛かけ時計を見てはっとする。


　もうすぐ午後四時半、バイトに入る時間だ。はじめはあれほど気味が悪かった人形屋敷は意外にも心ここ地ちのよい場所だった。だから、ゆっくりしすぎてしまったらしい。


　遅おくれることを伝えようとあかねは慌てて携けい帯たい電でん話わを取り出した。


『はい。〝ＪＯＬＩＥジヨリ　ＦＬＥＵＲフルール〟です』


　電話をかけると、聞き覚えのある声が柔らかく耳じ朶だを打った。頭の中が真っ白になり、あかねは流し台を見つめたまま肩かたを震ふるわせる。


「お姉ちゃん……？　どうしてそこにいるの？　仕事は？」


『今日はお休み。それで和かず真まさんに会いに来て、……あかねがなにか悩んでるみたいだって聞いたから』


　だからさっき電話がかかってきたのかと、ようやく合が点てんがいった。


　頻ひん繁ぱんにバイト先に顔を見せる芽め衣い子こは、和真と肩を並べ仲なか睦むつまじく商品をたたむことが多い。そんな姿を見たくなくて、あかねはあれこれと仕事を探してはそれに打ち込んだ。それが不自然に映ってしまったに違いない。


　同じ人を好きになるんじゃなかった──心底、そう思った。今は不器用に服をたたむ芽衣子は、すぐに陳ちん列れつ棚だなをきれいに整えられるようになるだろう。


　そしてそれは、きっとすぐに日常になる。


『あかね、何時くらいに来られそう？　たまには和真さんと三人で食事に行こうって……』


　聞こえてきた芽衣子の言葉にひどいめまいを覚えてあかねは目を閉じた。


「あ……あのね、ごめん。今日は、急用で行けなくなっちゃった」


『バイト休むの？　最近よく休んでない？　だめよ、そんな無責任なこと』


　責める声に携帯電話を握る指がかすかに震えた。バイトが嫌きらいなわけじゃない。食費のために働いているとはいえ、人と接すること、体を動かすことは好きだった。なによりあの空間がとても気に入っていた。


　けれど、今は苦痛でしかない。


『あかね、聞いてるの？　和真さんなにも言わないけど、あかねのこと頼たよりにしてるんだから。しっかりしてくれないと私だって──』


　めまいがひどくなる。息がうまく吸えない。よろめいて壁かべにぶつけた背の痛みさえ、ジリジリと神経を焼くような苛いら立だちの中に消えた。


『あかね……？　ねえ、もしかして人形のこと気にしてるの？　わざとじゃないってわかってるから、もういいのよ？』


　押し黙だまる妹に疑問を抱いだいたのか見けん当とう違ちがいな言葉が聞こえ、あかねはそっと目を開ける。


「ごめん。あのね、しばらく学校が忙いそがしくて、バイトに行けなくなると思う」


　真実をきれいに包み隠かくせるような噓うそを必死で探した。しかし、どんなにきれいに包み隠そうとも自分自身は誤ご魔ま化かしようがない。胸の痛みからは目をそらしようもない。


『そう……学校なら、仕方ないわね』


「店長に、伝えてね。──ごめんね、お姉ちゃん」


　あかねは慌あわただしく電話を切り、その場に座り込む。


　そして、乱れる呼吸に歯を食いしばり、目をぎゅっと閉じた。


　きっとこれから先、こういうことは頻ひん発ぱつする。いや、むしろこんなものは序の口だろう。いちいち傷ついていては身がもたない。慣れていかなければ平静が保てなくなる。


「こんなこと、くらいで」


　小さくつぶやき、のろのろと顔を上げる。〝ＪＯＬＩＥジヨリ　ＦＬＥＵＲフルール〟で見つけた自分だけの居場所が芽め衣い子こに奪われてしまう、そんな焦あせりに苦々しく笑った。あれは本来、芽衣子の場所なのだ。今はあかねがバイトとして働き大切にされているけれど──いずれは、譲ゆずらなければならない。


　それはきっと、ごく近い未来。


　あかねは深く息をつき、ようやくの思いで立ち上がる。


「ルイスさんが夕飯までには帰ってくるって言ってたっけ」


　じゃあ食事を作らなきゃ、そう考えたら逃にげ場を見つけたような気分になった。体を動かしているときはなにも考えずにすむ。それが、今はとてもありがたい。


　工こう房ぼうに顔を出すと美み言ことは芽衣子の人形を熱心に眺ながめていた。一瞬ひるんでしまったのは、たった今交かわした言葉のせいだろう。


「な、直りそう？」


　返事がないかも、そんなふうに思いながら問いかけたら意外にも美言が顔を上げた。


「腕うでは作り直しだ。手の部分のひび割れは埋うめる。これなら修理跡あとも目立たないだろう」


　そう言われてほっとし、


「修理代金はツケな」


「は……はい。よろしくお願いします」


　ですよね、と思わず項うな垂だれると小さな笑い声が聞こえてきた。


「冗談だ。このくらい無料で面めん倒どう見てやる。……食事の礼だ」


「え？　でも、食材や電気代はここ持ちで、私はおにぎり作っただけだし……」


「労働力につける対価は人それぞれに違ちがうんだよ」


「そ──それなら、夕飯も作っていってもいいですか!?」


「……なんでそういう質問の仕方になるんだ？」


　なにかおかしな点があったのかと戸と惑まどうと指先で呼ばれ、近所にあるスーパーのマスコットキャラクターが印刷されたカードを差し出された。


「プリペイドカードだ。足りないものがあれば買ってこい。人手がいるなら……」


　美言が腰こしを上げるのを見てあかねはぶんぶんと首を横にふった。


「食材は冷蔵庫の中にあるし、足りなくてもちょっと買い足せばいいだけだから！」


「そんな細ほそ腕うでで買い物袋ぶくろなんて持てるのか？」


　いかがわしいものを見るような目を向けられ、あかねはぐいっと腕を出した。


「ちゃんと筋肉ついてます。意外と力持ちなんだから」


　見た目よりは、というつもりで言ってみたら、ふうんと声をあげた美み言ことがなんの前まえ触ぶれもなくあかねの腕に触れ、ゆっくりと確かめるように肌はだの上に指を滑すべらせた。その動きは人形に触れるときのように丁てい寧ねいだ。壊こわれ物を扱あつかうように腕の形を確かめ、そっと力を込めてくる。


　少しざらついた指先から伝わるぬくもりと肌を滑るその感覚にぞわりと皮ひ膚ふが粟あわ立だった。


　人形を愛めでるように自分も愛されている──そう思った瞬しゆん間かん、あかねは身をひいて美言が触れていた部分を無意識に手でこすった。


「カード、お、お借りします」


　跳はね上がった鼓こ動どうは、きょとんとした美言を見たらさらに倍になったような気さえした。


「一次的接せつ触しよくを怖こわがるなんて子どもだな」


　なにかを察したらしい美言がにやりと口元を歪ゆがめ、それを見た瞬間、あかねは悲鳴をあげながら工房を飛び出した。


　どうやらここもあかねの逃げ場にはなってくれそうになかった。








　夕食の支し度たくをしはじめるにはいささか時間があったので、あかねは荒あれ放題の庭に出た。幽ゆう霊れい屋や敷しきと言われてしまうのは、きっとこの外観のせいに違いない。建物の中は比ひ較かく的きれいでお洒落しやれなのだから、せめてもう少し見た目をよくしようと雑草に手を伸のばした。


　雑念を払はらいたかったというのもある。


「人形代わりにされてドキドキするとか！　ありえないから……!!」


　胸中とはいえ姉に八つ当たりせずにすんだのはよかったが、美言の仕草と言葉を思い出すとあまりにいたたまれなかった。


　あかねは台所の奥から見つけたゴミ袋を広げ、雑草に隠れながらもなんとか数束を引き抜ぬく。そして、ひりひりする手を見つめ摑つかむ草の量を減らした。抜いては土を落とし、袋に入れる。その繰くり返しだ。単調な作業に夢中になっていると唐とう突とつに手元がかげった。顔を上げるとむっつりと口を引き結んだリョウがあかねの鼻っ面つらに軍手を差し出してきた。


　表情自体はいつもとあまり変わらない。それなのに、不ふ機き嫌げんであることだけははっきりとわかる。あかねは軍手とリョウを交こう互ごに見て、戸惑いながらも受け取った。


「ありがとう」


「僕は、負けない」


　意味不明な宣言のあと、彼は真しん剣けんな顔で大量の草を両手で摑んだ。男の子はすごいなあ、と感心したあかねは、すぐにその考えを取り消した。腰を落として引こうが、立ち上がって引こうがびくともしないのだ。そのうち手を滑らせて転がり、鉢はち植うえに激げき突とつして二つを大破させ、再び草を摑んで今度は放置された椅い子すにぶつかって背もたれを破は壊かいした。


　けれどもリョウはそんなことには目もくれず、果か敢かんにも草に挑いどむのである。


「ドジっ子……!!　天然ドジっ子……!!」


　あああ、とあかねは青ざめながら小さく叫さけんだ。


「リョウくん、草はこっちのほうがたぶん抜けやすいから！　それから、もっと少なめに持って、はじめの数本が抜けたらそこから範はん囲いを広げていく感じで!!」


　リョウを隣となりに座らせ、摑みやすい草の量まで指示を出す。あまり動きのない顔に不満の色を浮うかべながらもリョウは言われた通り草を手にしてはじめの一回をすんなりと抜いた。


　ちょっと驚おどろいたように、リョウが草の束を見る。


「ね？　時間はかかるけど、こっちのほうが確実だと思うの」


　告げるとリョウは顔をしかめた。どうやら不ふ愉ゆ快かいにさせてしまったらしい。


「──抜く分量は、慣れてきたら自分で調整していってもいいから」


　付け足すとリョウはあかねに背を向けて草を握にぎった。分量は少なめ、つい今しがたあかねが指示を出したのと同量だ。あかねは苦く笑しようし、その隣でまた草を抜きはじめる。


「あ、そうだ。ルイスさんってどんな仕事してるの？　シフト制？　さっき美み言ことさんに追い出されちゃったんだけど、夕食までにちゃんと帰ってこられるのかな」


「……ルイスの仕事は、人殺し。殺せるときもあるけど、失敗することもある。僕も殺されかけた。だけど……ルイスは、腕はいいけど、情に脆もろい。死にたくなるまで、待ってくれる」


「……そう……ですか……」


　なぜかえらくハードボイルドな話になって、あかねは曖あい昧まいに相づちを打った。ルイスは美言に生かすだの殺すだの言っていたが──リアルでごっこ遊びでもしているのだろうか。


「えーっと。じゃあリョウくんは？　どこの学校？」


「……高校二年生で途と切ぎれたから、今は行ってない」


　つまりは不登校。大学生の人形師がいて、高校生の犯罪者がいて、さらに不登校少年のいる屋や敷しき──あかねは得た情報を整理して首をひねる。


「美言さんやルイスさんってリョウくんの親類？」


「他人」


「それなのに一いつ緒しよに住んでるの？」


「ルイスはここにずっと住んでる。美言の祖父がここを買う前から、ずっと。僕は……捨てられたから、ここにいる」


　すべてがあかねの常識からはずれているので、そうなのかと納なつ得とくした。


　他ほかにも訊ききたいことがあったのにそのまま会話は途切れ、二人並んで草むしりに没ぼつ頭とうした。


　今の会話がおかしいことに気づいたのは家に帰り着いたあとだった。




　第三章　揺れる心
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「ルイスさんが屋敷に住んでて、それを美み言ことさんのおじいちゃんが買ったっていうのは年ねん齢れい的に変だよね？　おじいちゃんが買ったあとルイスさんが住んだならわかるけど」


　疑ぎ問もん符ふを浮かべながら隣を見ると、まるでルイスが教室の中心になってしまったように人が集まっていた。しかし、あかねには相変わらず人形屋敷で人形を壊す以前の彼への記き憶おくはない。携けい帯たい電でん話わに彼の番号が登録してあって通話記録やメールまで残っているのだが、やはりまったく身に覚えがなかった。


「催さい眠みん術でもないってなると、……なんだろう、この状じよう況きよう」


「あかね、そんな顔してると大きなお兄さんたちに目をつけられるからやめなさい！」


「バカね。大きなお兄さんはリアルに興味がないのよ」


「……大きなお兄さん……」


　艶つや子こと蘭らんの言葉を繰り返したあかねは、顔に血がのぼっていくのを感じてうつむいた。


「……ねえあかね、昨日の創立記念日、結局どうしたの？　一日中バイトしてた？　それとも別に用事ができた？　その顔なら……なにか、あったでしょ？」


　ずばり艶子に言い当てられてあかねは狼狽うろたえた。


「べ、別に、なにもなかったけど」


「噓うそをつくな！　白状しちゃいなさい！」


「本当に──ただ、人形屋敷で夕食作ったら、美言さんに褒ほめられて」


　リョウは部屋にこもってしまったが、美言とルイスは食べてくれた。ルイスは料理を褒めちぎり、意外なことに美言まで「うまい」と言葉を添そえてくれたのだ。


「美言って、人形師の彼のこと？　もさもさの」


　雑談ついでに軽く容姿を説明したら、なぜかとても不潔なイメージを抱だかれてしまったらしく、以降は話題に出すたび蘭が眉まゆをひそめるようになった。今もやっぱり眉をひそめている。


「でも、料理褒められたくらいで赤くなる？」


「……え。その。……腕うでを、ちょっと触さわられて、それ思い出したら」


「欲よく情じようしちゃったんだ」


「し、してない！」


　怪け訝げんそうな蘭の問いに一歩踏ふみ込んで答えると、艶子が実に意外そうな声を挟はさんできた。そのあまりの指し摘てきにあかねはこれ以上ないほど赤くなる。


「わ、私が好きなのは、……その、店長だし。だから……別に……」


　人形を愛めでるような奇き妙みような人に興味はない。そのはずだ。


「えー。別に、そんなの固定する必要ないよ。気になる相手がいっぱいいるって変なことでもなんでもないしー。一人が好きだから、その人以外好きになっちゃだめなんてこと全然ない。そういう感情を抑おさえ込んじゃうほうが不健全だよ。異性にドキドキするのは正常な証しよう拠こだからね！　ドキドキしないほうが大問題!!」


「好きでもない相手にドキドキするほうが問題でしょ」


「好きか嫌きらいかは関係ないよ。あ、生理的にだめってタイプは論外ね。気になる人とか、格好いい人がそばにいてなにも感じないなんて寂さびしすぎるでしょ」


「好きでもない男まで意識するなんてどうかしてるわ」


「なに言ってるのよ、蘭らん。理想の人に巡めぐり会うなんて奇き跡せきよ。ガンガン攻せめて、より少ない妥だ協きようですむような男を捕つかまえるのが幸せへの近道でしょ!!」


　異性と付き合った経験がなければ告白されたこともないせいか返答しづらい内容だ。断言する艶つや子こに蘭が溜ため息いきを返し、あかねはちょっとだけ苦笑して腕をさする。


「ボディタッチで意識しちゃうってことは、いい意味で気になるってことだよね？」


　にやっと笑った艶子を見て、蘭は呆あきれ顔のままあかねを胸に抱だき寄せた。繊せん細さいな柔やわらかさとほのかに甘い香かおりに包まれて動転した直後、細い指先に背筋をたどられ「ひゃっ」と情けなくも声をあげてしまう。


「気になるもなにも、見なさい。女は不意打ちに弱いのよ」


「蘭！　蘭ってば……!!」


「これを恋こいだというのなら、あかねは私も好きってことになるじゃない」


　肉付きだけを取るならば艶子のほうがはるかに女らしい体型だが、蘭も決して負けていない。細身だがスタイルがいいのだ。そんな彼女の胸に顔をうずめる形になって、あかねは悲鳴をあげることもできずにもがいた。


　そんなあかねに、蘭は少し意外そうな視線を向ける。


「あかねって案外胸があったのね。着き替がえのときは隠かくしてるから慎つつましいのかと思ったのだけれど」


「え？　どれどれ」


　あけすけな指摘に驚いて身じろぐと、後ろからむんずと胸を鷲わしづかみにされ、今度こそ本当に悲鳴をあげた。


「あ、ホントだ。ボリュームはないけどカップサイズはありそうな？」


「そこそこちょっと。羨うらやましいからもう少し隠れてやってくれない？」


　ちょっとだけ顔を赤らめて、咳せき払ばらいをしながらルイスがじゃれ合う三人をたしなめる。そこでようやく教室中の視線を集めていることに気づき、恥はずかしすぎて気が遠くなった。


　それから〝都つ流る木ぎあかね隠れ巨きよ乳にゆう説〟がまことしやかにささやかれ、誤解が解けるまでの数日間は、羞しゆう恥ちといたたまれなさで生きた心ここ地ちがしないほどだった。
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　バイトは週に二、三日、比ひ較かく的自由に入っていいことになっていた。


　若い女性から生の意見を聞き、ついでに仕事も手伝ってほしい。しかしバイト料はあまり出せないという〝ＪＯＬＩＥジヨリ　ＦＬＥＵＲフルール〟ならではのゆるい決めごとがあるからだ。


　店長である和かず真まの人ひと柄がらに惹ひかれてバイトに入ったあかねは、その決めごとになんの不満もなかった。それどころか、交通費の全額支給を約束してくれた彼に感謝さえしていたのだ。


　しかし、最近はバイトに行くのが辛つらい。


　芽め衣い子こが〝ＪＯＬＩＥ　ＦＬＥＵＲ〟の電話に出たときから──もう人形の修しゆう繕ぜんは必要ないと言ったあの日からずっとバイトを休んでいた。そして、ときおり心配するように芽衣子があかねの携帯電話を鳴らすようになった。


　バイトへ行っても、休んですら、姉の影かげがまとわりついてくる。


　それがとても息苦しく、一人ぽつりとアパートにいると押しつぶされそうになった。


　その結果。


「……なんでお前は人ん家ちの庭の草をむしってるんだ？」


　くわえタバコの人形師に訝いぶかしがられることになった。


「お、お疲つかれ様です。応接室と人形部屋の掃そう除じは終わりました」


　学校が終わると着替えをすませ、人形屋や敷しきに向かう。あとはひたすら掃除をし、夕方頃ごろに食事を作って美み言ことたちを呼ぶ。そんなことを数日繰くり返していたらとうとう胡う乱ろんげに睨にらまれた。


　美言は溜息のように紫し煙えんを吐はき出し、携けい帯たい灰皿に吸いかけのタバコを落とした。そして、窓を閉めてレースのカーテンを引いてスタスタと部屋の奥へと消えていった。


「……ねえねえリョウくん、今のはどういう……」


　雑草を手にしたまま問うと、あかねに背を向けたままリョウは黙もく々もくと草を引き抜ぬいていた。まるで心ここにあらずだ。不ふ審しんに思って顔を覗のぞき込み、正体が摑つかめないほどに茫ぼう洋ようとしたその表情に息を呑のむ。機械的に動く手は乱れなく、疲れなど知らないように草をむしり続ける。


「……リョウくん？」


　眼まな差ざしから生気が抜け落ち、その体内からキシキシとなにかが軋きしむ音がした。


　そこにいるのが何者なのかわからなくなり、あかねは言葉もなく立ち尽つくした。








　午後五時半になり、手元が暗くなったところであかねは草むしりを中断した。


「リョウくん、そろそろ終わろう。リョウくん？　リョウくん……？」


　声をかけてもリョウはひたすら草をむしり続けている。病的なほどだ。腕を引いてみたがそれでもやはり止まらない。


「ど、どうしちゃったんだろう」


　ゴミを片づけ、草のにおいが染しみついてしまった軍手を庭の片かた隅すみに置き、手を洗ってから工こう房ぼうのドアをノックした。しかし、返事がない。だいたいいつも返事がないのでそんなことにも慣れてしまい、しばらくドアの前でウロウロと考えてからドアノブをひねった。


「美み言ことさん、リョウくんが……」


　声をかけながら部屋の中を覗き、室内の光景に目を奪うばわれた。


　美言は白いなまめかしい腕に唇くちびるを寄せていた。精せい巧こうな腕はやや骨張っており、しかし、男性のものというには繊細すぎる。そこには男としての成育を迎むかえる手前、少年の伸のびやかなみずみずしさが表現されていた。


　触ふれる指先は繊細で優やさしく、少しざらつき、とても熱い。皮ひ膚ふをたどれば内から蕩とろけ、あっという間に崩くずれてしまうに違ちがいない。唇が触れたなら、情念は炎ほのおとなって甘い芳ほう香こうとともに立ちのぼる──そんな幻げん視しが一いつ瞬しゆんで広がった。


　美言が腕の角度を変える。それを見てわれに返ったあかねは赤くなって歯は嚙がみした。


　いつ見ても美言が人形を作る姿はなまめかしい。しかも本人がまったく無自覚というのだからたちが悪い。恋こい人びとを見つめるように、その肌はだに愛あい撫ぶするように、彼の指が人形に触れる。そのさまはひどく扇せん情じよう的で見る者の心を搔かき乱すのだ。


「な……なんであの人あんなにエロ臭くさく人形作るの……!?」


　バクバクする心臓をなだめるためにあかねはドアから離はなれ、深呼吸したところで台所から出てくるルイスに気づく。


「どうしたの？　美言に用事？　今は湯ゆ山やまのドールを作ってるから、声届かないかも」


　一瞬誰だれのことかと考えて、やや間をあけて思い出した。あかねが三千万円の誓せい約やく書に真っ青になっていたとき、目の前で五百万円をポンと支し払はらった女性だ。


「男の子の人形だったんだ」


　少女姿のアンティークドールをたくさん見たせいか、人形と言えば少女というイメージが強かった。しかし考えてみると、ここ最近美言が作っていたのは少女らしい柔らかさとは無む縁えんの肢し体たいである。


「服は既き製せい品ひんを使うだろうなあ。美言、ちょっとほっとしてるかも」


「もしかして、普ふ段だんは美言さんが自分で作るの？」


「人形はボディだけじゃなくて、服や小物、場合によっては家具なんかも作品の一部になるから、いろんな職人と連れん携けいを取ることも多い。でも、簡単なものなら自分で作るみたいだね」


　針も糸も持ち慣れていないだろう美言がちまちま指を動かし、あるいは編み棒を持って人形のために服を編む──その姿を思い描えがいてあかねは噴ふき出した。似合わない。しかし、なんだかちょっと可愛かわいい気がする。


「……そんなに面おも白しろい？」


　どこか不思議そうに尋たずねられ、あかねは首を横にふった。


「ううん。ごめん。……あ、そうだ。リョウくんがね、草むしりをやめなくて」


「草むしりって、庭の？」


「うん。一いつ緒しよに取ってくれてたんだけど、途と中ちゆうから夢中になったまま止まらないの」


　状じよう況きようを簡潔に説明すると、ルイスは小首をかしげて「壊こわれたのかな？」とつぶやいた。


「でも、体が壊れても心は平気なはずなんだけどな。……やっぱりあっちかなあ」


「あっち？」


「今、美み言ことが作ってるドール」


「今作ってるって……それ、湯ゆ山やまさんの人形のこと？」


「リョウにとっては忌いまわしいものだろうからね。でも、困ったなあ。同じ人間は二人同時には存在できないのに……美言はどうするつもりなんだろう」


　ルイスが口をつぐむ。その直後、唐とう突とつにドアが開き、あかねは飛び上がるほど驚おどろいて工房を見た。すると、不ふ機き嫌げんそうな顔をした美言が髪かみの隙すき間まからじろりとあかねを睨みつけた。


「ご、ごめんなさい。うるさかった？　……です、よね」


　仕事中の美言はいつも驚くほど集中していてあかねが声をかけたくらいでは正気に戻もどらない。しかし、彼は今ここに顔を出している。つまり集中力が途と切ぎれたということだ。それほどうるさくしてしまったのかと狼狽うろたえると面めん倒どくさそうな溜ため息いきが返ってきた。


　美言は工房に引っ込み、次に籐とうで編まれたバスケットを手に戻ってきた。コットン生き地じで可愛らしく飾かざられたバスケットの中には、芽め衣い子この人形が布製の花とともに丁てい寧ねいに納められていた。どうやらその花はクッションの役目もしているらしい。思わぬ心こころ遣づかいに驚いていると、


「早めに持って行ってやれ」


　そっけなくそう告げてくるりと背を向けた。


「……その花は美言が作ったやつだね。ほら、形がばらばらだ」


　あかねの手元をのぞき込み、ルイスが肩かたをすくめた。芽衣子の人形の肌はくすんでいたはずだ。髪はまとまりがなく、少し荒あれていたように思う。それなのに、今手元にある人形はそんな過去など忘れたように笑えみを浮うかべてまっすぐあかねを見つめ返してきた。


　胸の奥が、少しだけもやもやした。
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　ふわりと空くうを搔かき分けてルイスは青白い月の下へと降り立った。


　月の美しい夜は体が軽い。最近楽しいものを見つけ、よけいにそう感じるのかもしれない。


「面白いな、あの子」


　面白いというより変わっていると表現したほうが正しいのかもしれない。外見はいたって平へい凡ぼんだ。小さくてちまちま動き、ときどきふっと視界から消えては前まえ触ぶれなく現れる。人形屋敷の住人たちはわりとのんびり動くので、彼女の動きに慣れるまで少し時間がかかった。


　めまぐるしく変化する表情も、なんだかとても新しん鮮せんだった。


「……ああ、美み言ことは表情が読みにくいし、リョウは表情出すのが下手だったから」


　あかねに興味を持ったのは、ルイスが身を置く環かん境きようゆえだったのかもしれない。しかし、なにより興味を持ったのはあの順応力だ。誰もが混乱して取り乱した状況に、彼女はほんの数日で慣れてしまった。今でもときおり不安そうな顔を見せるが、歪ゆがんだ現実と自分の中の真実とを見事にすり合わせてしまった。


「本当、理り詰づめじゃない子は強いなあ。いじめたくなっちゃうじゃないか」


　くすりと笑って目を細める。


　人形は、保護と防犯の目的でケースに入れるよう何度も言われていた。けれどもルイスはかたくなにそれを拒こばみ、思い出の詰つまった部屋を人形で埋うめた。泥どろ棒ぼうに何度か入られたことがあったが、人形たちはすべてルイスと繫がっていたからすぐに犯人を突つき止めて、彼らが人形を奪ったように、彼らの存在を人々の記き憶おくの中から奪ってみせた。


　結果は、なかなか愉ゆ快かいなものだった。


　家族も友人も住む場所も、その存在さえも奪われた者たちは、自分という人間が確かにいたのだと周りの者に切々と語った。しかし、結果は惨さん憺たんたるものだった。気でもふれたのかと避さけられるならまだいい。中には愛する家族に拒きよ絶ぜつされ、警察に通報された者もいた。精神障害と判断された者もいる。自分が狂くるっているのだと思い込み、自殺を図はかった者さえいた。


　ルイスはそれらをただ傍ぼう観かんし続けた。


　あかねのときもそうするつもりだった。大切な人形を壊されたのだ。たとえ不ふ可か抗こう力りよくだとしても見み逃のがすつもりはなかった。ただ、彼女が学生であったことと壊れた人形を大切に持っていたことが引っかかり、少しだけ手法を変えた。


　いつもならターゲットの存在を抹まつ消しようするところを、今回だけはターゲットの生活圏けんに自分という不ふ穏おん分子を加えてみたのだ。見知らぬ知人に警けい戒かいを抱だいた彼女は、ルイスとかかわらないよう極力距きよ離りをとり、怯おびえて暮らすと思っていた。


　しかし、蓋ふたを開ければまるで逆で、彼女自身がルイスの生活に干かん渉しようをしはじめたのである。


　完全に想定外のできごとだった。


　だから少し、都つ流る木ぎあかねという少女に興味を持ってしまった。


「人形たちもきれいにしてもらったし。いや、別にそれで壊したことがチャラになったりはしないけど……大切に、扱あつかってくれたしなあ。……うう、なんかすっきりしない。なんだろう、このもやもやは。結局僕は、怒いかりをどこかで発散させたかっただけなのか……？」


　己おのれを分ぶん析せきし、小さくうなる。とくに大切な人形は避ひ難なんさせたからこれ以上の被ひ害がいはないだろう。他ほかの人形こたちと離ればなれにするのは忍しのびないが、今は保護が第一と割り切った。


　しかし、それ以外にもなにか引っかかる。


「ネックはやっぱりあかねなのかな。あの子、どうしようかなあ」


　思案しながら凝ぎよう縮しゆくした闇やみを見つめる。地に縫ぬい留められたそれは、ルイスの存在を拒絶するように体全体を震ふるわせた。


「……どういうこと？　今さら拒きよ否ひするなんて。交こう渉しようは成立したはずだけど」


　握にぎりしめた手に、ふいにずっしりと重みが加わる。辺りに花の香かおりがただよい、月光が鋭するどさを増す。慣れた感覚に目を細め、ルイスはゆるりと屋根を蹴けった。


　大おお鎌がまを持つその姿は、果たして人々になんと呼ばれるのがふさわしいだろうか。


　月の光も届かない場所に降りたって、彼は冷ややかな笑みを口元に貼はり付け大鎌を振ふり上げた。


　辺り一面、死の花が舞まい上がった。
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　バスケットに入ったままの人形をしばし見つめ、あかねはぐっと眉まゆ根ねを寄せる。


　芽め衣い子こは頻ひん繁ぱんにバイト先に行っているのだから持っていけばすんなりと手て渡わたすことができる。たとえいなかったとしても、和かず真まに渡してくれるよう頼たのめば喜んで引き受けてくれるだろう。問題は〝ＪＯＬＩＥジヨリ　ＦＬＥＵＲフルール〟で芽衣子と会い、ともにバイトに入ってしまったときだ。


　仲なか睦むつまじい二人の姿を思い浮かべるだけで鼻の奥がつんとして、あかねは慌あわてて人形から視線をそらし、駅に向かった。


　金銭的にゆとりがあるわけではないが、いつもとは違う路線に乗るため切きつ符ぷを買う。


　そして、電車を乗り継つぎバスを使って懐なつかしい実家へとたどり着いた。


「え……直ったの!?　本当に……!?」


　意外にも芽衣子は家にいて、バスケットを渡すと声を震わせた。安あん堵どと気まずさに曖あい昧まいな態度を取るあかねには気づかず、彼女は人形をそっと抱だきしめた。


「お帰り、ロザンナ」


　芽衣子は涙なみだをにじませてささやく。直らなくてもいいと言ったのは本心ではなく、あかねに配はい慮りよしての一言だったのだろう。


「わざわざありがとう、あかね」


「ううん。私こそ……遅おそくなって、ごめんなさい」


　謝罪の言葉の直後、勢いよく居間のドアが開いた。あかねと芽衣子は同時に振り返って顔を引きつらせる。息を弾はずませ、友とも樹きが部屋に飛び込んできたのだ。


「お帰り、あかね！　朝ぶり、芽衣子!!　お兄ちゃんに会えなくて寂さびしかっただろ？　ああ、肩がちょっと細くなったような……可か哀わい想そうに。今日はお兄ちゃんがご馳ち走そうを……」


　ばっと両手を広げ、あかねと芽衣子を同時に抱きしめて友樹が熱く訴うつたえてくる。依い然ぜんとして暑苦しさを振りまく兄にあかねの表情が険しくなった。


「お兄ちゃん、仕事は？」


　芽衣子の休みは不定期だから家にいてもおかしくないのだが、ごく普ふ通つうのサラリーマンである友樹が家にいる時間帯ではない。スーツを着ているなら確実に仕事中のはず──あかねが鋭く問うと、友樹はうっと声をあげた。


「そ、外回りの営業で、ちょっと立ち寄って……そんなことより、夕食を」


「帰る。やりたいことあるし」


「ええ!?　あかね、ちょっと冷たいんじゃないか!?　わ、わかった！　メール送るから、返信をくれ。最後に〝お兄ちゃん大好き〟って入れてくれたらとても嬉うれしい」


　ぱあっと笑顔を輝かがやかせて請せい求きゆうする友樹は、和真と芽衣子の関係を知ったら仁に王おう様のような顔になるに違ちがいない。昔はごくごく普通の〝優やさしいお兄ちゃん〟だったのに、最近ではすっかり〝シスコン〟と呼ばれる部類になってしまった。


　あかねは生返事を残して家を飛び出し、逃にげるように駅へ向かった。


　鮮あざやかな色しき彩さいが飛び込んできたのは、駅にある雑貨屋の前を通ったときのことだった。


　思わず足を止めると、


「その手のヘアクリップは人気だよ。使いやすいからね」


　商品棚だなを整える女性に唐とう突とつに声をかけられた。伸のびかけた手を一度引き、黒地に赤の着物の柄がらを抜ぬき取ったような華はなやかなヘアクリップをまじまじと眺ながめてから手に取る。そして、一目で気に入った柄のものを購こう入にゆうし、一直線に人形屋や敷しきに向かった。


「美み言ことさん。姉が、人形すごく喜んでくれました」


　ノックもそこそこ工こう房ぼうのドアを開けるのと、美言がタバコの火を消すのはほぼ同時だった。


「ああ。よかったな」


　あかねは、灰皿を押しのけながらそっけなく返す美言に目を瞬またたいた。


　はじめて工房を見たとき、タバコはフィルター近くまで吸ってあった。けれど今は、まだ充じゆう分ぶんに吸えるはずのものを消してしまったのだ。


「美言さん、禁きん煙えん中ですか？」


「禁煙っていうのは吸わないようにしてるってことだ。禁煙してるように見えるか？」


　見えなかったが、なんとなく問いづらい雰ふん囲い気きだったので仕方なく用件を口にした。


「借りてたバスケット、買い取りできますか？　持ち運びできる入れ物があると便利かなって思って……そのまま家に、置いてきてしまって」


「あれはサービスだ。代金はいい」


　財布を取り出そうとしたら、やはりそっけなく返ってきた。どう見ても新品のバスケットに、どう見ても手作りの花を敷しき詰めて、それをサービスだと言い切る。手間も暇ひまもかかっているだろうに、そんなことはこれっぽっちも表に出さない。それが彼なりの優しさなのだと気づいたら、素す直なおに謝意が言葉になった。


　すると彼は「礼はいらない」と突っぱねるのだ。


「それより、なにを持ってるんだ？」


　問いかけられてあかねは自分の手元を見た。


「あ、これ、ヘアクリップ。美言さん、前まえ髪がみが邪じや魔まそうだったから」


「……別に邪魔じゃない」


「目が悪くなります」


「もう悪い」


「と……とにかく！　使ってください!!」


　表情がわからないから怖こわい、という感覚はなくなったが目に悪いことは確かだ。紙かみ袋ぶくろからヘアクリップを取り出して差し出すと、彼は不承不承に受け取って不器用に髪かみに挿さし込んだ。


　ぷらりとヘアクリップが揺ゆれる。


「……そうじゃないです」


　あかねは小さく息をついてクリップを取った。視点が高いので彼のつむじが間近に見える。反射的に押さえると下から低い怒ど声せいが飛んできた。


「なにしてるんだ？」


「え。ちょっと、押さえてみたいつむじだったから」


　言い訳も忘れて素直に答え、呆あきれる彼の髪に触ふれた。ふわふわのクセっ毛は思った通り柔やわらかく、その手て触ざわりのよさに感心しながら前髪をヘアクリップで留めた。


　どこか痛い場所はないか質問して一歩離はなれる。


「ほら、こうすると──……っ!?」


　あかねはそこで言葉を失った。ときどき髪のあいだから見え隠かくれしていたから目つきが悪いのは想像がついた。鼻の高さや唇くちびる、顎あごのラインから見ても、わりと整った容よう貌ぼうであるとは思っていた。しかしまさか、目つきの悪い美形が出てくるとは思わなかったのだ。


「……なんだ？」


　目元があらわになったせいか迫はく力りよくも二割増しだ。あかねはそろりと一歩後退した。


「ヘアクリップ、すごく似合います!!　それ美み言ことさんにプレゼントします──!!」


　怖くて心臓がバクバクしているのか、あるいは思わぬ美形に緊きん張ちようしてしまったのか、あかねはそう叫さけぶなり部屋を飛び出した。




　第四章　同棲生活、はじめました。




　　　　　[image: ]





　あかねがプレゼントしたヘアクリップを気に入ったのか、美言は頻繁に前髪を上げるようになった。目のためにはいいことだ。しかし、ルイスで多少は鍛きたえられたとはいえ、美形耐たい性せいがあまりないので目のやり場に困る。それを学校で口にしようものなら、艶つや子こからは応おう援えんされ、蘭らんからは心配される始末──。


　どちらからも、結果として現状を意識せざるを得ない返答が飛んでくる。ただし、姉の恋こい人びとに横よこ恋れん慕ぼするよりいいという意味で、どちらもそれなりに認めてくれているようだった。


　もちろん、周りに応援されてその気になるほど単純ではない。


　バイトに出ない日が続き、家にいると寂しくてたまらないので人形屋敷に行き、なぜかリョウに警けい戒かいされつつべったり貼はり付かれながら庭の草むしりをし、夕方になったら食事を作り、たまにかかってくる芽め衣い子こからの電話に落ち込むという日々を送っていた。


　そして、親からの仕送りとバイト代が入った翌日、金曜日の夜。


「お……折り入ってお話が。今月の支し払はらいは延期してもらえないでしょうか」


　人形屋敷の応接室で、あかねは美み言ことにそう切り出していた。


「……返済はいつからスタートする予定だった？」


「今月からです」


「金額は？」


「五千円です」


「……で、支払いは？」


「できれば来月から……」


「ふざけてるのか、お前。初回すらまともにこなせないっていうのはなんの冗じよう談だんだ？　あ？」


　すごまれてあかねは肩かたをすぼめた。


「き……金額の見直しをお願いします……!!」


「今のが限界、最安値だ！　仕送りがあるならそっちを返済に回せ！」


「家賃が支払えなくなります」


「だったらバイト代をよこせ！」


「食費がなくなります」


「ちっ。これ以上チビになったら視界に入らんか」


　なんだかひどいことを言われたが、反論できる状態ではなかったのでぐっと我が慢まんした。


「ったく、踏ふみ倒たおす気か」


「そ、そんなことない！　ちゃんと返します!!」


「どうやって？」


「つ、月々五千円を支払って、ゆとりがあったら繰くり上げ返済を」


「その月々五千円がすでに返せてないんだろうが！」


　怒ど鳴なられて、返す言葉もなく項うな垂だれる。こんなときにルイスがいてくれたら助け船を出してくれそうなのだが、あいにくと彼は〝仕事〟に行って不在で、リョウはなぜだかひどく気落ちして部屋に引きこもってしまっていた。


　あかねは居い心ごこ地ち悪く、黙だまり込んでしまった美言の顔をそろりとうかがい見た。


「……お前、立りつ花かの学生だったな？　アパートがここから一駅ならそこ引き払はらってここに住め。一間貸してやるから家賃を返済に回せ。ここの家賃は家事で帳消しにしてやる」


「え……ええ!?　どうしてそうなるんですか!?」


「お前に返す気がないからだ。踏み倒さないって言うならそのくらい根こん性じよう見せろ！」


「横暴です！」


「……横暴だと？」


　低く問いかけられて言葉に詰つまった。眼光が鋭するどいから、見つめられると小動物になったように動けなくなってしまうのだ。しかし、ここで逃にげるわけにはいかない。


「お、男の人と、一つ屋根の下なんて……なにかあったら……ど、どうするんですか!?」


　別に、学校での会話を意識したわけではない。美み言ことを異性として意識したわけでも、いまだ正体不明のクラスメイトを警戒したわけでも、やけに敵てき愾がい心しんを向けてくる不登校少年を思い浮うかべたわけでも、決してない。世間一いつ般ぱん的な、常識を口にしたのだ。


　真っ赤になるあかねを静かに見つめてから、美言は鼻で笑って冷れい徹てつに口を開いた。


「安心しろ、ガキに興味はない。そんな言い訳で借金踏み倒せると思うなよ」


　一刀両断だ。しかも、あかねの言葉を言い逃のがれと解かい釈しやくしたらしい。いくら小こ柄がらでもあかねは思春期真っ盛りだ。さすがに無ぶ遠えん慮りよすぎる。


「ふ、踏み倒す気はないって言ってるでしょ」


「じゃあどうやって支払う気だ？　あてはあるのか？　適当なこと言うなよ？」


「適当なことなんて──もういい、わかった！　ここに住んでさっさと借金返してやる!!」


「──よし、よく言った」


　怒鳴った直後、美言が軽く膝ひざを打った。


　こうしてすべては滞とどこおりなく、美言の言葉通りに進んでいった。








　翌朝、アパートに嵐あらしがやってきた。


「いつまで寝ねてるんだ、お前は」


　激しく呼び鈴りんが鳴らされて寝ぼけ眼まなこでドアを開けると仁に王おう立だちした美言がいた。ああ夢か、寝る直前まで彼のことを考えていたから目を覚ましても見えるのか、そう納なつ得とくしていたら引っ越こし業者のお兄さんとお姉さんが押しかけてきて、部屋にあった必要最低限ながらも大切な荷物をすべて箱はこ詰づめにして持ち去ってしまった。


「ベッドはあるから布ふ団とんは専用のものを買い直したほうがいいな。アンティークだが一通りの家具もあるし、食器は持っていたものを使うのも、屋や敷しきにあるのを使うのも好きにしろ」


「……あの、美言さん……」


　部屋着用のシャツとパンツをはいたまま呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていたあかねは、部屋の中がからっぽになってからようやく美言を見た。


「これは、どういうことですか？」


「しっかりしろ。昨日の話も忘れたのか？　それともまだ寝ぼけてるのか？」


「……いえ。わりとちゃんと目を覚ましました」


　わからないのはここに美言がいる現実と、運ばれた荷物の行方ゆくえだ。まさかもしやとようやく青ざめると、あかねが愛用している携けい帯たい電でん話わを差し出された。


「家に電話しろ」


「家？」


「両親だ」


「い、今まさに犯罪に巻き込まれてるみたいですって!?」


「やっぱり寝ぼけてるんじゃないか」


　冷ややかに見おろされてあかねは口をつぐんだ。昨晩、アパートに帰り着いたあかねは、売り言葉に買い言葉だった大人げない自分を猛もう省せいし、平和的借金返済方法を模も索さくする気でいた。ゆえにかなり本気の発言だったのだが、当然彼には通じなかった。


「セキュリティのしっかりしてる住居を見つけたから引っ越しすることになった、場所はあとで連れん絡らくするから書類を作ってほしい、だ。いいか。間ま違ちがえるなよ？　家賃は従来通り、安心安全な新居への引っ越しだからな！」


「鍵かぎなしで誰だれでも入れて近所では幽ゆう霊れい屋や敷しきって呼ばれてるお家うちなのに」


「黙れ」


　前まえ髪がみを上げるようになって俄が然ぜん男前になった彼に睨にらまれ、あかねはしょぼしょぼと携帯電話を握にぎった。言われた通りに電話をし、やっぱり現状を伝え直そうと思ったらすかさず電源を落とされた。


　ふと彼の視線が落ちたのを見て、あかねはそこでようやく自分が寝ね起おきのとても無防備な姿をしていることを思い出し、ぎゅっとシャツの胸むな元もとを押さえた。


　一歩後退して。


「し、視し姦かんー!!」


「俺の選せん択たく肢しを奪うばうな」


　イラっとしたのが伝わってくる口調にあかねはちょっと赤くなる。


「だいたい、こんなチビに欲よく情じようするはずないだろ。ほら、まるっきり子どもじゃ……」


　身長差はゆうに三十センチ──呆あきれ声で告げた美み言ことに軽々と抱だき上げられ、あかねは悲鳴とともに彼の首にしがみついた。


「た、高いのだめ！　美言さん！　高いのはだめ!!」


　背筋がひやりとする。どんなに高さがあっても足場がしっかりしていれば平気だが、不安定だと急に怖こわくなる。それがどれほど安全だとわかっていてもだめなのだ。しがみついたままじたばた暴れていると剝はぐようにして下ろされ、次いで着ていたシャツを脱ぬいであかねの肩にのせ、美言はくるりと踵きびすを返した。


「美言さん……？」


「布団買いに行くぞ」


　言うなりスタスタと遠ざかっていく。慌あわてて追いかけるが歩ほ幅はばが合わなくて小走りになり、息を弾はずませながらもついていくと急に歩調が緩ゆるやかになった。


　不思議に思いながらも視線を上げ、不ふ機き嫌げんそうな顔を見る。


　なにかあったのだろうかと疑ぎ問もん符ふを浮かべていると舌打ちが聞こえ、結局あかねはなにも尋たずねることができなくてパタパタと大きな背を追いかけた。








　デパートに行ったらまず一番に服売り場に連れて行かれた。


　いわく、部屋着でうろちょろするな、ということらしい。部屋に押しかけて家財道具の一いつ切さいを運ばせた美み言ことは、支し払はらいをスマートにカードですませてしまった。


　そのまま布団売り場に行くと「若いお父さんですね」と声をかけられ、あかねには小学生が好みそうな可愛かわいらしいプリント柄がらの布団セットがすすめられた。当然購こう入にゆうは控ひかえ、落ち着いた雰ふん囲い気きのセットを選んだ。布団は配達に回され、次に自転車の販はん売ばい店に向かった。


「徒歩通学は厳しいからな。自転車通学の許可書はあとで出してもらえばいい。いいか、寄り道せずまっすぐ帰ってこい。誰かに声かけられても無視しろ。相手が男だったら絶対無視だ」


「でも、道に迷ってる人がいるかもしれないし」


「迷ってても無視しろ！　あんなところで道に迷うのはろくでもない男だけだ!!」


「わ……、わかりました。あの、でも、自転車の代金を払ってもらうのは申し訳な……」


「安心しろ。全部ツケだ」


「……ありがとうございます」


　きっぱり断言されると断る理由もなくなった。あかねは乗りやすそうな一台を選び、美言が会計をすませると自転車とともに帰路についた。


　辺りを気にする美言に疑問符を浮かべながらも人形屋敷に着き、はたと現実に立ち戻もどる。


「あ、あの、美言さん、同居というのは問題があると思うんですが」


「……やっぱり踏ふみ倒たおす気か？」


「違ちがいます」


　今の状じよう況きようでは誠意の欠片かけらもないことに気づき、あかねはもごもごと返す。同居に対しての不安をどう伝えればいいのか思案していると玄関のドアを開けてルイスが駆かけ寄ってきた。


「あかね、本当にここに住むの？　君が僕のためだけにキッチンに立つ日も近いってことかな。君に溺おぼれてしまわないように、僕は忍にん耐たいを強しいられるわけだ？」


「美言さん、おいとましていいですか？」


「いい加減にあきらめろ。ルイス、寝ね言ごともその辺にしておかないと縛しばるぞ」


「朝っぱらから過激だね。それは拘こう束そくプレイとかいう……」


　そこまで言ったルイスは、美言にじろりと睨まれて口を閉じた。一つ咳せき払ばらいし、


「あかねの部屋は二階の奥から二番目だよ。案内してあげる」


　止める間もなく腕うでをつかんでぐいぐい引き寄せた。ほとんど引きずられるようにして建物の中に入ったあかねは、そのままゆるやかなカーブを描えがく螺ら旋せん階段へと誘いざなわれる。


「二階は全部私室。手前から、リョウ、僕、美言、それからあかねの部屋になる」


「一番奥の部屋には入るなよ」


　階下から美み言ことの声がした。基本的な造りは一階とまったく同じで、古い家具や照明が配されているためか、まるで異国に迷い込んでしまったかのような錯さつ覚かくを抱かせた。


「ルイスさん。私、本当にここに住むつもりは……」


「ルイス、だよ。あかね、ここまで踏み込んでおいて、今さら逃にげられるとでも？」


　声こわ色いろが変わった、そう思ったときにはルイスは古風な鍵を持ち、それを奥から二つ目にあるドアの鍵穴に差し込んでいた。


「はい、これがあかねの部屋の鍵」


　それ一本でアンティークと表現しても差し支つかえないような鍵を渡わたされ、あかねはその重みとルイスの変容に戸と惑まどった。冷たい空気をまとった直後、まるですべてを覆くつがえすように明るい笑えみを浮うかべる。それがあまりに不自然で体に力が入る。


　しかし、大きくドアが開かれた瞬しゆん間かん、眼前の光景に目を奪われた。


　部屋の中央には細やかな模様が編み込まれた赤い絨じゆう毯たんがしかれ、ガラス製のテーブルと少し色落ちした布が張られたソファーがあった。可愛らしいタンスやそろいのクローゼットもある。しかも、部屋の奥に準備されているのは天てん蓋がい付きのベッドなのだ。


　ずるずると腕を引かれて部屋に入り、あかねは真っ青になった。予想以上に派手だ。


「む、無理無理！　こんなところ住めない……!!」


「どこの部屋も同じような造りで同じような家具が置いてあるよ」


「こんな部屋落ち着いて休めない！　それに、隣となりが美言さんの部屋って……!!」


「ああ、美言の隣が嫌いやなの？　じゃあ僕の部屋に来る？　ベッドサイズはここと一いつ緒しよでセミダブル。あかねは小こ柄がらだから抱だきしめて寝ねたら気持ちよさそうだね。おはようのキスは君からする？　それとも僕からのほうがいいかな」


「違うー!!」


「遠えん慮りよしなくていいよ。人の肌はだって気持ちいいから好きなんだ。それに、僕の部屋はここより家具が充じゆう実じつしてるから、君もきっと気に入ってくれると思う。荷物は僕の部屋に運ぼうね」


　真しん剣けんな顔で詰つめ寄られ、あかねは後ずさりながら首を横にふった。


「こ、この部屋で充分です！　この部屋に運んでください!!」


「そ？　この部屋でいいんだ。よかった」


　にっこり微笑ほほえまれ、あかねははっと口を閉じた。アパートに帰りたいと言うつもりが、ほんの数分でこの部屋でいいという結論になっている。


「男所帯でむさ苦しかったんだ。女の子がいると華はなやかになっていいよね。それに、僕はあかねに興味があるんだ」


　ストレートに言われたあかねはぽかんとルイスを見つめ、すぐにすすっと距きよ離りを置いた。


「や、やっぱり家に帰る」


「あかね、アパートでなにかにサインしなかった？」


　問われてちょっと考える。狭せまいアパートの一室を運送会社のお兄さんやお姉さんが忙いそがしく動き回る、そんな慌ただしさに圧あつ倒とうされて、美み言ことになにか言われてもちゃんと頭に入ってこなかった。なにか書類を見せられた気もするがよく思い出せない。


「か……書いたかもしれない」


「それ、アパートの解約同意書だと思う。今ごろ不動産屋に送られてるよ」


「そんな……!!」


「あかねのアパートって立りつ花かの生徒用に企き業ぎようグループが格安で斡あつ旋せんしてるやつだよね？　だったら美言が電話を入れて、もう入居者も決まってるんじゃないかな」


　思案げにルイスがつぶやく。その口元がかすかに笑みの形に歪ゆがんでいることにも気づかずにあかねは青ざめた。学校や駅からあれほど近い場所で同じ金額のアパートを探すのはまず不可能だろう。そのくらいの想像は容易についた。


「どうしよう……!!」


「だから、あかねはここに住むしかないんだって。大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、美言は人形にしか興味がないし、僕は……まあ僕のことは横に置いて、リョウは生体に興味がないから」


「生体に興味がないってどういう意味？　っていうかルイスさんは──」


「ルイス」


「う。ル、ルイスは、どうして除外するの？」


「だから、僕はあかねに興味があるんだって。君のこと、個人的にもっとよく知りたいな」


　爽さわやかな笑顔で言われてあかねはますます青くなった。今までとくに積極的にかかわろうとしなかった彼が、どうして急にこれほど情熱的になるのかわからない。


　もとより彼の存在自体が謎なぞすぎる。


「ル、ルイスは……いつから学校にいるの？　私の隣の席にいたのって本当は誰だれ？」


「なに言ってるんだ、あかね。僕はずっとあかねの隣にいたじゃないか。とても仲がよくて、恋こい人びと同士だって勘かん違ちがいしてるやつもいるのに」


　当然とばかりに返答されて違い和わ感かんが増す。その基本的な情報が、そもそもおかしかった。彼はいつも友人たちに囲まれて、あかねと話すことさえしなかったのだ。周りはあかねとルイスが喧けん嘩かしたのではと心配してはいるが、過去のあかねが、あの人ひと垣がきをかき分けて会話に参加していたとは思えない。


　話さえしていないのに、喧嘩できるわけがない。


「が、学校では話しかけてもこないくせに！」


「──あれ？　寂さびしかったの？」


　くすりと笑われ、伝え方がまずかったことに気づく。


「でも、僕はずっと君を見てたよ。君が次にどんな反応をするか、どう動くか、気になって仕方がなかった。僕が君の生活に入り込んだつもりでいたけど、実際には君が僕の生活に入り込んできた。そんな人間ははじめてだった。だからますます興味を持った」


　細められた双そう眸ぼうは虚きよが宿るようにからっぽで、あかねは無意識に足を引いていた。話の趣しゆ旨しはまるで摑つかめない。それなのに、腹の底から冷えていくようで警けい戒かい心しんが揺ゆさぶられる。


「適度な距離ってものを楽しもうとも思ったけど美み言ことが動いちゃったんだ。まったく迷めい惑わくな男だよね。家が金持ちのくせに金にうるさいんだから」


　ルイスは優ゆう雅がに肩かたをすくめながら足を一歩踏み出し、あかねは反射的に足を引いた。直後、背中全体に衝しよう撃げきを覚えて息を呑のむ。壁かべに追い詰められたと気づいたときには目の前にルイスの体があり、頰ほおを両手で挟はさまれてゆっくりと上向きにさせられた。


　透すき通るような鮮あざやかな青──その奥にひそむ闇やみに落ちていきそうな感覚。
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「君のすべてを暴あばいてみたくなったんだ」


　長く繊せん細さいな指先が、触ふれるか触れないか、ぎりぎりの位置で唇くちびるをたどる。


「ねえ、あかね。僕を呼んで？　深く深く、魂たましいの底に届くほど深く──僕だけを」


　顔がゆるりと近づいてくる。逃げなければ、頭の片かた隅すみでそう思って両手に力を込めルイスの体を押し戻そうと苦心していると、そんなあかねに気づいたのか彼はくすりと笑った。


「抵てい抗こうされるのも悪くないね」


　あかねはとっさに目を閉じた。直後、ルイスの口づけが目元に落ち、笑う気配とともにさらに下へとずれていく。


「や……っ」


　どんなに懸けん命めいに押しのけようとしてもルイスの体はびくともしない。これほど力の差があったのかと愕がく然ぜんとし、声を出そうとしてそれにも失敗する。喉のどの奥が締しめ付けられるような感覚があり、声がうまく出ないのだ。


「だ、め……!!」


　唇にわずかな熱を感じて両目にぎゅっと力を込め──そして、次に感じたのが肌のぬくもりではなく吐と息いきであることに気づいてそろりと目を開けた。


「困ったな」


　そう言いながら、目が寄ってしまいそうなほどの至近距離でルイスがあかねを見下ろす。


「女の子の泣き顔は嫌きらいじゃないけど、どうやら僕は笑顔のほうが好きらしい」


　ルイスは残念そうな顔で言い、コツンと額を触れさせた。とりあえず今は安全なのか、それともやっぱり逃げたほうがいいのか──混乱しながら思案しているうちにドアが開く。


　ルイスは弾はじかれたようにあかねから離はなれ、やってきた人物を見てふんっと鼻を鳴らした。


「なんだ、リョウか。どうかしたの？　女の子の部屋なんだからノックぐらいしなよ」


「……美み言ことが、上の様子を見てこいって」


　眼球の動きだけで部屋を見み渡わたしたリョウは一いつ拍ぱく遅おくれでそう返した。


「──別に、なにもしてないよ。あかねと親交を深めてたんだ」


　うんざりしたように肩をすくめたルイスは大おお股またで部屋を横切って、


「またあとでね」


　と、そっけない一言を残して部屋を出ていった。呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていたあかねは、近づいてきたリョウが困ったようにポケットをさぐり、次いでシャツの袖そでで顔をぐいっと拭ふいてきたのにぎょっとした。そしてようやく頰が濡ぬれていることに気づく。


「ありがとう。え……っと、今のはびっくりしただけ。泣いてたことは、内ない緒しよで」


　とっさにそう返し、普ふ通つうに声が出せることに驚おどろいた。喉をさすったあと、じっと見つめてくるリョウに気づいて人差し指を口元に運んで「しーっ」と合図を送ってみる。すると、彼も同じように「しーっ」と真ま似ねしてきた。仕草は可愛かわいらしいが、意味を理解しているのか疑わしいかぎりだ。天然なのはドジっ子の部分だけではないらしい。


「襲おそわれた？」


　少し考えるような仕草のあと、ものすごくストレートに質問された。襲われたというより口説かれたと言ったほうが合っているのかもしれない。しかも、やけに中ちゆう途と半はん端ぱに。


　まるであかねの反応を確かめるように。


「か、……からかわれたのかも。ねえリョウくん、ルイスって、いつもあんな感じ？」


「……いつも？」


「摑み所がないっていうか、なに考えてるのかよくわからないっていうか、いつの間にかそばにいたっていうか、正体不明っていうか」


　本気なのかどうかわからない男相手に、怒おこるタイミングと機き嫌げんを直すタイミングが摑めない。しかし、あかねの困惑が理解できないようでリョウは首をかしげるばかりだった。


「いじわるされたのかなあ」


「……いじわる、された」


　哀あわれに思ったのか、ちょっと考えてから手が伸のびてきて、ぐりぐりと頭を撫なでられた。


「でも、いいこともあったの。好きな相手じゃなくてもドキドキするってわかった」


　いくら艶つや子こに正常だと言われても、誰にでもときめくのはどうしても抵抗があった。しかし、生理現象なら仕方ない。美み言ことの行動や表情にどぎまぎしてしまうのは慣れないがゆえ。美形に耐たい性せいがないのだからどうにもならないのだ。


　慣れる日が来るなんてとても思えないが、これで少しだけ落ち着いた。


　安あん堵どしていると、リョウがふいに家具を指さした。


「動かしたい？」


「え？　あ、家具？　別に……あ。動かしたい。リョウくん、手伝ってくれる？」


　新居を探すにしてもしばらくはここに厄やつ介かいになるのだ。ならば、少しでも環かん境きようを整えたほうがいい、そう思ってリョウを見ると、彼は無言のままクローゼットに手をかけた。


　不思議なことに、あかねを嫌っているはずの彼は、あかねがなにかするたびにこうしてよってきては手伝ってくれる。たまに失敗して人形部屋で膝ひざをかかえて落ち込んでいるが、彼が〝ドジっ子〟なのは焦あせりのために動転して周りが見えなくなってしまうからで、単調な作業はむしろ得意である場合が多かった。


「リョウくん、このクローゼットを部屋の隅すみに移動させて、ソファーをもう少し右側に寄せたいの。それから……あれなんだろう？」


　きゅっと首をかたむけてリョウはあかねが指さしたものを確かく認にんする。本ほん棚だなのようにも見えるが、一部に扉とびらがついていて見慣れない形だった。


「ビューロー。事務机。……勉強机、とも言う。取っ手を引くと、平台になる」


「あ、だからライトがついてるんだ。じゃああれは窓の近くに。……部屋が広いと、なんだか持て余しちゃうね」


　この一部屋が、ワンルームがすっぽり入ってしまうほどに広いのだ。おまけに天てん井じようが高く、一いつ般ぱん家庭では決してお目にかかれないだろうゴージャスなシャンデリアが悠ゆう然ぜんとぶら下がっていてとても落ち着かない。


　利便性だけを重視して配置をいろいろ調整していると思った以上に時間がかかり、気づけば正午をすぎていた。


「ありがとう。やっぱり男の人がいると違ちがうなあ」


「……男の人」


　とても意外そうにリョウはあかねの言葉を繰くり返した。なんとなく嬉うれしそうな表情をしたと思ったのに、すぐにぷいっと顔をそむけて部屋を出て行ってしまった。


　人形屋や敷しきでは一番長く一いつ緒しよにいるのに、いまだ反応するポイントがよく摑めない男だ。


　考え込みながら部屋を出て、鍵かぎが使えるかを確認したあと一階に下りる。そこでようやく昼食がまだであることを思い出した。慌あわてて応接室を覗のぞき込むとルイスがクッションを抱だきしめたままソファーでふて寝ねし、工こう房ぼうでは美み言ことがタバコをふかしながら人形のパーツと戯たわむれていた。相変わらず愛あい撫ぶとセットの人形制作はいかがわしいことこのうえない。作っているのが少年の人形というのも妖あやしさに拍はく車しやをかけている。


　そして、辺りをただよう煙けむりがスモークのようになって煙けむたい。


「ふ……不健康……!!」


　窓は開いているが風がないのか煙が動く様子はない。人形を作っているあいだくらいタバコを吸うのを我が慢まんすればいいのに、どうやらそういった発想はないらしい。


「ごはん作って工房から引きずり出さなきゃ」


　意識して、少しだけ強い口調でつぶやいた。こんな状じよう況きように陥おちいってしまった己の不ふ甲が斐いなさに、なんだか腹が立ってきたのだ。


　けれど、踏ふみ出した足は思いがけず軽く弾はずんだ。


　家に誰だれかがいてくれる──それだけで、知らずに笑えみが零こぼれていた。








　真夜中、喉の渇かわきとともに目が覚めた。


　部屋を見回して天てん蓋がい付きのベッドにぎょっとし、すぐに人形屋敷に来たことを思い出す。時計は深夜三時をさしていた。できれば目覚めたくない時刻だ。


　あかねは喉をさすり、しばらくゴロゴロとベッドの上を転がり回ってから体を起こした。


　そーっと足を下ろすと床ゆかが軋きしみ、それだけで身をすくめる。建物が古いせいか雰ふん囲い気きがありすぎて、昼間はきれいなのに夜は排はい他た的な雰囲気に包まれてやっぱり怖こわい。


　足音を忍しのばせて階段を下りる途と中ちゆう、視界がスライドするように柔やわらかな光に包まれていくことに気づいた。揺ゆれる光はロウソクかなにかによるものだろう。懐なつかしさに目を細めると呼び声が聞こえ、慌てて階段を一段下りる。なんだかとても歩きづらい。早く一階に下りたいのにそれがうまくいかず、焦りだけが増していく。


　早く行かなければ、そう思った。呼んでいる。待ってくれている。だから、早く──。


　ようやくの思いで階段を下りると前まえ触ぶれなく玄げん関かんドアが開いた。


　そこには誰かが立っていた。顔はよく見えなかったけれど、全身が恐きよう怖ふで凍こおり付いたことだけは理解した。逃にげようと後ずさる。その刹せつ那な、ドアが再び大きく震えた。


「……っ!?」


　あかねは薄うす暗ぐらい玄関フロアに立っている自分に気づいて呆あつ気けにとられた。ロウソクの明かりもなく、玄関ドアも開いていない。


「夢？　でも、前も人形部屋で同じようなことが……なんだろう。白昼夢？　夢遊病？　だ、誰も、いませんよね？」


　弱々しく声をかけて玄関のドアノブを摑つかみ、左右にひねってから施せ錠じようされていることに気づいて脱だつ力りよくした。


「夜は鍵かけるんだ……そっか。店てん舗ぽっていっても住居を兼かねてるから」


　住人たちを見ていると危機意識があるのか不安を覚えるが、どうやら杞き憂ゆうであったらしい。たった今見た光景に首をひねりつつ、深夜に来客もないだろうと判断して廊ろう下かをすすんだ。


「……でもさっきの、本当になんだったんだろう。視力落ちたのかな」


　幻げん覚かくと考えるのは抵てい抗こうがあり、適当な理由を探していると床に細く光が差していることに気づいた。


「工房だ。まさか……」


　そっと室内を覗くと真しん剣けんな顔で人形に向かう美み言ことの姿があった。


　手元のライトだけをつけてうっとりと人形のボディを見つめる人形師──そろそろ慣れてきたが、何度見ても奇き異いだった。


　あかねは彼の動きに魅み入いられないように慌ててドアを閉じ、台所で水を飲む。


　室内に視線を滑すべらせてちょっと考え、お湯を沸わかしてフィルターをドリッパーにセットした。豆の香こうばしい香かおりと立ちのぼる湯気に気をよくして淹いれたてのコーヒーを工房に運んでみたが、やっぱり美言はあかねに気づかず無心に人形に向かっている。仕方なく近くの作業机にマグカップを置いて、しばらくその横顔をじっと眺ながめた。


　この人の目には、人形がどんな風に見えているのだろう。


　ふと、疑問が湧わく。


　ただの陶とう器きの人形に、これほどの情熱と愛情をそそぐこの男には、もしかしたら誰とも違うものが見えているのかもしれない。そんな風にして作り上げられた人形たちは、もしかしたら世界で一番幸せな存在なのではないのだろうか。


　割り込むことのできない空気を感じ、あかねは静かに退室した。


　翌朝部屋を覗くと美言は作業机に突つっ伏ぷして眠ねむっていた。


　秋も深まりゆく十月の朝は、気温が下がって少し寒い。あかねは部屋に駆かけ戻もどり、上着を手に再び工房に戻った。あかねの服は広い背中をつつむほどの大きさなどなく、やっぱり少し寒そうだった。


　毛布を取りに戻ったほうがいいのか悩なやんでいると、視界にカップが飛び込んできた。


　中身はからっぽだった。
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　学校が終わると美み言ことの指示通り猛もう然ぜんと自転車をこいで人形屋敷に帰り、着き替がえをすませて電車に乗ってバイトへ行く。それがあかねの日常になった。


　とはいえ、バイトに出る回数自体は極きよく端たんに減り、時間も短くなった。


「あかね、学校ってまだ忙いそがしいの？　アパート引っ越こしたって本当？」


　久々に顔を見た芽め衣い子こにそう尋たずねられたとしても仕方のない状況に、あかねはうまい言い訳を探しながら曖あい昧まいに笑った。


「お姉ちゃんこそまだ新規開かい拓たくしてるの？　営業って大変だね」


「……一件、変わったお客様がいるのよ。食事の指導をしてるんだけどうまくいかなくて、その家を中心に回ってるからこの区域に来ることが多いの。それより、アパートのこと！」


　話を戻されあかねは息をつく。


「条件のいい物件が見つかったから引っ越したの」


「大家さんがあいさつに来てたわ。しっかりした方に見えた」


　あいさつという言葉にあかねは顔をしかめた。なんのことだかわからなかったのだ。前にいたアパートなら管理会社があったので大家に近い人はいたのかもしれない。しかし今いる人形屋敷は個人宅だ。大家に該がい当とうする人間はいないはずだ。


「……あ、下宿って考えれば美言さんかな」


　しかし、美言があいさつに行って「しっかりした方」という評価なのが意外だった。


　美言は、いつ大学に行っているのか不思議になるほど工房にこもり人形と戯たわむれている。しっかりどころか、しっぽり怪あやしい人だ。


「転居が決まってすぐ菓か子し折おりまで持って来てくださって……人形荘そうっていうんだっけ？　あかねの新しく住むアパート。駅から近いしいい物件なのになかなか借り手が見つからなかったって言ってたけど、名前がいけないんじゃないのかしら」


「菓子折って、美言さんが!?」


「あのおじいさん、美言さんっていうの？　素敵な名前ね」


「お、おじいさんって……」


　──どうやらいろいろねつ造されているらしい。


「なんか、すごくはめられた気分……!!」


　借金回収を第一に考え偽にせの大家をでっち上げ、あとあと面めん倒どうごとが起きないよう両親の信しん頼らいを得る作戦に出たのだろう。あまりに用よう意い周しゆう到とうだ。


「あかね？　どうかしたの？」


「な、なんでもない。大家さん、い……いい人だよ。うん」


　美み言ことを思い浮うかべてうなずく。たまに出かけているようだが、家にいるときは人形を愛めで続ける病的な職人だ。声をかけなければ食事もしないし、お風ふ呂ろにだって入らない。お陰かげでなぜかあかねが彼の身の回りの世話をすることになってしまった。ルイスは食事時しか帰ってこないが、たまに家にいると日常会話に口説き文句が入り乱れて大変面倒くさい。リョウは美言とは違ちがった意味で自室に引きこもるか人形部屋で膝ひざをかかえているか、あるいはあかねの手伝いをしているかの三さん択たくで──相変わらず、人形屋や敷しきの面々は自由奔ほん放ぽうだった。


「新居はどう？　よさそうな感じ？」


「……うん。部屋も広いし……アパートのみんなも、……たぶん、わりといい人だから」


「よかった。お兄ちゃんがね、今度あいさつに行くって息巻いてて……」


「こ、来なくていい！　私、ちゃんとあいさつしたから！　全然心配ないから!!」


　間ま違ちがいなく面倒なことになるのが想像でき、あかねはぶんぶんと首を横にふった。


「そう？　お兄ちゃん、ボーナス前借りしてスーツまで新調してたのに……それで……ねえ、あかね。私に他ほかになにか話したいことってない？」


　ふいに声のトーンを落として質問され、あかねは図はからずもぎくりとした。和かず真まへの気持ち、人形屋敷への引っ越し、多額の借金──どれのことだと身構えると、ちょうど帳ちよう簿ぼを確かく認にんし終わったらしい和真が近づいてくるのが見えた。


「なに？　内ない緒しよ話ばなし？」


　芽め衣い子こがそばにいるからだろう。和真の笑えみはいつも以上に柔らかく、あかねはとても直視できずにうつむいた。以前にも増して親密な空気がただよって逃げ出したくなる。


「和真さんの悪口を言ってたのよ」


「それはひどいな。僕も交ぜてくれる？」


　和真が尋ねると芽衣子は「ちょっとだけね」と笑みを返した。二人に合わせるように笑顔を浮かべていたあかねは、七時になるとバイトを終え、早々に帰路についた。別のバイトを探したほうがいいのかもしれない、そう思ったのは電車の求人広告を見たときだった。接客は楽しいし服を安く買えるのは大きなメリットだ。人間関係だって悪くないと思っていた。しかし、このままではいつまでたっても気持ちの整理がつかない。


「いっそ告白しちゃおうかなあ」


　振ふられれば区切りがつくかもしれない。だが、その告白は和真にとっては迷めい惑わくに違いなく、結局はありもしない状じよう況きようを想像するしかなかった。


　一息ついてカバンから携けい帯たい電でん話わを取り出すと友とも樹きからメールが届いていた。実じつ兄けいからの長文メールに肩かたが落ち、憂ゆう鬱うつな気持ちを引きずったまま人形屋敷に帰り着くとそこまで真っ暗で、さらに気持ちが沈しずむ。


　どうして誰だれもいないのだろう。


　やっと帰る場所を手に入れたのに、どうして今も独りぼっちなんだろう。いつだって気づけば暗くら闇やみにいて、手が差しのべられるのを待つしかなかった。


　ぬくもりと愛に飢うえ、だから──。


「あかね？　帰ってきたのか？　早かったな」


　思考の波に呑のみ込まれかけた耳に、ぶっきらぼうなのにどこか柔やわらかな声が響ひびく。


「あ、本当だ。あかね、お帰り」


　続けて聞こえた声に目を瞬またたくと、眼前に広がった闇がすっと晴れていった。


「っていうか美み言こと！　僕のときには声かけてくれないのにどうしてあかねだけ!?」


「お前はいつ出かけたのかいつ帰ったのかわからんときが大半だろうが」


「うー。……わかった。これからは出かけるときと帰ってきたときは美言にあいさつするよ。もちろんトイレの中にも押しかけるから」


「そこは遠えん慮りよしろ」


　天てん井じようからぶら下がった螺ら旋せん型のシャンデリアに明かりが灯ともる。廊ろう下かの奥には牽けん制せいし合う美言とルイスの姿があった。


「お……お帰り」


　頭上から声をかけられて振り仰あおぐと、そこには戸と惑まどったような表情のリョウがいる。


　弱っている心には、こんなふうに交かわされる言葉が深く染しみ込むものらしい。


　何気なく交わされる言葉にちょっと泣きたくなった。それを隠かくすために、あかねは笑みを作って三人に向けた。
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　午後三時になって、あかねは草をむしる手を止めて立ち上がる。


　人形屋敷に引っ越し、そして迎むかえた二度目の日曜日。あかねがおこなったのは学校で出された現国と数学、世界史の課題、さらに新居探しとその挫ざ折せつ、それから庭掃そう除じだった。


「庭がきれいになったらブロックを買って花か壇だんを作るのがいいかなあ。それとも家庭菜園？　リョウくん、どっちがいい？　コーヒーでも飲みながら……」


「いらない」


　休きゆう憩けいのため台所に向かいながら問うと、いつも通りきっぱりと返された。人形屋敷に来てから幾いく度どとなく耳にした返答──彼は、一度としてあかねが用意したものに口をつけないのだ。食事も飲み物も例外なく手に取ることさえしない。あかねは仕方なく自分用にミルクたっぷりのコーヒーを淹いれた。一口飲んで、美言の分も用意しようと思い立ち、フィルターを手にした。


　──目を、離はなしたのがまずかったのだ。


　リョウが人並み外れてドジっ子であると充じゆう分ぶんにわかっていたはずなのに、その一いつ瞬しゆんだけはその認識が抜ぬけ落ちていた。結果、意を決したような顔で蓋ふたを取ったリョウの手から容器が滑すべり落ちてコーヒーの粉が床ゆかに広がり、容器を拾おうとして棚たなにぶつかり、ビンを倒たおし皿を割り、テーブルをひっくり返してあかねを絶句させた。この事態を収しゆう拾しゆうしようと慌あわてるリョウを無理やり椅い子すに座らせて、割れた食器を拾い、コーヒーの粉を掃はき集める。一通り片づけがすむと、コーヒーはすっかり冷めていた。


　あかねは一つ息をつき、項うな垂だれるリョウを見る。


「……美み言ことさんにコーヒーを淹れたかったの？」


　質問に答えはなかった。けれど、否定する様子もない。美言たちの話によれば、以前から度を越こしてそそっかしかったが積極的に家事をするタイプではなかったらしい。それが、あかねが来てから興味を持ち、惨さん事じを繰くり返しはじめた。


「淹れてみる？」


　新しくコーヒー粉の袋ふくろを開けて尋たずねると、椅子の上にもかかわらず膝をかかえていたリョウはぱっと顔を上げた。やっぱり興味があるらしい。苦く笑しようしたあかねは慌てさせないように注意しながら指示を出す。すると、予想以上にスムーズにコーヒーを淹れることができた。


　リョウは嬉うれしそうにカップを手に工こう房ぼうに行き、それを見送ったあかねはようやく自分のコーヒーに口をつけた。


「……一いつ生しよう懸けん命めい、か」


　リョウを見ているとそんな言葉が思い浮かぶ。役に立ちたくて、認めてもらいたくて、がむしゃらに頑がん張ばっている。だから声をかけたくなる。はじめてちゃんと淹れることができたコーヒーを、美言はなんと評価してくれるか。喜び勇んで戻もどってくるリョウを想像して待っていると、意外なことに悲痛な顔で「草むしりに戻る」とだけ告げて出て行ってしまった。


　啞あ然ぜんと見送り、青くなる。リョウのあの落ち込みよう──コーヒーをただ運ぶだけだから大だい丈じよう夫ぶだと思ったが、その認識が甘すぎたのだ。


　あかねはすぐさま工房に向かい、ドアを開けるなり眉まゆをひそめた。


　カップを手に椅子に腰こしかけた美言が、無言のままずらりと並べられた人形の手足を眺ながめていたのだ。


　ただそれだけの、あまりにも見慣れた光景──。


「み、美言さん……そのコーヒーは……」


「ああ。リョウが淹れたらしいな。やればちゃんとできるんだな」


　手放しで褒ほめているわけではないが、肯こう定ていの意味を含ふくむ言葉だ。しかし、それならなぜリョウがあんなにも打ちひしがれていたのか理解できない。


「入ってもいいですか？」


　尋ねると丸椅子を顎あごでさされ、すすめられるまま腰かける。しかし、なんとなく居い心ごこ地ちが悪い。いきなりリョウのことを尋ねるのも不ぶ躾しつけな気がして押し黙だまっていると、美言の視線がついっと人形に向いた。ここしばらくずっと作業している湯ゆ山やまの依い頼らいした〝ドール〟だ。


　一日の大半を注ぎ込み、溺おぼれるように作り続けるドール。異様なまでの執しゆう着ちやくに、気づけば疑問が口をついていた。


「美み言ことさんにとっての〝ドール〟ってなんですか？」


　美言の表情がわずかに動き、考えるように間をあけて視線を落とす。


「俺の、すべてだ。それを作るためにここにいる」


「……そんなにまでして作らなきゃならないものなんですか？」


　たかが仕事、そう言ってはならないのだろうけれど、彼の姿勢は度が過ぎている気がした。あかねの目からは、当たり前の生活さえ手放しかけているように見えるのだ。


「完成させたいドールがある。ただ、それだけだ」


　それは、あかねにとってとても意外な一言だった。今までの振る舞まいから迷いなく「金のため」と言うかと思ったのだ。人形師なのだから人形を作るのは当然なのに、まるでそれが使命であるかのように粛しゆく々しゆくと告げる。疑問を感じて質問を重ねようとしたあかねは、伏ふせがちにされた彼の瞳ひとみが憂うれいに揺ゆれるのを見た。苦しいものを必死で飲み下すように口元が引き結ばれ、その姿がとても心細そうに映る。


　泣き出すかと思った。だから、その手を握にぎった。


　大きくて、ごつごつして、よく働く職人の手だった。なにか言おうと顔を上げると、驚おどろいたような顔を間近で見てしまって慌てて両手を引っ込めた。


「ご、ごめんなさい！」


　年上の男の人が、まさか泣くだなんてあり得ないのに──。


　ふと浮うかべた笑えみはやはりどこか泣き顔に似て、あかねはひどく狼狽うろたえた。


「あ、あの、リョウくんが、落ち込んでるみたいだったから、どうしたのかなって思って」


　言ってからはっとする。何気ない会話というのは意外と難しいものらしい。


　美言は一瞬、きつく眉まゆ根ねを寄せた。


「リョウか。まあ……いい気はしないだろうな。こんなものを作られて」


　そして、また少し美言の表情が変わった。今度は苦笑だ。こんなもの、と言いながら指で弾はじいたのは湯山のために作っている〝ドール〟──体が自由に動くように関節部分に球体を埋うめ込まれた人形である。


「……こんなもの？」


　なぜ、そう問おうとしたらドアノッカーの音が聞こえ、続いて男の声が聞こえてきた。


「見てきます」


　そう断ってあかねは玄げん関かんへ向かう。すると、ゆっくりと閉まっていくドアと、宅配業者から受け取ったばかりの包みを振ふり上げ、床に叩たたきつけようとするリョウの姿が視界に飛び込んできた。


「だめ！」


　叫さけぶとリョウの動きが鈍にぶる。その隙すきに包みを奪うばおうと手を伸のばすと、頭上からたくましい腕うでが伸びて包みをかすめ取った。


「荷受けご苦労」


　そう言いながら、足早にやってきた美み言ことは呆あつ気けにとられるあかねとリョウを置き去りにし、包みを片手に大おお股またで遠ざかっていった。


「……人毛……？」


　一瞬だけ見えた品名を口にすると、その声に反応するようにリョウの肩かたが震ふるえた。


　送り主は誰だれだったのか、なぜそんなものを手配したのか──螺ら旋せん階段を駆け上がるリョウを見て胸むな騒さわぎがした。








　美言は再びドール作りに没ぼつ頭とうし、リョウは部屋に閉じこもってしまった。


　状じよう況きようがわからないまま、あかねは応接室のソファーに腰かけて住宅情報誌をめくった。当然ながら、詳しよう細さいはちっとも頭に入ってこなかった。


「──あかね。クレープの美味おいしい店を見つけたんだけど」


　ふいに耳元でささやかれ「ひゃっ」と声をあげながら飛び上がる。


「感じやすいんだね」


「違ちがう！　びっくりしたの!!　どうしてソファーに座ってるの!?」


　唐とう突とつに現れたルイスに抗こう議ぎの声をあげた直後、彼がクレープを持っていることに気づいた。甘い香かおりがふわりとただよい視線が釘くぎ付づけになる。


「チョコが好き？　イチゴが好き？」


「た、食べ物でごまかされないんだから！」


「いらないの？」


「……イ、イチゴをお願いします」


「素す直なおでよろしい。はい、どうぞ」


「うう。ありがとう。……あ、美言さん、甘いの平気？　半分持っていったら食べるかな」


「美言は人形を作り出すとキリがつくまでは正気に戻らないよ。仕上げ間近に声をかけでもしたら、あとですごく嫌いや味み言われるかも。だからそれ、あかねが食べちゃって」


　満面の笑みで言われ、久々の甘味にこくりと喉のどが鳴った。


　あまり無む駄だ遣づかいできない生活を送っているが、学校へ行けばそれなりに甘味にありつける。食堂には小さいがデザートコーナーだってあるのだ。しかし、凝こったものとなると話は別で、焼きたてのクレープなど夢のまた夢だった。緊きん張ちよう気味に一口食べると、酸味と甘みが口いっぱいに広がって笑みがこぼれた。添そえられたスプーンでアイスクリームをすくい、クリームを頰ほおばり、クレープはあっという間にあかねの胃い袋ぶくろに消えた。


「おいしい……」


　ほうっと息をついたところでルイスに見つめられていることに気づく。


「う、あ……あの、ごちそうさまでした」


　ルイスは手つかずのクレープを持っている。どうやら彼は、食べることに夢中になっているあかねをずっと見ていたらしい。くすくす笑いながら伸びた手は、柔やわらかく頰に触ふれてからあっさりと引いていった。


　指先についたクリームを舐なめ取って、


「甘いな。でも君はもっと甘くておいしそう」


　軽い口調とともにルイスが身を乗り出して迫せまってきた。襲おそわれる──そう思って反射的に彼を押しのけようとし、それ以上に違い和わ感かんを覚えて眉をひそめる。


「ちょっと、疲つかれてる？」


「……え？」


「あ、ごめんなさい。なんか、そんな気がして」


「……疲れてるっていうか、参ってる。ようやく最終段階に入った標的がいきなり手のひら返して全部水の泡あわ。再さい交こう渉しようしてやっと狩かれると思ったら、今度は別の誰かに盗とられた」


「標的？　狩る？　盗られる？」


「リストから漏もれた対象なんだから、いつ狩ろうとどうやって狩ろうと、誰が狩ろうと黄泉よみの門に送れればいいんだろうけど……美学がなさすぎる。──っていうか、ムカつく」


「う……うん？　大変なんだね？」


　まずい、そう思った。ルイスがなにを言っているのかさっぱりわからないのだ。どう言葉をかけるべきか思案していると、しばらく不自然な体勢で止まっていた彼はちらりとテーブルの上の住宅情報誌を見て小さく息をついた。


「近所にはここ以上に安い物件はないよ」


　ルイスはするりと身を起こす。そして、そのままドアに向かって歩き出した。


「じゃあ僕、仕事に戻もどるね」


　コトリと小さく音がしてあかねはつられて振り返る。


　そこにはすでに彼の姿はなく、甘い香りだけが小さな渦うずを作っていた。
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「ルイスって好きな人いるの？」


「んー？　いるよ。心に決めた女性」


「え!?　いるの!?　誰!?」


「白い花が似合う凜りんとした女性。でも、君の可愛かわいらしさの前ではどんな花だってかすんでしまう。僕の心にある泉は、君という清らかな花に愛をそそぐために存在するんだ」


「もー、ルイスったらあ。なによそれ」


　休み時間に繰くり返されるルイスとクラスメイトたちの会話は相変わらず謎なぞのテンションだ。


「あ……あかね？　またルイスとなにかあったの？」


　ざわめきの隙すき間まを縫ぬうように艶つや子こに尋たずねられ、あかねははっとわれに返った。


「ルイスを見つめていたわよ。眉み間けんにシワを寄せて、すごい顔で」


　ご親切にも蘭らんがあかねの状態を説明してくれる。あかねは慌あわてて眉間に人差し指をあてた。


「ちょっとルイスのことが気になって……」


「恋こい!?　店長と美み言ことさんに加えてルイスにまで恋!?」


「そ、そうじゃなくて！」


　力いっぱい否定するとなぜかルイスと目が合い、おまけに手までふられてしまう。無視するのは大人げない気がして手をふり返すと、蘭に肘ひじで肩をつんつんとつつかれた。


「なあに？　やっと仲直りしたの？」


「あー。もしかして、友情が愛情になっちゃった？　お隣となりさんだし、一いつ緒しよにいる時間が長いとそういうことあるよね。あたしも結構その作戦使うよ。あとは胃袋を摑つかむ！　料理の上手な女はもうそれだけでポイント高いから！」


「……そのためだけに料理習うのよね、艶子は」


「いや、わりと趣しゆ味み。でも、あかねも料理できるよね。調理実習のとき驚おどろいた」


「うん。一人暮らし……だったから」


　口を挟はさむとボロが出そうで聞き手に回ったら、さっそく話をふられ慌ててうなずいた。少し前までは一人暮らしだったが今は四人暮らしだ。しかもその一人は同じクラスの隣の席にいる、相変わらず異性にも同性にもモテモテの男であったりする。


　無意識にルイスを見るとまた目が合った。あかねは彼の正体が知りたくて見ていたが、彼はあかねに興味を持ったと言っていた。視線が合うのも致いたし方ない。しかし、あかねは個性的でも目立つタイプでもなく、当然のことながら彼の言げんは全面的に信用できなかった。


「謎すぎる」


　模も範はん的と言われると若じやつ干かん首をかしげたくなるが、ルイスは比ひ較かく的まじめな生徒だった。容姿で目立ち、成績で目立ち、運動でも目立つ。つまりは隙がない。人付き合いはそつなくこなし、相手がどんな話題をふってきても当たり障さわりなく返してしまう。


　早い話が完かん璧ぺきすぎる。


「普ふ通つう欠点ってあるよね？　こう、人となりがわかるような失敗とか」


　正体を知ろうと監かん視ししていたのに、いつの間にか完璧すぎることのほうが気になっていた。


　昼休み、食事をとり終えたルイスがさりげなく教室を出ていくのに気づいたのは、熱心に眺ながめていたがゆえだろう。忍しのび足でルイスのあとをつけると、彼は一階に下り生徒棟とうから出て渡わたり廊ろう下かで繫つながる特別棟へと移動した。


「購こう買ばい部に行くのかな。意外とよく食べる……？」


　なんだ、とがっかりした直後、彼は購買部を素す通どおりしてさらに廊下を進んでいった。そして、職員室を通り越こし、校長室をも通り越し、理事長室へと入っていった。


　壁かべに貼はり付いたままその様子を見ていたあかねは戸と惑まどいながらも近づいた。校長と違い、理事長はめったに高校へ顔を出さない。学校案内には校長の名前とあいさつしか書いてなかったし、入学式のあいさつですら校長が代弁したのだから、私立立りつ花か高等学校の理事長は基本的にいないと思って間ま違ちがいない。兼けん任にんで忙いそがしいのだとか、本当は理事長などいないのだとかささやかれているような人物である。


「……理事長に呼ばれた、なんてことないよね？」


　理事長室に近づき、周りに人がいないことを確かく認にんしてそっとドアに耳を押し当てる。聞こえてきたのは会話というには語調の荒あらい、言い争うようなルイスともう一人の声だった。


　ガタンとなにかが揺ゆれる音がして会話が途と切ぎれる。


　一分待っても静まり返ったままの部屋に、あかねの血の気も引いていった。


「ど……どうしたんだろう。まさか……死……」


　不安を言葉にした直後、反射的にドアを押し開けていた。


　もつれ合う人間が二人、ここまではあかねの予想の範はん疇ちゆうだ。ただしまったく違った点もある。片方が重じゆう厚こうな革張りの椅い子すに腰こしかけ、片方がそこにのしかかるように身を寄せていたのだ。まるで情事の最中のように、椅子に腰かけた者の胸むな元もとははだけられて白い肌はだがあらわになり、細く繊せん細さいな手がそこに這はわされていた。そして、その唇くちびるは首筋に押し当てられて。


　あかねは目を大きく見開く。次いで、口も開いた。


　部屋にいたのはどちらもよく知る人物だった。


　のしかかっているのは隣の席の、最近すっかり仲が良くなってしまった見知らぬクラスメイトのルイス・ブラン。そして、のしかかられているのは人形屋や敷しきの主人で人形師である大学生、橘たちばな美み言こと──どちらもとてもよく知っている。知っているからこそ、目の前で繰り広げられている状じよう況きようが理解できなかった。
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　なぜ、美言がここにいるのか。


　なぜ、ルイスが美言を襲っているのか。


　考えるより先に喉のどの奥から言葉がせり上がる。しかし、それは音になる直前で消えた。


「だめだよ、あかね」


　美言の肌から唇をはずしたと同時、ルイスは煙けむりのようにかき消えて、次の瞬しゆん間かんにはあかねの目の前に現れていた。恐きよう怖ふや驚きよう愕がくといった感情を自覚する前に首筋に氷のような冷たさが押しつけられ、間を置かずして世界がぐるりと反転した。


　体から力が抜ぬける。


　とっさに触れた彼の腕うでは凍こおり付くほどに冷たかった。








「なにしてるんだ、お前は……!!」


「叫さけばれると困るだろ。僕も、君も。体てい裁さいを整える前に教師が押しかけてくる」


「だからって関係ない人間から生気を吸い取るな」


「暴れられても困る。混乱した人間っていうのはなにをしでかすかわからないから」


「……記き憶おくをいじれるんじゃなかったのか？」


「いじれるけど……君、それ嫌ってなかった？」


「好き嫌いの問題じゃないだろう。こんなときばっかり持ち出すな！」


「あーあ。美み言こと以外の生気も吸ってみたかったんだけど、引きこもりの君よりあかねのほうがずっと容量が少ないとは思わなかったなあ。相あい性しようがよくなかったのかも。うーん……無事に起きるかな？」


　思案するようなルイスの声が聞こえたあと、どこかでなにかがぶつかる音が響ひびいて重い足音が聞こえてきた。衣きぬ擦ずれの音と同時にあかねの体は大きく揺さぶられ、しかし、どこもかしこも鉛なまりのように重くて目を開けることさえできなかった。


「あかね！　おい、しっかりしろ！　あかね!!」


　美み言ことの声が聞こえ、全身が熱に包まれたように熱くなる。悲痛な声に応こたえようと目を開ける努力をしたが、それも実を結ぶことなく徒労に終わった。


「美言、もうちょっと静かにしないと……」


「うるさい！　どうしてこんな真ま似ねをした!?」


「仕方ないだろ。生気不足で君一人じゃ足りないんだ。だいたい、こんな時間帯に理事長室にいる君が悪い。経営方針にすら口出ししないくせに、急に仕事に目覚めたとでも？」


「あかねの用件だ！　それをお前は……!!」


「あ、やっぱり根回ししてたのか。当然だよねえ、君の性格を考えたら。……ねえ、あかねって想像通り砂糖菓が子しみたいに甘かったよ」


　くすりとルイスが笑った。だが、言葉が折り重なって、繰り出されるたびに理解できなくなっていく。それでも辺りにただよう空気が不ふ穏おんになっていくことだけは理解して、それが妙みように悲しかった。人形屋敷はいつだってちょっと常識とはずれた人たちが、お互たがいに干かん渉しようし合うことなくのんびりと時間を共有していた。部外者のあかねが入り込んでしまっても、その独特の空気は変わることなく屋敷全体を包んでいた。


　奇き妙みようだけれど心ここ地ちいい場所──気づけばあかねもその空気に馴な染じんでいた。それなのに、それがぽろぽろと端はしから崩くずれて消えていく。


　あかねは必死で口を動かし、昏こん迷めいする意識で言葉をつむぐ。


　息を呑のむ音が聞こえ、すぐに笑いを含ふくむような声が続いた。


「わかった。もう喧けん嘩かはしないから少し寝ねてろ」


　耳元でささやかれて気き遣づかうように頭を撫なでられる。子どものように扱あつかわれるのは嫌いやだったが、熱に包まれるままそうされるのはとても気持ちがよくてふわりと意識が遠のいた。


　たった今見た光景よりも、自分の身に起こる不可解な現象よりも、二人が再び喧嘩をしはじめたりしないかがとても気がかりだった。


　そんなあかねの不安に気づいたのか、「大だい丈じよう夫ぶだ」と美言の柔やわらかな声が耳じ朶だを打った。








　肩かたを揺さぶられてあかねはそろりと目を開けた。


「あ。虫食い」


　天てん井じようが穴だらけだ。大変。大変。


「あかね？　大丈夫？　起きてる？」


　質問されて虫食い天井から視線を移動させる。天井の次に薬品を収めた棚たなが見え、半分開いたカーテンが見え、真っ白な布ふ団とんが見えた。


「あ……あかね、こっち。横、横」


　さらに視線を動かすと丸椅子に腰かけたルイスがちょっと困った顔でひらひらと手をふっていた。起き上がろうとしたら頭がふわんと揺さぶられるような感覚があって目が回る。


「都つ流る木ぎさん起きたの？」


「はい。でもまだ動けそうにないです」


「軽い貧血だと思うんだけど、自宅に連れん絡らくを……あら。都流木さんは一人暮らし？」


「僕の家が近くだから送っていきます」


「そうなの？　頼たのんじゃっても大丈夫？」


　ついたての向こうからひょこりと顔を出した女の人は白衣を着ていた。細いフレームの眼鏡、短い髪かみにちょっときつめにあてられたパーマ、細身で身のこなしがきびきびとしたその女性は、校医の沢さわ村むら先生だ。あかねは改めて部屋の中を見み渡わたした。どうやらここは、体は小さいがいたって健康であるあかねがなかなかお世話になることのない場所、保健室のようだ。


「……あれ？　ルイス？　美み言ことさんは？」


「あかねはまだ夢の途と中ちゆうにいるのかな？　ここは学校で今は放課後。美言はいないよ」


　あかねはうろうろと視線を彷徨さまよわせた。理事長室で美言とルイスを見たはずなのに、なにかとても衝しよう撃げきを受けたはずなのに、その記憶があまりに曖あい昧まいだった。そうなると自分の正体まで曖昧になってしまう気がして急に不安を覚えた。


「もうしばらく寝てるといいよ。そうしたら、きっとすっきりするから」


　ルイスはあかねの手を握にぎりそう語りかける。一いつ瞬しゆんだけ身構えたあかねは、手から伝わるぬくもりに疑ぎ問もん符ふを浮うかべた。気を失う前に触ふれたルイスの腕はとても冷たかったのだ。


「……あったかい……？」


　夢と現実の境目を見失ってぽつりとつぶやくあかねにルイスが苦く笑しようを返す。


「そこそこ。保健室でいちゃつかない」


「手をつないでるだけですよ」


「いちゃつかない！」


「これくらい大目に見てください」


　沢村先生とルイスの会話を聞きながらあかねは目を閉じた。意識がゆっくり沈しずんでいくのがわかる。深く深く、光をいくつも見送りながら、さらに深く。


「あかね、寝ちゃった？」


　遠くで部活動にいそしむ声がする。その音にルイスの声がふわりと重なった。


「……喧嘩はだめ、か。ああも可愛かわいく止められると、喧嘩どころじゃなくなっちゃうな」




　第五章　真実の向こう側
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　野菜を刻むときのリョウは恐おそろしく真しん剣けんだ。


　まるで一ミリの狂くるいも許されないように丁てい寧ねいに包丁を下ろす。これにスピードが加われば完かん璧ぺきなのだがそれを求めるのは酷こくだろう。とたんにパニックに陥おちいってしまうのだから。


「リョウくん、切り終わった？　じゃあこっち。キャベツを全部入れてください」


「全部？」


「全部！　私がかき混ぜていくから、少しずつね」


　大量の玉子とお好み焼き粉、加熱済みの豚ぶたバラ肉、かつおぶし、紅ショウガ、揚あげ玉の入ったボウルを突つき出すと、リョウはちょっとだけ戸と惑まどった顔をしながらもパラパラとネギを入れ、キャベツを落としていく。料理はその家その家で個性が出るが、都つ流る木ぎ家のお好み焼きは基本がキャベツ、つなぎに玉子とお好み焼き粉を利用するヘルシー料理だ。


「バラ肉まだあるから敷しいちゃおっか？　玉子も落とすと超ちよう豪ごう華か！　鉄板があるとみんなでお好み焼きパーティーができるのにね。そうしたら楽しいだろうなあ」


　最近友好的なリョウはこくりとうなずいてくれたが、その横顔は心なしか寂さみしげに見えた。


「……あかね、体はもう大丈夫……？」


「え？　あ、うん。もう平気。生まれてはじめて貧血で倒たおれちゃった」


　ルイスのことが気になり、彼のあとをつけている途中で倒れてしまったらしい。保健室で目を覚ましてから数日間は体がだるくてたまらなかったが、もうすっかり回復した。


「ありがとう。ねえ、リョウくんってこういうこと上手だよね。仕事丁寧だし」


　草むしりも窓ふきも、要領を覚えれば完璧にこなす。頼まれるとそれがなんであっても嬉うれしいらしく生き真ま面じ目めに取り組むのだ。そんな姿を思い浮かべながら話しかけるとリョウの手がちょっとだけぎこちなく止まった。


　これといって言葉はなく、反応らしいものもない。けれど、彼の口元はほんのわずかほころんで、それだけで気持ちが伝わってきた。


　不思議なことに、リョウの姿はバイト先で居場所を失ってしまった自分に重なって見えた。だから放ほうっておけなかったのかもしれない。


　二人でボウルを覗のぞき込みながら黙もく々もくと昼食の支し度たくを進めていると、ドアが開いて美み言ことが顔を出した。ぼさぼさの髪をかき上げる仕草すら億おつ劫くうそうな男は、


「昼はいい。寝ねる」


　低い声でそう伝えた。


「どうかしたんですか？　お好み焼き、嫌きらいだった？」


「……お好み焼き？」


　ぴくりと美み言ことの肩が揺ゆれた。身を乗り出し、テーブルを見てぼそぼそと口を開く。


「夜、食べる。湯ゆ山やまさんのドールができあがった。応接室に置いてあるから業者が取りに来たら引き渡わたしてくれ。俺は部屋で寝る」


「お……お疲つかれ様でした！」


　ここしばらくずっと取り組んでいたドールがようやくできあがったらしい。あかねの言葉に美言はちょっとだけ笑い、ふらふらしながらドアを閉じた。


「湯山さんのドール……」


　五百万円の価値のある少年のドールだ。美言が丹たん精せい込めて作ったものなら相当に優美なのだろう。白くなめらかな肌はだ、瞳ひとみは愁うれいを含ふくみ吸い込まれそうなほど美しく、唇くちびるはいまにも語りかけてきそうなほどみずみずしい──いまだ見ぬドールを想像するだけでドキドキしてしまう。業者が運び出す前にほんの少しでも見ることはできないだろうか。美言に頼んでみようか、そう逡しゆん巡じゆんしているとリョウがドアに向かって歩き出した。


「どうしたの？」


「……なんでも、ない」


　そう言いながら、彼はまるで美言のあとを追うように出ていってしまった。しばらくドアを見つめていたあかねは首をひねりながらもボウルの中の具をしゃもじでざくざくと混ぜる。


「リョウくんって美言さんが仕事するの嫌いやなのかな」


　美言がドールを作りはじめてから機き嫌げんが悪いことが多いような気がした。表情はたいして変わらないものの彼から焦あせりのようなものを感じ、ここ数日はとくにひどかった。


　しかし、そう思う途中でなにか引っかかりを感じてぴたりと手が止まる。


「美言さんが仕事をすることじゃなくて……湯山さんのドールを作ることが……」


　そうだ。美言自身もドールを見て、こんなものを作られていい気はしないだろうな、と言った。湯山がドールの依い頼らいに来たときも、ティーセットを片づけるという名目でリョウを退室させた。つまり、リョウと湯山という女性にはなにか関係があるということで──。


　しばらくグルグルと考えていたあかねは、しゃもじを手放して台所をあとにした。








　応接室のドアを開けたあかねは、そこに棺かん桶おけを見つけて大きく肩かたを揺らした。


　家の中に棺桶。不ふ吉きつなことこのうえない。


　びくびくと棺桶に近づき、箱の蓋ふたに貼はられた伝票に〝創作人形〟や〝天地無用〟、〝割れ物注意〟の文字を見てドールが収められた箱であることに気づいた。


「び……っくりした!!」


　心臓に悪い。中身がわかって安あん堵どしつつ遠巻きに眺ながめていると、いくつか留め金具が外れていることに気づいた。疲れもピークに達していたに違ちがいない。あかねは美み言ことの意外なミスに小さく笑って金具をかけ直した。


「あれ、リョウくんは？　ここにいると思ったのに」


　応接室には誰だれもいない。庭にも姿はなく、そうなると自室という可能性がもっとも高くなる。落ち込んでいるときは声をかけてもまったく反応しないので、しばらくはそっとしておいたほうがいいだろう。あかねはソファーに腰こしかけて箱を眺め、そろりと立ち上がった。


「ちょっとだけ、覗くだけなら……」


　ドールを収めた箱へ近づき、ドキドキしながら金具を外す。


　だが、蓋に手をかけた直後ドアノッカーが打ち鳴らされ、あかねはとっさに手を離はなした。まるでこっそり覗こうとしたあかねをとがめるようなタイミングだ。


「今行きます！」


　声をかけて息をつき、誘ゆう惑わくを振ふり切って金具をかけ直す。そして、二人がかりで運び出された箱がトラックに積まれるのを見届けてから送り状を揺らした。


「あ、湯ゆ山やまさんの家ってここから近い？　っていうか、バイト先の近所なんじゃ……」


　方角は違うが最も寄より駅は同じだ。意外な接点を見つけてちょっと驚おどろきながらも工こう房ぼうを覗き込み、そこに美言がいないことに違い和わ感かんを覚えた自分に苦く笑しようした。毎日毎日、まるで憑つかれたように人形を作り続けていたから、そうしていることが当たり前に思えてしまったのだ。


　作業机に送り状を置き、雑然とした部屋を見回す。


　こんなにもごちゃごちゃとものが転がる部屋なのに、不思議とうるささを感じない。


「……美言さんには、こういうふうに見えてるのかな」


　駅からさほど離れていないのに、今耳に届くのは風と葉は擦ずれの音ばかり。差し込む光は透とう明めいで色がなく、まるで──まるで、すべての生命が消え去ってしまったような。


　唐とう突とつにぞっと背筋が冷えて、あかねは慌あわてて部屋を出た。


　無意識に腕うでをさすりながら応接室に戻もどり、ソファーに腰かけようとしたところで床ゆかに陶とう器きの欠片かけらが落ちていることに気づいた。わずかにざらつくその欠片は、質感や見た目が人の皮ひ膚ふにとてもよく似ている。裏返しで落ちていなければ拾う気にもなれなかっただろう緻ち密みつさだ。


　あかねは欠片をかざす。


「ビスクドールの欠片？」


　それにしてはなにか違う気がする。しかし、どんなに考えても基本的な知識しかないあかねにはそれがなんなのかわからない。工房には割れた陶器のパーツがゴミ袋ぶくろに突っ込まれていたのでこれも不用なものなのだと判断するのがせいぜいだった。


　あかねは首をかしげながらも手にした欠片をゴミ箱の中へと落とした。
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　異変を感じたのはその日の夕方だった。


　どこを捜さがしてもリョウの姿がないのだ。部屋にも、人形部屋にも、庭にも、台所にも。


　美み言ことに相談しようかと思ったが彼は泥どろのように眠ねむっていて起きる気配がなく、ルイスは相変わらず外出中で相談相手もいない。


「よ、夜の人形屋や敷しきに一人とか……！　美言さん起きてくれないとか……!!」


　アンティークドールには慣れたがこの状じよう況きようは心細い。ときおり襲おそってくる闇やみの気配にビクビクしながら応接室でテレビをつけてみるものの、八時をすぎた頃ころには我が慢まんできずに電源を切っていた。そして、昼の残りの具材にキャベツとバラ肉を足してお好み焼きを作った勢いで美言を起こそうと決心し、ソファーから腰を上げる。


　そのとき、唐突に陶器の欠片を拾ったことを思い出した。


　欠片は人形部屋に続くドアの前に落ちていた。それがなんとなく引っかかり、人形部屋のドアを開けて電気をつけた。


「リョウくん？　いないの？　晩ごはん、作るんだけど」


　人形たちに声が届いてしまいそうな気がして控えめに呼びかけてみるが、やっぱりリョウからの返答はない。あかねは迷いつつも人形部屋を突つっ切って、いつもリョウが膝ひざをかかえて落ち込むもう一部屋を覗のぞき込んだ。


「リョウくん？」


　部屋に足を踏ふみ入れ、そこでようやく異変に気づく。リョウがいつもいる場所──人形たちのあいだにできた隙すき間まに、布にくるまれたなにかが置かれていることに。


　一いつ瞬しゆんで鼓こ動どうが跳はねた。呼吸が浅くなり、足が震ふるえる。布の塊かたまりはわずかも動いていなかったのだ。ここに人がいるのなら、そこに生命があるのか疑いたくなるほどに。


　あかねは小刻みに揺れる手を伸のばし、布の端はしを摑つかむ。


　そして、一息に剝はがした。


　はじめに見えたのは穴だった。なめらかな肌をえぐる、巨きよ大だいな空くう洞どう。額から右みぎ頰ほほにかけて穴があき、残された左目だけがうつろに虚きよを見つめていた。


　あかねは見知った少年の死に顔に悲鳴をあげることもできず、へなへなとその場に座り込んだ。彼の体にぶつかった拍ひよう子しにその手が床に滑り落ち、硬こう質しつな音をたてた。


　あかねは大きく目を見開く。


　暴れる心臓を必死でなだめながら涙なみだでかすむ目をこらすと、頭部にできた穴の中にはなにも詰つまっておらず、からっぽだった。


「……人形……？」


　発した声は、情けないほどかすれ、震えていた。


　あかねは何度も深呼吸を繰くり返し、目め尻じりにたまった涙をぬぐう。


「な、なんでこんなにリョウくんに似てるの!?　びっくりした。心臓が止まるかと思ったじゃない……!!」


　頭部が割れていなければ、普ふ段だんは着ないであろうジャケットをはおった本人がぐったりと倒たおれ込んでいると思うに違いない。それほど似ているのだ。


「……あれ？　この人形って……」


　ビスクドールを作るにはいくつかの工程がある。粘ねん土どで原型を作り、それを石せつ膏こうで型どりする。ここまで数週間、あるいは数ヶ月を要する。そうして型どりした石膏に液状の粘土を流し込んでボディを作り素す焼やきをする。けれど、人の大きさほどもある型などそうそう作るものではなく、同時に、陶器で肌の質感を再現するのも困難に違いない。


　あかねは弾はじかれるように立ち上がり、応接室のゴミ箱から陶器の欠片を拾い出して人形部屋へと戻った。欠片の一いつ端たんを持ち、それを慎しん重ちように人形にあてる。


　そして、ぴたりと重なった欠片に息を呑のんだ。


　この欠片はいつから落ちていたのか。少なくとも朝はなかったはずだ。そこまで考えると腹の底がすうっと冷えていくような気がした。


「こ……これが、美み言ことさんの作ったドールってことは……ない、よね……？」


　呆ぼう然ぜんとしながらもあかねは人形を布でくるみ直し、工房へと移動した。作業机の上にある送り状の住所と電話番号を携けい帯たい電でん話わに登録し、くらくらしながら廊ろう下かに出る。


　確かめなければ、そう思った。


　湯ゆ山やま家に〝なに〟が送られてしまったのか。そして、リョウの行方ゆくえを。








　翌日、学校が終わるとあかねは駅に向かい、電車に飛び乗った。


　駅を出ると交番で新興住宅地の場所を尋たずね、そのまままっすぐ湯山家に向かった。そして、神経質なほどきれいに整えられた庭をもつ一いつ軒けん家やへとたどり着く。


　ぴょんっと飛び跳ねて垣かき根ねの向こうを覗き込むと、窓辺に見知った少年の姿があった。


「リョウくん」


　あかねはぎょっとして門の前に移動する。呼び鈴りんを押そうと指を伸ばすと、大きく開け放たれた窓に湯山の姿が現れた。


「了さとる、今日は早く帰ってきたけど、明日あしたは遅おそくなるの。食事は一人でできる？　……だめよ。我が儘まま言っちゃ。お前のためにちゃんとバランスを考えてるんだから！」


　はじめて見たとき、湯山はどこか切せつ迫ぱくした空気をまとっていた。それは今も変わらない。いや、むしろあのときよりも悪化しているような──。


「ほら、あまり風に当たってるのもよくないわ。家の中にいらっしゃい。そうだわ、今晩はカレーにするのよ。了さとる、好きでしょう？　あら、そんなにはしゃいで……ふふふ」


　しゃべっているのは湯ゆ山やま一人。車くるま椅い子すに乗った少年は微び動どうだにせず、ただじっと虚こ空くうを見つめている。湯山は少年の頭を撫なで、車椅子を押して部屋の奥へと行ってしまった。


「……さとるって……あそこにいるの、リョウくんじゃないの？　別人？」


　宅配便で人が送れるはずはないのだが、あかねの目から見れば先刻の少年はどう見てもリョウだった。あかねはしばらく考え込み、結局一人で判断することができず、美み言ことに相談することに決めて帰路についた。


　しかし、そう簡単にことは運ばなかった。


「み……美言さん、どうしたの？」


　昨日の夕食は、寝ねているところを無理やり起こして食べさせたのだからぼうっとしているのは仕方がないと思った。しかし、今日も昨日と同じように魂たましいが抜ぬけたようになっている。


　応接室のソファーに腰こしかけ、新聞を逆さまに持ったままタバコの灰をぽろぽろ落とす美言に驚きよう愕がくしていると、ルイスは彼の口からタバコを取り上げて苦笑した。


「ドールを作った後はいつもこんな感じなんだ。入にゆう魂こんの一作っていうの？　丹たん精せい込めて作るから、完成すると放心する。今ならここでイチャイチャしても気づかないよ」


「そ……そう。丹精込めた、入魂の一作」


　あかねは「イチャイチャ」の部分を完全にスルーしてぼそぼそと繰り返した。そこまで心を込めて作ったものが、まさか壊こわされて人形部屋に放置してあるだなんて──。


「い、言えない、そんなひどいこと……もしかしたら別のものかもしれないし」


　早とちり、ということは充じゆう分ぶんに考えられる。まずはなにか裏付けになるものを探すべきだろう。かまってもらえず拗すねるルイスには気づかずに、あかねは一つうなずいた。


「工こう房ぼうあいてるなら、せっかくだしちょっと掃そう除じしてくるね」


　そして、適当な理由をつけてそそくさと応接室をあとにする。


　工房に入ったあかねは、作業机の上にのったままになっている送り状を見てぐっと眉まゆ根ねを寄せた。


　他人のものを勝手にあさるのは、たとえ本人のためだろうとも躊躇ためらわれる。


　しかし、ここで迷っていても先に進めない。


「失礼します」


　深々と頭を下げて、大きく一つ息を吸い込んで引き出しに手をかけた。


　がしかし、中にあったのは筆や彫ちよう刻こく刀とう、木ベラ、鉛えん筆ぴつといった道具ばかりで有用なものはなにもない。全部開けても結果は同じ、出てくるのは使い古した道具の数々である。


「五百万もする人形を売って、書類は一いつ切さいなし？」


　さすがにそんなはずはないだろう。そう思って視線を室内に巡めぐらせると古ぼけたファイルが目にとまった。ひっぱり出すと『作業記録』と、几き帳ちよう面めんそうな文字が書かれていた。


　表紙をめくったところであかねは息を呑んだ。


　紙が一枚、無造作に挟はさまれていたのだ。『ドール譲じよう渡とにおける契けい約やく書』と書かれた紙の依い頼らい主ぬし欄らんには『湯ゆ山やま葉よう子こ』と書かれ、日付は三年前、個体名めい称しようは『湯山了さとる』、続ぞく柄がらは『息むす子こ』とあり、隣となりに貼はられた顔写真はリョウのものだった。


「……名前の、呼び方を変えてる……？」


　あかねは呆然とつぶやいた。「了」の一文字は「さとる」とも読むが「リョウ」とも読める。記き載さいされた情報は少年の身長や体重、体格といった個人情報で、最後の欄には人形制作者として『橘たちばな三み春はる』の名前が記され、裏面にはびっしりと契約内容が書かれていた。


「湯山さんは人形を捨てたって言ってた。……リョウくんは、捨てられたからこの屋や敷しきに来たって……そう……言ってた」


　符ふ号ごうが一つに重なった。


　それだけで、不安が一瞬にして胸の奥に広がった。


　今わかっているのは、湯山が過去、息子に似せたドールを依頼したこと、リョウは湯山の息子にとてもよく似ていて、その息子に似せたドールを美み言ことが作ったこと。


　そして、リョウがいまだに戻もどってきていないこと。


　真相に近づくためにできることはなにか。


　あかねはじっと写真を見つめた。








　ドールの配送手配をした二日後、あかねは再び湯山家へとおもむいた。


　湯山家にいるのがリョウなのか、湯山が了と呼ぶ人物なのか、まずはそこから確かめようと思ったのだ。ぴょんぴょん跳とんで垣根の奥を覗のぞき込んでいると、窓辺でぼうっと車椅子に腰かけていたリョウに似た誰だれかがぎこちなく顔を動かした。


「あかね……？　どうして、こんなところに」


「リョウくん!?　本当にリョウくん!?　そ、そっち行ってもいい？」


　口調は間ま違ちがいなくあかねの知るリョウのものだ。彼が門もん扉ぴを見たので、あかねは誘さそわれるようにそこを抜けて庭に移動した。リョウがいたのは広いダイニングキッチンだ。テーブルには真っ白なテーブルクロスがしかれ、花か瓶びんには色鮮あざやかな花が生いけられていた。部屋の奥にはどっしりとしたソファーと大画面の液晶テレビが置かれ、シックな棚が並ぶ。


　部屋の中をちらりと覗き込んで、あかねはリョウに視線を戻した。


「え、……えっと、湯山さんは……？」


「仕事。……働かなくても平気だけど……体の、ために」


　どうやら湯山は生活のためではなく健康のために働くことができる人種らしい。五百万円をぽんと出した羽は振ぶりのよさは根本的な経済力の違ちがい──知らず、肩かたが落ちた。しかし、ここで落ち込んでいても仕方がない。あかねはまっすぐリョウの顔を見る。


「どうしてリョウくんがここにいるの？　ここでなにをしてるの？　美み言ことさんのドールを壊したのは……リョウくん？」


「……美言は気づいてる？」


　答えの代わりに不安げに尋ねられてちょっと言葉に詰つまる。気づいてほしいのか気づいてほしくないのか、その表情では判断がつかなかった。


「美言さんはここしばらくぼーっとしてるから……たぶん、気づいてないと思う」


　告げた瞬しゆん間かん、リョウはさらに複雑な顔をした。握にぎった拳こぶしが小刻みに揺ゆれ、わずかに伏ふせた顔に深い影かげが刻まれる。


　彼は大きく一つ息をついた。


「そのまま、なにも、……伝えないでほしい」


「でも……」


　湯ゆ山やまの態度はどこかおかしい。出会ったときもなにか引っかかったが、昨日見たときはそれ以上に強い違い和わ感かんを覚えた。


「お母さんには、僕から、伝える」


　あかねはリョウの一言に絶句した。〝お母さん〟──では、リョウが湯山の息子「了さとる」ということか。湯山は過去にドールを捨てたと言っていた。しかし、捨てたのはドールではなく人間で、その彼がもう一度彼女と家族になるためにここに戻ってきたとしたら──。


「……ここがリョウくんの居場所？」


　質問にリョウはそっと目を伏せた。一度捨てられたのだ。うなずくのは難しいに違いない。


　三年前に作られたというドールの行方は気になるが、湯山家のことは──リョウのことは、他人が口出しすべきことではないのだろう。


「わかった。私も黙だまっておく。……でも、湯山さんはリョウくんのことをドールだって思ってるんでしょ？　それって、大変じゃないの？」


　人形ドールとしてやってきたのなら、なにか和解するきっかけを見つけるまで簡単に動くわけにもいかない。昨日、リョウは湯山の前で身動き一つしなかったのだから、実際にドールの真ま似ねをしているに違いない。それを尋たずねると、リョウは首を横にふった。


「大だい丈じよう夫ぶ。……あの……あかね、ありがとう」


「え？」


「僕に、気づいてくれた。……捜さがして、くれたから」


　あかねは内心で驚おどろきの声をあげた。あまり表情の動かない彼なのに、このときだけは照れているのがはっきりとわかったのだ。そして、たぶん、とても喜んでいることも。


　また来るね、そう声をかけてあかねは湯山家を出る。


　振ふり向いたときに見えたのは、本物の人形のようにまんじりともせず車椅子に腰かけるリョウの姿だった。








　仕事に関し、都つ流る木ぎ芽め衣い子こは妥だ協きようしないタイプだった。わりとおっとりした性格だと言われるが、その実、完かん璧ぺき主義者でもあるのだ。


「うん、そうなの。あかねがね、学校が忙いそがしいってバイトを休んでて……」


『男と二人っきりのバイトなんてさっさとやめればいいんだ！　食費はお兄ちゃんがいくらだって出してやる！　バイトを二つも入れれば余よ裕ゆうで……』


「お兄ちゃん、今だって残業いっぱいでギリギリでしょ？　無理よ」


『ああ、すまないあかね！　お兄ちゃんが不ふ甲が斐いないばかりに……!!』


　都流木家の長ちよう兄けいである友とも樹きは、受話器の向こうで大げさに嘆なげいた。しかし、これがこの男の地なのである。妹たちを猫ねこかわいがりし、監かん視し下におき、自由を奪うばう──芽衣子が働くようになってその対象があかねに絞しぼられ、両親はおおいに困こん惑わくし、将来性と娘むすめの自由を守るために無理をして立りつ花か高等学校へ入学させた。


　きっとその選せん択たくは正しかったのだろう。修理の終わった人形をあかねが自宅に持ってきたとき、ひょっこり現れた友樹のあまりの不自然さに戦せん慄りつを覚えてしまったのだから。


　──芽衣子はあのときまで、人形を直す職人が見つからず、顔を合わせづらいからあかねにさけられているのだと思っていた。けれど、きれいに修理された人形が芽衣子のもとに戻った現在でもさけられ続けている。


「どうして？　人形は関係なかったの？　じゃあ和かず真まさんが言ってたお金のほう？」


　三千万円というとんでもない金額があかねの口から出て、なにかトラブルがあったのではないかと和真が心配していたのだ。問い詰めるべきか、話してくれるのを待つべきか──相談にのりたくても身動きが取れず、さけられている本当の理由を知らない彼女は、ただただ困惑するばかりだった。


『芽衣子？　今、男の名前が聞こえたような……』


「え？　空耳じゃない？　あ、お客さんの家に着いちゃう。それじゃね、お兄ちゃん」


　ぎくりとしながら一方的に告げて電話を切った。両親とあかねは和真と付き合っていることをすでに知っているが、友樹にはいまだ告げていない。告げられないのだ。


　重い溜ため息いきをつき目的地である家の前に立つ。


　芽衣子の勤める会社の前身は八百屋で、いつしか配達を頼たのまれるようになり、それを事業として発展させ、栄養士による料理講習会をおこなうようになった。日々の栄養管理、アレルギーを持つ人に対する食事指導、子どもの好き嫌きらいをなくすための調理指導も仕事のうちだ。病院と連れん携けいを組むことで事業の幅はばをさらに広げ、安定した業績をあげている。


　芽め衣い子こもこの仕事に慣れてきた。


　しかし、本日の顧こ客きやくは難解だ。呼び鈴りんを押して緊きん張ちよう気味に待っているとドアが開く。


「おはようございます、湯ゆ山やまさん」


「都つ流る木ぎ先生！　おはようございます、お待ちしてました。息子が帰ってきたんです。緑黄色野菜が嫌いな子なんですが、どうしたら食べてくれるのか」


　ドアの奥から手招く湯山は病的に細かった。ぎょろぎょろと動く目、ときおり無意識に肌はだをひっかくクセ、口こう腔こうで繰くり返される言葉──症しよう状じようの悪化を認め、まずはじめに病院に相談すべきかを悩なやんだ。しかし、芽衣子は顧客の個人情報をも預かる身だ。親切心から動きすぎるのは御ご法はつ度とである。上司に相談して判断を仰あおぐべきだろう。


　結論を出すと、いつも通りダイニングキッチンに案内された。


「息むす子こさん、どこに行ってらしたんですか？」


「あの世です。五年前に交通事故であっけなく死んでしまって」


「……え？」


「でも、もう一度戻もどって来てくれたんです。夫は私に愛あい想そ尽つかして逃にげていったけど、死んだ息子は私の望み通りこうして戻ってきてくれた。本当、おかしな話ですよね。了さとる、了。料理の先生よ。好き嫌いせずにちゃんと食べなきゃだめよ？」


　湯山はテーブルに向かって優やさしげな声をかけ、芽衣子はその光景に呆あつ気けにとられた。


「そ、そちらの方が、了さとるさん、ですか……？」


　食事を待つように車くるま椅い子すに腰こしかけるのは、一見するだけなら人である。形も雰ふん囲い気きも見み間ま違ちがいようがない。しかし、彼はただの一度も身じろぎせず、瞬まばたきさえしない。


　そこには無表情な人形が一体、どこか悲しげな瞳ひとみで座っていた。
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　リョウのことがどうしても気がかりで、あかねは毎日のように湯ゆ山やま家に通った。


　学校が終わって湯山家につくのはいつもだいたい四時半を回るが、幸いにしてその時間は湯山が不在である場合が多い。


「あかね、バイトは？」


「え？　……うん。ちょっとお休み。それより、どう？　なにか進展あった？」


　お姉ちゃんと店長が仲良くしている姿を見るのが辛つらくてバイトに行きたくありません、だなんてとても言えず、あかねは早々に話題を変えた。するとリョウはちょっと考えるように視線を泳がせる。


「椅子に座って、じっとしてた」


「……湯山さんにバレないの？」


　あかねの質問にリョウはこくりとうなずいた。湯山家に通いはじめて一週間──恐おそるべきことに、ドールのふりを続ける彼は〝母〟の前で一いつ切さい動いていないらしい。


「でも……それじゃお母さんと和解できないよ？」


「……初期のドールは動かない。ずっと、動かないドールもある」


　淡たん々たんと答えられてあかねは戸と惑まどう。動かないドールのふりをするから動けないというのはわかるが、だからといってただひたすら車椅子に座っているというのも極きよく端たんだ。


　そもそも、初期だろうがなんだろうが、陶とう器きの人形が動くはずがない。


　捨てられた過去を持つリョウが母親と直接言葉を交かわすのを恐れているなら、壊こわれたドールを直してもらってこっそり入れ替かえ、リョウは「了」としてきちんと母親に会ったほうがいいのではないか、そんな疑問が湧わいてくる。


「美み言ことさんに相談しよう。それで、お母さんとちゃんと話し合おう。こんなことしてたら、リョウくんが疲つかれちゃうよ」


「……もう、とっくに……」


　ぽつりと零こぼれ落ちた言葉が不自然に途と切ぎれ、横顔に深い影かげが落ちる。


「リョウくん？」


　不安になって触ふれた腕うでにはぬくもりがない。驚いて手を離はなすと、リョウがきゅっと唇くちびるを嚙かんでからゆっくりと口を開いた。


「今日は、来客がある。だから、もう、帰ったほうがいい」


　いつものように淡々とした口調だが、そこには確かに拒きよ絶ぜつの意があった。なにか言わなければならない気がしたのに歯がゆいくらい適した言葉が思い浮うかばない。


　あかねは目を伏ふせるリョウを見つめ、「また来るから」と言葉だけを残して駆かけ出した。


「こ……これでいいの？　これがリョウくんの幸せなの？　こんな、認めてももらえない、存在もしないように扱あつかわれて──あんな、顔させて」


　涙なみだは流していなかった。でも、泣いているように見えた。


「ごめん、リョウくん。やっぱり……」


　美み言ことに相談しよう、そう思った。放心状態だった彼も最近ようやく動きはじめた。リョウに怒おこられるかもしれないが、あんな顔をさせるよりずっといい。


　早く帰ろうと走る速度を上げた途と端たん、携けい帯たい電でん話わが鳴り出した。


　カバンから取り出して確かく認にんすると姉の名前が表示されている。あかねは逡しゆん巡じゆんし、のろのろと通話ボタンを押した。


「もしもし？」


『あかね？　まだ学校忙しいの？』


　唐とう突とつな質問にあかねは閉口する。毎日バイト先へ行き待ち構えているのではないか、そう思うとじわじわと追い詰つめられていくような気分になった。


「勉強、大変だから」


『そっか……立りつ花かグループの学校だもんね。やっぱり大変よね』


　気落ちしたような声にずきんと胸が痛んだ。携帯電話をきつく握にぎり、目をつぶる。


『バイト代が入らないと食費が大変でしょ？　私、少しは出してあげられそうだから』


「い、いいよ。大だい丈じよう夫ぶ。お姉ちゃんだって結けつ婚こん資金ためなきゃだめなんだし」


　とっさに返した言葉に自じ虐ぎやく的な笑えみが漏もれる。


『結婚資金だなんて──プロポーズもまだよ』


　電話の向こう、芽め衣い子こが笑う気配があった。いつも屈くつ託たくなく笑う彼女が今日はなんだか元気がなく、あかねは胸むな騒さわぎを覚えて戸惑った。


「お姉ちゃん、なにかあった？」


　問いかけた刹せつ那な、機械ごしに息を呑のむ音が聞こえてきた。


『……わかるの？　あかねってすごいのね』


「なんとなくだけどね。トラブル？　お兄ちゃんのこと？」


『ん。仕事のこと。ちょっと難しいお客さんがいて、……あ、クレーマーじゃないの。普ふ通つうの人。普通……なんだけど、一人で食事をするのに、なぜか二人分用意するのよ。仕事のことだから詳くわしくは言えないんだけど……少し、怖こわくて』


　芽衣子の口からこの手の愚ぐ痴ちが出るのは珍めずらしい。休みがなく働きづめでも、たとえ仕事でトラブルがあったとしても、だいたいは沈ちん黙もくするか、すべてが解決してから話すのだ。事後報告は無事切り抜ぬけたときの証しよう拠こ──だから、家族の誰だれもが安心して彼女の話に耳をかたむける。


　それが、トラブル真っ最中の話を口にするなど。


「だ、大丈夫？　お姉ちゃんのほうが大変なんじゃないの？」


『だーいじょーぶ。あかねに聞いてもらったらすっきりした。ありがとう』


　芽め衣い子こが少しだけ声のトーンをあげる。それから二、三言葉を交わし、あかねは電車に乗り込んだ。








　人形屋や敷しきに帰り着くと、辺りは暗くなっていた。


　秋の日はつるべ落としと言うが、十月に入ると日が落ちるのも格段に早くなった。日中は汗あせをかくほど暑い日もあるのに夕方になるととたんに涼すずしくなる。まるで辺り一面、冬にそなえて警けい戒かいしているかのように。


「遅おそかったな」


　ドアを開けるとフロアの真ん中に美み言ことが立っていた。


「あ、ただいま。これからごはんを……っ!?」


　声が途切れた。フロアの高窓から月光が入っているとはいえ、そこはひどく暗い。それなのに、ぼうっと浮かび上がっていたのだ。彼の大きな手が無造作に摑つかむ、細くしなやかな腕が。その腕は簡素なシャツに包まれた肢し体たいに繫つながり、その肢体はぐったりと床ゆかに崩くずれていた。


「これは、どういうことだ？」


　ゆらりと美言が足を踏ふみ出す。その手に摑まれたまま床に座り込む人物もぐらりと揺ゆれ、次の瞬しゆん間かん、大きくえぐれた頭部があらわになった。


「いやあああ！」


　恐きよう怖ふは悲鳴とともに喉のどの奥からせり上がった。ほとんど無意識に後ろ手でドアノブを探し、指先がドアの表面をひっかいて混乱に拍はく車しやがかかる。


「あかね！　落ち着け、よく見ろ！」


　間近で美言の声が聞こえ、あかねはとっさに目を開けた。そこには半分をうつろな空くう洞どうで埋うめた見知った顔があった。喉の奥からもう一度悲鳴がせり上がる。その直後、大きな手があかねの口を塞ふさいだ。


「落ち着け、ドールだ。……俺が湯ゆ山やまさんに作ったはずの」


　硬こう直ちよくしたまま美言の言葉を咀そ嚼しやくしたあかねは、今度は別の意味で悲鳴をあげそうになった。壊れたドールは、解体して始末することもできず、かといって自室に運ぶには怖すぎて人形部屋に隠かくしたままだったのだ。


「どういうことだ？」


　静かに問われてあかねはびくりと肩かたを震ふるわせる。視線が床を這はう。言い訳を探そうとぐるぐるしているとそのまま腕を引かれて応接室へ引きずり込まれた。


　美み言ことはあかねをソファーに押しつけるように座らせ、その正面にドールとともに腰こしを下ろした。破は壊かいされた頭部の空洞をさらすドールは、それ以外が緻ち密みつすぎて恐ろしいほどグロテスクだった。


「で？　これはどういうことだ？　今の様子じゃなにか知ってるんだろ？」


　怒いかりがにじむ美言の声にあかねの肩が大きく揺れる。ちゃんと話すつもりで帰ってきたのに、相談にのってもらうつもりでいたのに、いざ本人を前にすると剣けん幕まくに恐怖し畏い縮しゆくしてしまう。


「これは俺の作ったドールだ。湯ゆ山やまさんのところにあるはずのものがどうして人形部屋に隠してあった？」


「そ、それが美言さんの作ったドールっていう証拠は、ありません」


　恐怖に駆られてとっさに告げる。すると美言はドールの首をひっつかんで体を倒たおし、首から撫なで上げるようにその髪かみをかき上げた。現れたのは美言のイニシャルと日付、さらに三桁けたのナンバーだ。


「湯山さんに送ったナンバーと一いつ致ちする。他ほかに言いたいことは？」


　視線でも人が斬きれるのではないか、そう思えるほどの眼光に息が詰まる。


「黙だまってたらわからないだろ！」


　怒ど声せいとともにテーブルに平手が落ち、あかねは体をちぢこめた。なにかが一いつ瞬しゆん脳のう裏りにひらめき、眼前が真っ暗になった。殴なぐられる、そう思って頭と腹を守るために背を丸め──直後、肩を摑まれてはっとわれに返った。


　大きな手がぐいっとあかねの目元をぬぐう。


「悪い。怒ど鳴なるつもりは……なかった。このドールは特別で……少し、混乱してるんだ」


　うめくように言って、美言はソファーにどっかりと腰を下ろす。深く息を吐はき出す音を聞いてあかねは慌あわてて首を横にふった。


「私のほうこそ──ごめんなさい。に……人形は私が壊こわしました。転んで、ぶつけたんです」


　リョウが故意に壊したとは伝えづらい。だからそう伝えたが、美言は溜ため息いきを返した。


「そういう噓うそはいらない。お前がぶつかったくらいでドールは壊れない。これはただのビスクドールじゃないんだ。大まかな工程は同じだが、決定的に違ちがう点がある」


「美言！　おしゃべりがすぎるよ」


　唐突に聞こえてきた声にぎょっとすると、煙けむりのように現れたルイスはそのままストンとあかねの隣となりに腰を下ろし、驚きよう倒とうするあかねに軽く手をふってから美言を睨にらんだ。


「ここ数日ふぬけになっていたのは君の過失じゃないか。それなのに、それを棚たなに上げて女の子を泣かせるなんて格好悪いと思わない？　ドールの管理くらいちゃんとしておくべきだよ。最終確認を怠おこたった君にだって責任がないわけじゃないんだし」


「……ルイス」


「ん？」


「お前、確か屋敷の人形はすべて把握できるんだったな？」


「そうだけど、それがなにか？」


「リョウがいなくなって、ドールがここに残ってることには……」


「気づいていたに決まってる。でも、君はなにも訊きかなかっただろ？」


　けろりと問うルイスに美み言ことががっくりと項うな垂だれた。わしゃわしゃと髪をかき混ぜ、深呼吸してから顔を上げた。


「それで、どうなってる？　ドールがここにあるってことは、……リョウは、どこにいる？」


「リョウくんは……、その、湯ゆ山やまさんのところに」


　伝えた直後、美言の顔色が変わった。今までに見たこともないほど険しい苦く渋じゆうの表情を浮うかべ、彼は立ち上がるなり応接室から出て行ってしまった。声をかける隙すきなどない。遠ざかる足音だけで彼が人形屋敷を出て行ったのがわかる。


　ドアを見つめていたルイスは髪をかき上げてきつく眉まゆ根ねを寄せた。


「失敗したな。リョウの行き先くらい、僕のほうで把握しておくべきだった」


「ルイス……あの、リョウくんは……？」


「……ドールっていうのはね、もともと未完成の状態で依い頼らい主ぬしに譲じよう渡とされる。それを完成させることができるのは、唯ゆい一いつ、依頼主だけなんだ」


　ルイスの声を聞いていると、なぜか足あし下もとからすうっと体温が引いていく気がした。


「リョウは完成されたドールだった。でも、認められることのないドールでもあった」


「……え？」


「湯山家は、リョウにとっては地じ獄ごくだよ」


　ルイスの声は、胸の奥を暗く満たすほど静かに響ひびいた。
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「了さとる、了」


　繰くり返し声が聞こえた。


「了、お前はいい子ね。ほら、ごはんを作ったわよ。野菜、嫌きらいだったでしょう？　このスープはお肉しか入ってないの。鶏とりの骨を砕くだいて鍋なべに入れて、たくさんたくさん煮に込こんだの。お前のためよ。お前の喜ぶ顔が見たかったの。さあお食べ。あら、自分で食べられないの？　甘えん坊ぼうさんねえ」


　室内に響くのは引きつったような笑い声。五年前とはまるで違う、病的に老ふけ込んだ母。


　事故に遭あい、一度意識が途と切ぎれた。それが再び繫がったのは三年前だった。


　そのときすでに優やさしかった母親の面おも影かげはなく、父の姿もなかった。


　一人息むす子こを失って絶望した母は、死んだ息子を取り戻もどそうと次々といかがわしい集まりに顔を出し、ついには父に愛あい想そを尽つかされた。それでも彼女は息子に会いたいと渇かつ望ぼうし、やがてドールという人形の話を耳にする。


　ドールは別名を〝魂たましいの入れ物〟と言う。文字通り魂こん魄ぱくを降ろすための依より代しろだ。制作過程で肉体の一部が利用され、それが特定の人物のために用意された特別な器うつわなのだと報しらせる。


　だが、魂が降りる確率は極きわめて低い。


　すでに成じよう仏ぶつしてしまったものもあれば、本人が呼び寄せられることを願わない場合もあるのだ。それでもかまわないと人形屋や敷しきを訪おとずれるのは、わずかな可能性にすがる行き場のない人間と、大枚をはたいてドールを作り、魂が降りなかった事実を「成仏した」と結論づけて己おのれを慰なぐさめたい人間くらいなものだろう。


　もちろん、例外はいる。


「了さとる。はい、あーん」


　スープをすくったスプーンがリョウの唇くちびるにあたり、表層を濡ぬらして顎あごをしたたり膝ひざの上に染しみを作った。


「了、どうして食べないの？　我が儘ままはいけません！　食べなさい……!!」


　唐とう突とつに金切り声で叫さけんだ彼女はリョウの頰ほおを平手で打った。支えのない体は大きく傾かたむき、椅い子すごとカーペットに転がった。弾はずみでテーブルが激しく揺ゆれ、スープ皿の周りにいくつも小さな水たまりを作る。


「ああ……！　了、大だい丈じよう夫ぶ!?　ごめんね、了！　お母さんを許してね。手を上げるつもりなんてなかったのよ。ごめんね……!!」


　母はぴくりとも動かないリョウの体を抱だき起こして悲ひ愴そうに訴うつたえる。


　同じことの繰り返しだ。


　わざわざテレビをつけておいて激高し、暴力をふるったあと謝罪する。掃そう除じの邪じや魔まだからと突つき飛ばし、泣きながら許しをこう。学校に行かないと嘆なげいては息子を心配する母になりきり、暗い家の中を明るくしようとはしゃぐ。


　永遠に続く一人遊び。


　尽くし、暴力をふるい、謝罪し、また尽くし、暴力をふるう。


　その繰り返し。


「今日は天気がいいから外へお散歩に行きましょうか？　着き替がえるからちょっと待っててね」


　鉛なまりを溶とかし込んだような空を見上げ、母は楽しげに笑う。十分ほどして戻ってきた彼女は、先刻と同じ服装だった。


「お待たせ、了。……あら、どうしたの？　急に行きたくないだなんて。外に出なきゃ体に毒よ。さあ行きましょう」


　強ごう引いんに腕うでを引かれ、リョウの体が椅子から落ちた。


「行きたくないの!?　どうして!?　了さとる、だめよ！　我が儘は許しません──!!」


　叫んだ彼女は床ゆかに転がったクッションでリョウの体をめちゃくちゃにぶった。息が乱れるほど叩たたきつけたあとは、彼女はいつものように感情のままわっと泣き出す。


「ごめんね、了。痛かったでしょ。お母さんを許して」


　両手で顔をおおい、悲痛に泣き続ける。


　愛情と憎ぞう悪お、後こう悔かいと解放。その繰り返し。何度も、何度も、何度も。


　この家に来て以来、リョウがドールのふりを続けているにもかかわらず、母はいつも一人芝しば居いに明け暮れる。これを三年前に見ていたなら──魂が降りる前に知っていたなら、きっと気づけていたに違いない。彼女の心がすでに自分に向いてなどいないことに。深く愛するのは息子ではなく己であり、哀あわれな自分を演出するために必要だったのは、従順なだけの息子ではなく、反発も賛意も、免めん罪ざいですら意のままになる人形だったのだ。


　そうとも知らず、彼女の狂きよう気きに誘さそわれて意識と器を持ってしまった。


　母はただ、息子の形をしたものと壊れた日常を永遠に繰り返したかっただけなのに。


　──これは、とてもくだらない喜劇だ。


　リョウはぼんやりとそう思った。


　決して動くことはないと思っている息子の模造品を、彼女は宝物のように丁てい寧ねいにかかえ上げて椅子に座らせた。


　遠くでチャイムの音がして、母は慌あわてたようにドアを見た。


「大変だわ。もうこんな時間。了、お腹なかがすいたでしょう？　お母さんのスープはだめだったけど、先生が作ったものなら大丈夫よ。すぐにお前の大好きなものを用意するから」


　視線がずるりと横にずれる。〝了〟と呼びかける彼女の眼まな差ざしはずっと虚きよに向けられ、一度もまっすぐリョウをとらえたことはない。


　母は〝先生〟を迎むかえに行くためいそいそと部屋を出ていった。


「……ああ、そうか。やっとわかった。僕は、お母さんの思い通りに動かない……役に立たないドールだったから、捨てられたんだ」


　ずっと、なにかがずれている気がしていた。自分がそこにいるのに認めてもらえない、そのことがとても恐おそろしくて寂さびしくて、不安で不安でたまらなかった。


　それがどこから来る感情だったのか、やっとわかった。


　奈な落らくの底に落ちていくように、目の前が真っ暗になっていく気がした。








　振り子時計の音がいやに大きく聞こえ、あかねは肩かたをすぼめる。


　いつもなら食事の支し度たくに取りかかる時刻だが、美み言こととリョウのことが気にかかって仕方がなく、玄げん関かんから一番近い応接室で帰りをじっと待っていた。


「女の子は笑え顔がおもいいけど、憂うれい顔もそそるね」


　にっこり微笑ほほえむルイスに脱だつ力りよくしているとサイレンが聞こえ、あかねは思わず立ち上がって窓辺に駆かけ寄った。


「気持ちはわかるけど、もうちょっと落ち着いたら？」


「う、うん。……ねえルイス、〝ドール〟ってなに？　普ふ通つうのビスクドールとどう違ちがうの？」


「んー、んー。内ない緒しよ。特定の方法で作る特別な人形、とだけ言っておこう。それが作れる人形師を、僕は三人しか知らない」


「美み言ことさんと？」


「……人形屋敷の主人でもあった美言の姉、橘たちばな三み春はる。そして、かのセリーヌ・バリエ。残念ながら美言以外は全員死んでるけどね。今僕が教えてあげられるのはここまで」


　ルイスが言葉を切った直後、電話の音が聞こえてきた。


「み、美言さんかも」


「えー。美言って文明の利器を記き憶おくから削さく除じよしてるタイプだから、電話なんてかけてこないと思うけどなあ。そこまで知ち恵えが回ればわざわざ屋敷を飛び出さないだろうし」


　確かに、と納なつ得とくしかけてあかねはちょっと頭痛を覚えた。状じよう況きようが状況だし直接出向いたほうが誠意は伝わるが、電話を入れて日を改めても問題なかっただろう。


　しかし、その考えは電話を取った瞬しゆん間かんに吹ふき飛んだ。


『人形師は!?　早く来て！　了さとるが暴れてるの!!』


　レトロな受話器を取るなり聞こえてきたのは湯ゆ山やまの金切り声だった。


「え？　さとるって……？」


『息子のドールよ！　早く始末してちょうだい！　早く──』


　言葉は悲鳴で途切れ、それ以上は不通を報せる機械音だけが鼓こ膜まくを揺らした。


　あかねは啞あ然ぜんとしながらも受話器をもとに戻した。


「さとるって、リョウくんのこと……？　暴れてるって、始末してほしいって、それって……」


　意味がわからない。しかし、鼓こ動どうだけは着々と速くなっていく。あかねはすぐに玄関に向かって足を踏ふみ出し、その手首をルイスに摑つかまれてはっと息を呑のみ込んだ。


「今の電話は？」


「湯山さん……リョウくんが暴れて、始末してほしいって」


　動どう揺ようを抑おさえながら伝えるとルイスは溜ため息いきとともに歩き出した。


「美言より僕のほうが必要みたいだな。あかね、リョウの家の場所ってどこ？」


「わ、私も行く！」


「だめだ。あかねはここにいて」


「行く！」


　始末などという言葉を聞いて引き下がれるわけがない。だめならルイスをおいて自分一人で出かけようと決心してじっと彼の目を見つめると、やや間をあけて彼は口を片手でおおってふわふわと視線を泳がせた。


「君といると調子が狂くるうなあ」


　ぼそりとそんな声が聞こえた。了りよう承しようか拒きよ絶ぜつか──なおもじっと見つめると、ルイスは肩を落とす。


「わかったよ。一いつ緒しよに行こう。……本当、自分が半人前であるのが恨うらめしいな」








　電車に乗って三つ目の駅で降り、ショッピングモールがある道とは逆方向へ進む。


「美み言ことさんって携けい帯たい電でん話わは？」


「持ってない。ごくごくたまーに大学に行ってるけど、それ以外はだいたい家にいるから、本人も周りも必要性を感じてないみたいなんだ」


　ひどく納得する回答だ。しかし、こういうときには不便だ。美言はもう湯ゆ山やま家に着いただろうか。現場は一体どうなっているのか──それを考えると不安になる。


「リョウくんを止めることはルイスにしかできないの？」


「美言にもできるよ。でも、今回は僕が適役。なにせ僕は専門だからね」


　足早に移動しながらも息一つ乱すことなくルイスはそう告げた。


「リョウくんが暴れるのって、……よくあること？」


「はじめてだね。少なくとも僕が知っている中ではないな。……彼が心配？」


「当たり前のこと訊きかないで」


　きっぱり返すと「当たり前、か」と、考えるような声が聞こえてきた。当たり前に決まっている。心配でないはずがない。あの電話が間ま違ちがいであってくれればと、美言がリョウを無事に説得していてくれればと、そう思う。


　ブロック塀べいに沿って道路を曲がると、人の行き交かう住宅街に湯山家が見えた。


「……リョウ、中にいるね」


　すっと目を細めながらルイスが言う。それを聞いてあかねの体に緊きん張ちようが走った。


　辺りはすでに真っ暗で、家々には明かりがともる時刻である。それなのに湯山家は暗く、物音一つしない。先に出た美言が到とう着ちやくしているはずなのに、その気配さえないのだ。


　あかねは震ふるえる指を呼び鈴りんに伸のばす。触ふれた直後、建物の中から悲鳴が聞こえてきた。


　聞き馴な染じみのある、若い女性の声だ。


　一いつ瞬しゆん、体中の血が逆流するかと思った。


　立ちすくんだあかねは、門もん扉ぴの金具をはずし湯山家の庭に足を踏み入れたルイスの姿にわれに返る。玄関ドアを開けると同時、居間の窓ガラスが派手な音をたてて砕くだけた。


　月光を受けてガラス片へんがキラキラと輝かがやく。その中に無表情のドールが躍おどり出た。


「リョウくん……!?」


　とっさに呼びかけたが、庭に着地したリョウには届かなかったのだろう。重力を感じさせないほど軽々と垣かき根ねを飛び越こえ、瞬またたく間に視界から消えた。


「依い頼らい主ぬしは任せる」


　ルイスはそう言い残すなり踵きびすを返して駆け出した。あかねは迷い、室内から聞こえてくる声に慌てて玄関を覗のぞき込んだ。


「湯ゆ山やまさん、いますか!?　お……お姉ちゃん、ここにいるの？　返事をして！」


　聞き間違えであればいい。そう思って呼びかけると、血まみれの白い手が廊ろう下かに落ち、ひっかくように床ゆかに爪つめを立てた。そして。


「あかね……？」


　再び聞き覚えのある声が耳じ朶だを打った。


「お姉ちゃん!?　大だい丈じよう夫ぶ!?　どうしてここに……!?」


　あかねは靴くつを脱ぬぎ捨て血まみれの手のもとへ駆け寄り、倒たおれているのが芽め衣い子こだと確かく認にんするなりひざまずいた。額が割れて血が流れ、右みぎ肩かたもぐっしょりと赤く濡ぬれている。あかねはポケットからハンカチを取り出して肩を縛しばり、血の赤と対照的に青ざめる顔を覗き込んだ。


「お姉ちゃん、しっかりして」


「人形が……人形が、急に、暴れ出して……」


　うわごとのようにつぶやく芽衣子の声につられて顔を上げると、月光のさす薄うす暗ぐらい部屋の片かた隅すみに、膝ひざをかかえて目だけをぎょろぎょろ動かす湯山の姿が見えた。カーテンは引きちぎられ、家具は倒され、壁かべや床に赤い飛ひ沫まつが散っている。そんな中にあってなお、テーブルの上には二人分の料理が不自然なほどきれいに整えられていた。


　それを見た瞬間、ぞわりと鳥とり肌はだが立った。


「お姉ちゃんが電話で言ってたのって、……湯山さんの家だったの……？」


「う、動くはずないと思ってたの。だって、ただの人形だったのよ。人間みたいだったけど、本当にただの人形だった。それなのに……」


　芽衣子は肩を震わせ、まるでなにかから逃にげるように体をちぢこめた。そんな芽衣子を見てあかねはぎゅっと唇くちびるを嚙かみ、すぐに彼女から離はなれて床に転がった電話に手をかける。


「電話、お借りします」


　湯山に断り受話器を握にぎる。バクバクと暴れる心臓を必死でなだめながら一一九番に電話をかけて、住所と怪け我が人がいることを告げて受話器を置いた。


「お姉ちゃん、救急車すぐに来るから。大丈夫だからね」


　言いながらもあかねの視線は割れた窓を凝ぎよう視ししていた。美み言ことはどこに行ったのだろう。リョウは、ルイスは──そう思うと、すぐにでも駆かけ出したくなった。だが、救急車が来るまでは待たなければならない。救急車が来たら付き添そって、病院に行かなければならない。


　もしそのあいだになにか取り返しのつかないことが起こってしまったら。


「あかね、外が気になるの？」


　上体を起こした芽め衣い子こに問いかけられ、あかねは慌あわてて視線を窓から剝はいだ。


「う、ううん。お姉ちゃん、動いちゃだめだよ。じっとしてて」


「行ってきて大丈夫よ。ちゃんと、自分で説明できるから……外、気になるんでしょ？」


「で、でも」


「救急車が来ちゃったら行けなくなる。たぶん、警察も来るだろうから」


　ドキリとした。この状況ならばまず間違いなく警察沙ざ汰たになるだろう。芽衣子の言う通り、行くなら今しかない。


「……お姉ちゃん」


「大丈夫、行ってきなさい。その代わり、お見み舞まいにミカンを持って来てね」


　思わぬ一言に少し笑い、ゆっくりとうなずく姉を見て唇を嚙む。


　軽く手を叩たたかれて、ぐっと顎あごを引いて立ち上がった。


　玄げん関かんへ行くと慌ただしく靴を履はく。緊張で刻々と速くなる鼓こ動どうに遠くから聞こえてくるサイレンの音が重なり、共鳴するように大きくなった。


　あかねは動揺を振ふり払はらい、リョウたちが去った方角へと走った。


　まだ日が落ちて間もない時間帯だ。路地に人がいてもおかしくない。それなのに、まっすぐ延びる道路には車どころか人の姿すらなくなっていた。


「どこ……!?」


　サイレンの音が消える。そうすると自分の足音だけが大きく反はん響きようしてひどく怖こわかった。闇やみに追いかけられるような感覚に混乱し、そのたびにいつもマイペースだった人形屋や敷しきの面々を心に描えがいて恐きよう怖ふを振り払う。


　あかねは足を止め、リョウとルイスの姿を求めて闇に目をこらす。


　ルイスの携帯電話を鳴らせばいいのだと気づいてポケットをさぐったとき、ふとなにかが動く気配がした。細い通路を見ると闇を含ふくんでべっとりと重苦しい木々が群れをなすように立っていた。公園だ。木々の奥に人ひと影かげが見え、あかねは弾はじかれたように走り出した。


　そして目にする。


　闇に立つ、大おお鎌がまを手にした青年を。


「なにを……してるの……？」


　あかねは公園に一歩足を踏ふみ入れ、そう尋たずねていた。


　彼は金糸の髪かみを柔やわらかくゆらし、花の香かおりをまといつかせて優ゆう雅がに微笑ほほえんだ。


「僕のやるべきことを」


　振り上げた大鎌が月の光に鈍にぶく光り、視界が一瞬にして花畑でおおわれる。


「リョウのようなタイプはとても狩かりにくいんだ。突とつ然ぜんの死を受け入れられず、死神の鎌から逃のがれてしまった御み霊たま──自分がなんであるかもわからない魂こん魄ぱくは、己おのれの形を保つことさえできなくて散り散りになってしまう。そうなると鎌では簡単に狩れなくなって、最悪、他ほかの魂魄とどろどろに溶とけ合い闇に堕おちる。そこまでいくと僕たちでは手に負えなくなる」


　ルイスの双そう眸ぼうはまっすぐ目の前にうずくまる影に向けられていた。リョウくん、そう呼びかけようと思ったのにどうしても声が出なかった。


　これはなに。


　咲さき乱れる花の中、重力を感じさせないほど軽々と大鎌を手にする青年。


　これはなに。


　関節を球体で繫つなぎ合わせただけの、壊こわれた己の片かた腕うでを呆ぼう然ぜんとした顔で見つめる少年。


　ルイスとリョウ──よく知るはずの二人は今、猟かり人びとと獲え物ものという立場に分かれてあかねの前にいる。


「〝ドール〟は他のどんな人形とも違ちがう、特別な魂たましいの入れ物だ。条件さえ合えば、散り散りの魂をかき集めて繫ぎ合わせてくれる。〝ドール〟はね、殺すために作られる、世界に一つしかない美しき棺ひつぎなんだ」


　うっとりと細められたルイスの目は、しかし一いつ片ぺんの感情も見えなかった。


「リョウ、今までとても楽しかったよ。さようなら」


　大鎌をかまえた腕がしなやかに動き、月光にきらめく刃やいばが振り下ろされる。あかねはただ呆然とその光景を見守っていた。


　そう。見守っていたはずだった。


　気づけば足は地を蹴けり、今まさに振り下ろされる鎌の前へと躍り出ていた。


「だめ……!!」


　リョウを背中にかばい、両手を広げ腹の底から叫さけぶ。大鎌は軌き道どうを外し、刃の先せん端たんは深々と地に埋うまった。


「あかね!?　危ないだろ。この大鎌は特別なんだ。肉体があっても狩れるんだよ」


　ルイスが大鎌を持ち上げると、まるでなにかが嚙み合うように金属的な音が響ひびいた。


「そこをどいて？　君はまだリストに載のってないんだ。だから、今はまだ狩りたくない」


「わ、私がどいたらリョウくんは？」


「狩るよ」


　月を背に微笑む少年はなんの迷いもなく告げた。死神──その言葉が、あかねの脳のう裏りにひらめく。大鎌を持ち、肉体と魂を切り離し黄泉よみに送る者。あまりに非現実的な存在は、物語の中で語られるだけのものだ。


　現実にいるはずがない。そう思った。


　それなのに、体の底から恐怖心が揺ゆさぶり起こされて震ふるえが止まらなかった。


「僕は対象者の意志を尊重する。だけど、邪じや魔ま者ものの意志は尊重しない。そういう流りゆう儀ぎなんだ。だから、君が邪魔するなら、君ごと狩るよ？」


「た、対象者って──リョウくんが、死にたいって言ったの？」


　必死で声を絞しぼり出すと、答えるように背後でカタリと乾かわいた音がした。


「僕は、人じゃない。ただの入れ物だ。誰だれにも望まれなければ……存在する意味さえ、ない」


　いつもどこか鈍く反応をするリョウが、まるで感情に突つき動かされるように言葉をつむぐ。それがとても痛々しい。


　あかねは振り返り、異様な光景に息を呑のんだ。


　間近で見ればなおのことよくわかった。彼が押さえている右腕は損そん壊かいが激しく陶とう器きの断面が覗のぞくこと。そして、そこから指先にかけて、やはり関節に球体がはまっているのだ。


　美み言ことが作ったドールのように。


「お母さんに必要だったのは、僕じゃない」


　球体をはめ込まれた指先に力がこもる。


「せっかく、美言が、新しい入れ物を作ってくれたのに──僕の居場所は、はじめからなかった。はじめから、どこにも……」


「マリア・ロワーズは？　人形屋敷は、リョウくんの居場所じゃなかったの？」


　問いかけながら、あかねはようやく今まで感じてきた違い和わ感かんの正体に気づいた。人形屋敷に通うようになった頃ころ、リョウはあかねに敵てき愾がい心しんを持っていた。あれは、自分の居場所を模も索さくする彼が、気まぐれにやってきた部外者にそれを盗とられまいと警けい戒かいしたからなのだろう。


　だから、あかねについて回った。だから、手伝いを頼たのむとどこか嬉うれしそうだった。


　必要とされることで、自分の居場所を確かめていたのだ。


　そんなふうにしか不安を埋められなかった。


「美言は、お母さんに言われて新しいドールを作った。一つの魂は、一つの器うつわにしか入れない。美言は、僕をお母さんのところへ送ろうとした」


　顔を伏ふせて背を丸める。まるで小さな子どものように。


「でも、必要とされてなかった。いらなかったんだ。お母さんがほしかったのは、僕じゃない。だから三年前に捨てられたのに、僕は、なにもわかってなかった。僕にははじめから、なんの価値もなかった。だったら、もう、僕がここにいる意味なんて、ないじゃないか……!!」


　血を吐はくようにして叫ぶリョウの指先にさらなる力がこもる。ぴしりと音をたて皮ひ膚ふに亀き裂れつが走り、次の瞬しゆん間かん、腕は砕くだけて地面へと転がった。


　血も肉も、痛覚さえもないからっぽの器。


　けれどリョウは傷ついている。泣くことさえできないが、それでも──。


「ほら、結論は出てる。母親も始末してほしいって言ってたんだから、僕がリョウを狩ってこの仕事は終しゆう了りようだよ。一件にここまで時間をかけたのははじめてだけどお互たがいに納なつ得とくがいく最さい期ごだったんだ。だからハッピーエンドだよ」


　大鎌の柄えで幻まぼろしの花を軽くかき混ぜルイスが微笑んだ。今まで一いつ緒しよに暮らしてきたのに微み塵じんの迷いもない。それがとても不ふ愉ゆ快かいで、あかねはキッとルイスを睨にらむ。


「こんなに苦しそうにしてるのに、どこがハッピーエンドなの？」


「さまよえる亡もう者じやを黄泉の門へ送る。これ以上ない結末じゃないか」


「ハッピーエンドっていうのは幸せな結末なの！　これがそんなものに見える!?」


　怒ど鳴なるあかねにルイスはきょとんとした。


「それは……まあ、見えないけど。でも、リョウは納得してるんだ。だったら、これも一つの結末なんだよ。邪魔するなら本当にあかねも一緒に送っちゃうよ」


　まるであかねを脅おどすように大きな鎌が軽々と振り上げられる。月の光を集めたように不気味に光る刃が、確かめるように角度を変えた。


「君に黄泉よみ路じを渡わたる覚かく悟ごはある？」


　優やさしい声は怖おぞ気けを震うほど低い。あかねは抗こう議ぎしようと口を開いたが、声が喉のどの奥に絡からまって言葉がうまく出なかった。鼓こ動どうが速く、酸素が足りないのか頭がガンガンと痛い。手も足も動かず、瞬まばたきさえできぬまま、ゆらりと振ふり下ろされる大鎌の軌道だけを見つめていた。


　その耳に。


「ルイス、やめろ」


　苛いら立だつような声が切れ切れに届いた。


　大鎌がぴたりと動きを止め、ルイスの口元に刻まれた笑えみがすっと消えた。


　あかねは視線だけをなんとか動かして声の主を捜さがす。


　公園の出入り口に、大きな体を曲げるようにして肩かたで息をする男がいた。


「美み言ことさん……？」


　なんとか声を絞り出すと、それに応こたえるように美言が体を起こす。不思議なことに彼の服は、どこかで喧けん嘩かでもしたのかと疑いたくなるほど乱れ、汚よごれていた。


「なんでこんなところにいるんだ。湯ゆ山やま家が大おお騒さわぎだってときに！」


「……美言って僕たちより早く出てなかった？」


「黙だまれ。野や暮ぼ用ようができたんだ」


　ルイスの問いに憤ふん然ぜんと答え、幻げん視しの花を蹴け散ちらしながら美言はさらに言葉を続けた。


「それより、ここでリョウを狩かったら二度と生気はやらん。依い頼らいが来てもドールは作らん」


「……ドール制作は君の大切な収入源じゃないか」


「収入源が減るのは痛いが、完成体になったら同意のうえで狩るっていうのが約束だ」


「リョウは同意したよ」


　大おお鎌がまをあかねとリョウに添そえたまま、ルイスは美言にきっぱりと告げる。美言は硬こう直ちよくしたあかねとうつむくリョウをちらりと見て、呼吸を整えるためか深く息を吸った。


「リョウ」


　呼びかけるその声に、リョウの肩が小さく震えた。


「誰がいつお前を手放すなんて言ったんだ？　ドールは魂たましいを入れるためのただの器だ。そこに魂が入って完成体になるか、なにも入らず未完成品で終わるか、そんなことは誰にもわからない。作った俺にも、それを願う人間にも、望まれる者にすらわからないんだ」


「だ、だけど……」


「湯ゆ山やまさんは言ったんだよ。以前手元にあったのは素す晴ばらしいドールだったが、自分が望んだドールじゃなかったって。湯山さんのもとにあったドールはお前だ。正しよう真しん正しよう銘めい〝完成体〟だ。だが、それじゃないと言った。そうなると彼女が望んだのは、〝未完成品〟のドール──魂の入っていないドールってことだろう。だから俺はもう一体作ったんだ」


「でも今、新しく作るドールが湯山さんの気に入るものになるかわからないって……」


　混乱したままあかねは声を挟はさむ。完成体が作りづらいことはわかった。ならば、未完成品を望む湯山に「気に入るかどうかわからない」と断りを入れる必要などないはずだ。リョウの魂はすでに器を得て存在し、次に作るドールは決して完成体にはならないのだから。


　疑ぎ問もん符ふを浮うかべるあかねに美み言ことは一つ溜ため息いきをついた。


「リョウの気が変わるかもしれないだろう。母親と向き合うことを恐おそれていても、いまだ望まれていると知れば帰りたいと言い出すかもしれない。息むす子こを否定した母親だって、今のリョウなら受け入れるかもしれない。新しく作ったドールは、その橋はし渡わたしをする道具だったんだ。選せん択たく肢しが存在するなら、それを奪うばう権利は俺にはないからな。……まさか、新しく作ったドールを壊こわして成り代わるとは思わなかったが」


　美言の思いがけない言葉にリョウは呆ぼう然ぜんとした。


「新しいドールは、僕のため？」


「でなきゃ、わざわざ二体目なんて誰が作るか。前に作った型が残ってるっていっても、お前を行かせたほうがずっと早いだろうが」


　当然と言わんばかりの美言にリョウはぐっと唇くちびるを嚙かむ。動どう揺ようと混乱は、間近にいるあかねにも伝わってきた。


「僕は、美言が……僕のことを、いらないのだと……ばかり……」


「あ？　誰だれが言った？」


「だ……だって、僕は、なにもできない。料理も、掃そう除じも、洗せん濯たくも、……なにも」


「安心しろ。俺も苦手だ」


「美言、その答え方はたぶん間ま違ちがってるよ」


「黙れ、ルイス。お前だってなにもできないだろうが」


　ぎろりと睨まれ、ルイスは肩をすくめた。


「……そんな僕でも、あの場所に、いてもいい？」


　答えを求めるリョウに、美み言ことはどことなくシニカルな笑みを浮かべる。


「好きなだけいろ。コーヒーが一人で淹いれられるようになったらな」


　皮肉っぽい一言にあかねはぎょっとした。心細い思いをしてきただろう相手に、それではあまりに無神経だと思えたのだ。ここでかけるべきなのは、気の利きいた優しい言葉──そうでなければならないと考えた。


　恐る恐るリョウを見ると、彼の顔はいまだかつてないほど歪ゆがんでいた。


「あ、あのね、今のは、きっと──」


　あかねがしどろもどろに言葉をつむぐ途と中ちゆう、彼は残った左手で顔をおおった。


「……僕は、どうして泣けないんだろう。泣けたらいいのに。こんなにも、嬉しいときには」


　指の隙すき間まから零こぼれ落ちる声にあかねは目を見開いた。


　リョウが必死で守ろうとした場所を美言はたった一言で与あたえてくれたのだ。


　コーヒー一杯ぱい──あまりに簡単でそっけないやりとりで。


　しかし、これが美言の流りゆう儀ぎなのだろう。


　あかねはそっとリョウの腕うでに手を添える。


「よかったね、リョウくん」


「ぜーんぜんよくないよ！」


　あかねの声にルイスの声が重なった。彼は大鎌をカチャカチャと揺ゆらし、一つ息をつくと持ち上げ美言を睨む。


「リストにない魂こん魄ぱくはいつ狩ってもいいって規定はある。だけどね、リョウのドールが作られてから三年も待ってたんだよ、僕は。女の子だってこんなに時間かけて口説いたことないのに。営業妨ぼう害がいだ」


「お前のツメが甘いんだ。お互いに合意のうえで狩る流儀なら、次はちゃんと腰こし据すえて、筋を通して説得しろ」


「くそう。僕の三年分の努力が……!!」


「最近じゃまともに説得もしてなかっただろうが。それに、ただ働きは得意だろ？」


「君は本当に口が減らないね。僕がその気になったらみんなまとめて狩れるんだけど」


「お前が本気か本気じゃないか、俺がわからないとでも思ってるのか？」


「……付き合いが長いっていうのも厄介だね」


　美言を睨んでいたルイスが息をついて腕を軽く一ひと振ふりすると、漆しつ黒こくの大鎌は空気にほどけるように溶とけて消えてしまった。原理はわからないものの、大鎌が消えると辺りを埋うめ尽つくしていた花も消え、甘く漂ただよっていた香かおりさえも消えてしまった。返ってきたのは慣れた喧けん騒そうだ。夜の風にのってクラクションが聞こえ、葉は擦ずれの音も耳に届く。あかねはほっと息をつき──その直後、再び喧騒が遠ざかっていくのを感じて視線を巡めぐらせた。


　刹せつ那な、駆け寄った美言に腕を引かれた。


　驚おどろきに目を見開き、次いで鋭するどい金属音に身を竦すくませる。


「おや。なかなかいい動きをしますね、ルイス。今のタイミングなら獲とれると思いました」


　しっとりと濡ぬれるような声が甘く響ひびき、金属がこすれる音が続く。ぶわっと音をたて、ついさっき消えたはずの花が舞まい上がって一いつ瞬しゆんだけ視界を塞ふさいだ。


　月の光を吸い込むように、花びらが淡あわく輝く。


　花の嵐あらしの合間に見えたのは、刃やいばより鋭い光を宿す銀ぎん髪ぱつの青年が冷れい酷こくな笑みを浮かべて大鎌を振り下ろし、その攻こう撃げきを大鎌の柄えでなんとか防いだルイスの姿だった。


　きつい花の芳ほう香こうにあかねの体が大きく震ふるえた。


「サディアス!?　どうして、あなたが──」


　ビスクドールにはめ込まれた目のように青く澄すんだ双そう眸ぼうが、驚きよう愕がくの表情を浮かべるルイスを見て笑えみの形に歪む。


「リストから外れた獲え物ものを見つけたので狩っておこうかと思いまして」


　ゆるりと持ち上がった大鎌が角度を変え、まっすぐリョウに向けられる。殺す気だ、そう思った。一いつ片ぺんの情もなく、なんの感かん慨がいも抱いだかずに。


　リョウを狩ろうとしたルイスを見たとき怖こわいと思った。けれど今はその比ではない。ガタガタと震える体は立っていることさえ辛つらく、美み言ことに支えられてなんとかその場にとどまっているのみ──指一本、動かせなかった。


「彼は僕の獲物だ。譲ゆずる気はありません」


　ルイスはまっすぐサディアスを見つめながら返す。彼は少し眉まゆをひそめ、それからふっと視線をめぐらせてあかねに目を留めた。


「……わかりました。私は他ほかをあたるとしましょう」


　まっすぐあかねを見つめながらそう返し、不自然に口元を歪めて微笑ほほえんでみせる。手にした大鎌が空気にほどけ、公園いっぱいに広がった死の花が蜃しん気き楼ろうのように揺らめきながら消えると、いつの間にかサディアスの姿も消えていた。


　あとに残ったのはきつい花の香りと体の自由さえ奪うほどの恐きよう怖ふ心しんだった。
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　リョウをルイスに任せて湯ゆ山やま家に戻もどる途中、人ひと影かげをまばらに発見してあかねはほっと息をついた。異様な空気はすでになく、家々にともった明かりもあたたかい。


「こ、怖かった……本当、怖かった。謎なぞも増えていくし」


　ルイスとリョウの正体、美み言こととの関係、そしてあのサディアスという男──思い出すと頭の中がこんがらがる気がした。家に帰ったら一度ちゃんと整理しなければならない。


　しかし、まずは芽め衣い子このことだ。無事に救急車で搬はん送そうされたかが気になって、美言とともに小走りで湯山家に戻る。


　その途中、あかねは見知った後ろ姿を見つけて「あっ」と声をあげた。


「店長!?」


　きょろきょろと辺りを見回した和かず真まは、あかねを見つけると慌あわてて近づいてきた。


「あかねちゃん、ここら辺詳くわしい!?　新興住宅ってここら辺のことだよね!?　ここら辺で芽衣子さんの顧こ客きやくになりそうな人って心当たりない!?」


「顧客って……あの、急にどうしたんですか？　お店は……」


　思わぬ人物からの思わぬ問いかけにあかねはぎょっとする。まだ七時を少し回った時刻、店長である和真がこんな場所にいていいはずがない。


「芽衣子さんが心配で早めに店じまいを……それより芽衣子さんからなにか聞いてない？　ちょっと難しいお客さんがいるって。僕、何度か担当を外してもらったほうがいいって伝えたんだけど、芽衣子さんがなかなか納なつ得とくしてくれなくて……確か、今日その人のところに行くはずなんだ。心配だったから電話をかけたんだけど出なくて。何度も何度もかけてるのに!!」


「お、落ち着いてください」


　わたわたと説明する和真の腕を引っぱって道の端はしへと移動した。


「お姉ちゃんは大だい丈じよう夫ぶです。ちょっと怪け我がをしただけで……」


「怪我!?　そ、そんな危ない人だったの!?　じゃあ、さっき走っていった救急車に芽衣子さんが乗ってるってこと!?　ああ、どうしよう。どうして電話が繫つながらないんだ！」


「だ、大丈夫です！　止血したし、救急車もすぐに来たから！」


　安心させようとしてよけいに混乱させてしまったことに気づき、あかねは慌てて言葉を添そえる。傷の程度を説明しようと思ったらいきなり携けい帯たい電でん話わが鳴り、あかねはとっさにポケットをさぐった。着信を確かく認にんし、〝お兄ちゃん〟の文字に肩かたが落ちた。


「もしもし？　今ちょっと忙いそがしいから、あとで……」


『あかね！　芽め衣い子こが、芽衣子が……!!』


　悲痛な友とも樹きの声に、あかねは携帯電話をぐっと耳に押しつけた。


「お兄ちゃん？　どうしたの？」


『大変なんだ！　芽衣子が病院に、救急車で病院に運ばれたって……!!』


　混乱する友樹にはっとする。どうやら芽衣子が怪我をしたことを聞いてしまったらしい。なぜよりにもよって一番知られてはならない相手から一番に電話がかかってきてしまうのか──あかねは頭痛を覚えながらも兄を落ち着かせようとし、そして。


『芽衣子が重体なんだ！　俺、今病院に向かってるんだけど』


「え!?　お姉ちゃんが重体……!?」


『さっきケータイで救急救命士の人が、芽衣子がすごい出血してて、大変で、傷が残るかもしれなくて、精神的に不安定で、誰だれかそばについててあげてくださいって』


「お、お兄ちゃん、落ち着いて！」


『警察慌てて飛び出したからもうどうしたらいいかわからなくて、』


「私も病院に行くから！　お姉ちゃんの怪我も心配しなくて大丈夫だから！」


『あかねええええええええ!!　どうしよおおおおおおおおお!!』


「とにかく電話切るよ！　あとでね!!」


　通話を切り肩かたを落とした。どうしてもペースを乱されてしまう。兄につられて怒ど鳴なっていた自分を恥はじていたあかねは、和かず真まがいないことに気づいて美み言ことを見た。


「店長は？」


「さっき大通りに走っていった」


　美言の返事に首をかしげた。


「大通りって、どうしてですか？」


「タクシーを拾うために、だろうな。あの様子だと」


　なぜいきなりタクシー？　そう思った直後、血の気が引いた。


「……あの、美言さん……店長、私の電話をどの辺りまで聞いてました？」


「お姉ちゃんが重体、の辺りまでだったかな」


「～～～!!」


　あかねは慌てて和真の携帯電話の番号を押す。しかし、流れてきたのは『ただいま電話に出ることができません』という無情のアナウンスだった。電源を完全に落としてしまったか、あるいは電池が切れてしまったか──あかねは呆ぼう然ぜんと携帯電話の液えき晶しようへ視線を落とした。


「み、美言さん、救急車って、怪我人をどこに運ぶと思いますか？」


「かかりつけの病院を言ってなければ、この辺りなら中央病院だ。……重体じゃないのか？」


「軽くはないですけど、重体でもないと思います」


　言いながら眉まゆ根ねを寄せる。


「店長も病院に向かってると仮定して……ええっと、先に病院に確認を取るべき？　でも、搬送された直後って確認取れるのかな？　中央病院の電話番号は……」


「中央病院なら車で十分だ。いなかったとしてもそれほどロスにはならないし、……まあ、いる可能性のほうが高いから、無む駄だ足あしにはならないと思うぞ」


　独り言に答える声があって、あかねはちょっとびっくりした。いつの間にか大通りに出ていて、いつの間にか美み言ことが片手を上げて走行中のタクシーを停とめてくれている。


「……行くんだろう？」


「は、はい。……あ、でも、一人で大丈夫です」


「変なやつがいたらどうする」


「変なやつ？」


「ストーカーとか」


「ストーカーって……いないですよ。私にくっついて歩く物好きなんか」


　戸と惑まどいながら言葉を返すと大おお仰ぎような溜ため息いきが返ってきた。


「お前はもうちょっと自覚を持て。誰のためにストーカー野や郎ろうと格かく闘とうしてこんな怪我を……くそっ。いいからさっさと乗れ！」


　美言はあかねをリアシートに押し込むと隣となりに腰こしかけ、運転手に中央病院の名を告げた。


　タクシーは、美言の宣言通りきっかり十分で中央病院に到とう着ちやくした。








　総合外来受付で搬送者のことを訊きくと芽め衣い子こは第一病びよう棟とうの三〇八号室にいると教えられた。すでに処置を終えているが、念のために一晩入院するらしい。友とも樹きの話を鵜う呑のみにしたわけではないのだが、命に別状がないとわかったときはその場に座り込んでしまいそうになった。


「湯ゆ山やま葉よう子こさんは？」


　安あん堵どにぐったりしているあかねの隣で美言が業務的な口調で質問した。


「湯山さんは……」


　一いつ瞬しゆん、受付窓口の職員の表情が曇くもった。


「搬はん入にゆう時は錯さく乱らん状態だったので特別病棟のほうに収容されました。この時間帯は入館できませんので、お見み舞まいは日を改めていただくことになります」


　湯山はもともと精神科に通院歴があり、その関係もあっての処置らしい。


「ドールを頼たのむ人間なんて、どっかが病やんでるんだろうがな」


　長い廊ろう下かを歩きながら、美言が皮肉げに口元を歪ゆがめた。ならば、それを作る人間は一体なんなのだろう。ふとわき上がる疑問は、しかし言葉にすることなどできなかった。


「あかね、病室に行ってこい。俺はここで待ってる。俺が同行するわけにはいかないからな」


　淡たん々たんとした口調で告げるので彼がなにを考えているか摑つかみにくいが、ほんのわずか、その表情が憂うれいに揺ゆれるのがわかった。後こう悔かいしているのだろう。リョウの変化に気づけなかったこと、湯ゆ山やまの心の闇やみに気づけなかったこと、そして、芽め衣い子この怪我のことも。


「……行ってきます」


　あかねはそっと言葉をかけてエレベーターに乗り込み階数ボタンを押した。


「あ、ミカン買ってない」


　エレベーターのドアが閉まるのを見て芽衣子に請せい求きゆうされていたことを思い出した。どうしようかと迷っているうちに三階に到着し、うんうんとうなりながらナースステーションの前を通り抜ぬけて芽衣子のいる病室を探す。部屋はすぐに見つかった。ネームプレートには芽衣子の名前だけが書かれていた。


「あれ？　そういえばお兄ちゃんと店長ってどこにいるんだろう。一階にいなかったってことは、もしかして病室にいる？　間ま違ちがい、気づいてくれてるよね……？」


　病室のドアに手をかけて動きを止める。もし和かず真まが病室にいるなら時間をずらしたほうがいいだろう。せっかく二人だけなのに邪じや魔ましては悪い──そこまで考え、苦く笑しようした。


　結局、逃にげてばかりなのだ。


　いつだってどんなときだって、気を遣つかうふりをして現実から逃げていた。そのくせ、人にはよく見られたくて平気なふりをし、周りに心配をかけた。


　今もまた同じ思考に囚とらわれている。


　あかねは静かに息を吸い込んでドアを開けた。


　そのわずかな隙すき間まをすり抜けるようにして和真の声が聞こえてきた。


　とても、とても、穏おだやかな声だった。


「僕と結けつ婚こんしてください」


　──本当に、笑ってしまうくらいシンプルな、なんの飾かざり気もない愛の言葉。


　だからこそ胸に響ひびく一言だった。


　あかねは芽衣子が応こたえる前にドアを閉じた。


　頭の中はからっぽで、吐はき出す息は、ほんの少しだけ涙なみだの味がした。








「あかねちゃん？　あ、やっぱりそうだ。あかねちゃんだ！」


　病院の片かた隅すみ、〝憩いこいの広場〟とプレートのかかった休きゆう憩けい所のソファーに腰かけて茫ぼう然ぜん自じ失しつのまま時間だけを潰つぶしていたあかねは、和真の声にぎくりと肩を揺らした。


　あまりにもタイミングが悪い。


「芽衣子さん、大だい丈じよう夫ぶだったよ。大丈夫って言ったら語ご弊へいがあるけど……さっき、ちょっと警察の人も来てたから疲つかれてるし」


「そ……そうですか。警察……」


　傷害事件なのだから、当然そうなるだろう。


「うん。それで、店は落ち着くまで臨時休業にしようかと思って。芽め衣い子こさん、平気だって言ってたけど……やっぱり、怖こわかったみたいでね。こういうときはそばにいてあげたくて。そういえば、現場にあかねちゃんもいたって本当？」


「あ、はい。……いました」


「だめだよ。女の子が犯人追いかけて行っちゃ。もう大おお騒さわぎで……あれ？　こういう場合って警察に電話入れるのかな？　携けい帯たいに連れん絡らく入ってきてない？」


「携帯、電源落としてました」


　あかねは青くなった。一連の事件の犯人はリョウだが、リョウはドールで元は湯ゆ山やまの息むす子こだ。しかし今は息子であるどころか人ですらない。警察沙ざ汰たは非常にまずい。死人が人形の体を借りて動き回っただなんて、オカルト事件も甚はなはだしい。


「病院の中なんだから電源落としてるのは仕方がないよ。警察からは改めて連絡が来るんじゃないかな。あかねちゃん、病室よってくだろ？」


　青ざめているとそう尋たずねられ、鼓こ動どうが大きく跳はねた。


「あの……今日は、もう帰ります。お姉ちゃんが無事なのわかって満足しました」


「そう？　あかねちゃんが来てくれると喜ぶのに」


　残念そうな和かず真まの声にあかねは苦笑を返して立ち上がる。


　見送ってくれるつもりなのだろう。彼はとても穏やかな眼まな差ざしをあかねに向けて立っていた。あかねは憩いの広場から出て数歩進み、すぐに振ふり返って彼のもとに戻もどった。


　不思議そうな顔で首をかしげる彼を見上げ、深く息を吸い込んで。


「店長、ずっと好きでした」


　まっすぐに言葉を向ける。和真は大きく目を見開いたあと、体ごとあかねに向き直った。


「──うん。知ってた」


「……え？」


「僕はずるい人間だから、ずっと気づかないふりをしようと思ってた。それがお互たがいのためには一番いいんじゃないかって。……ありがとう。君の気持ちはとても嬉うれしい」


　でも、と続くのがわかって、あかねは深々と頭を下げた。


「私、お姉ちゃんのことも大好きです。だから、お姉ちゃんをよろしくお願いします」


　言葉を一気にまくし立て、三つ数えて体を起こす。


「うん。必ず」


　そう言って返ってきたのは、悔くやしいことに今まで見た中で一番素す敵てきな笑え顔がおだった。


　あかねはもう一度頭を下げて憩いの広場から飛び出した。階段を見つけたのでそこから一階に下り、美み言ことの姿を捜さがす。待っていると言ってくれた廊下にいなかったのでウロウロ捜し回っていると、一人呑のん気きに喫きつ煙えんスペースでタバコをふかしていた。


　ドアを開けるとくるりと振り返り、あかねの顔を見るなりぽわっと煙けむりを吐き出す。


「これまたえらく残念な顔だな」


　子どもみたいに泣き崩くずれてしまわぬよう涙をこらえる顔が、どうやら相当ひどかったらしい。あかねは美み言ことの無神経な言葉にぷいっと横を向いた。


「これは、生まれつきです」


「ふーん。生まれつきねえ。……前から気になってたんだが」


　タバコを吸い殻がら入れの中に落として唐とう突とつに頭を摑まれた。


「お前、いちいち素す直なおじゃないな。怒ど鳴なろうがわめこうが、無理に取り繕つくろう必要なんてないだろ？　なんでそんなに片意地はるんだ。今ここで泣いて、お前の価値が下がるとでも？」


「美言さんが、わ、私のこと、子ども扱あつかいするから……!!」


「お前バカか。人の意見に振り回されるほうがよっぽどガキだろうが。泣きたきゃ泣け」


　あたたかい手で無ぶ遠えん慮りよにぐりぐりと髪かみをかき混ぜられ視界が一瞬暗くなった。たったそれだけだったのに、張り詰つめた糸が切れたようにボロボロと涙が零こぼれ落ちた。悲しみはなく、ただ〝終わった〟のだという思いと胸の奥に穴があいたような感覚だけが残っている。


　ふいに腕うでを引かれ、よろめいた体を抱だきとめられる。


「み、美言さん……!?」


　驚おどろいて離はなれようとしたのに、頭を彼の胸にしっかりと固定されてしまった。
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「慰なぐさめてやってるんだからじっとしてろ」


　相変わらずイラッとしているのが口調だけでわかる。だが、柔やわらかく背中を叩たたく手はとても優やさしくて、ゆるんだ涙るい腺せんがさらにいっそうゆるんでしまった。


　嗚お咽えつは自然と口から漏もれた。それをこらえることができず、包み込む熱にぎゅっとすがりついて顔をうずめた。美み言ことは泣き崩れるあかねの髪を撫なで、


「面めん倒どくさいな」


　と、小さくつぶやいた。言葉は酷こく薄はくなほどそっけない。それなのに、その声はいたわるような響きを帯び、春に降る雨のように静かに胸にしみる。冷たくて乱暴で、強ごう欲よくで適当──おおよそろくでもない人間であるはずなのに、その内側には計り知れない情熱と愛情を隠かくし持っている。どうやらその中には人を慈いつくしむ心もひそんでいたらしい。


　理由も訊きかず、美言はあかねが泣き止やむまでその背中をあやすように叩いた。


　ひとしきり泣くと気持ちが少し軽くなった。ほっと息をつき──そして、ようやく現状を思い出す。あかねが真っ赤になって美言の胸を押し戻すと、意外にもあっさりと彼の腕はほどけ、視界が広くなった。


　気を抜くとまた涙が零れてしまいそうだった。だが、彼の前でそれを隠す必要はないらしい。あかねは濡ぬれた頰ほおをぐいっとぬぐい、まっすぐ顔を上げた。


「人って恋こいを知るたびに魅み力りよく的になるって言いますよね」


「さあどうだったかなあ」


「私、魅力的になりましたか？」


　質問に美言はしげしげとあかねを見つめ、ニヤリと笑った。


「まだまだだな」


　和かず真まとは違ちがい、こっちの笑顔は今まで見た中で一番たちが悪かった。








　学校へ行って、問われるまま──しかし、人形屋や敷しきとそれが関連した事件は隠し──あかねは友人たちに恋の顚てん末まつを話して聞かせた。


「頑がん張ばった、頑張った」


　もともと結果のわかっていた恋で見事な玉ぎよく砕さいだったので、ショックではあったがわりと普ふ通つうにすごせていると思っていた。しかし、二人の目から見ると明らかに沈しずんでいたらしい。


「恋で傷ついた心は恋で癒いやす！　あかねをふるような見る目のない男なんてとっとと忘れなさい！　もっといい男を捕つかまえるチャンスが来たのよ！」


　ごく普通に慰める蘭らんとは違い、艶つや子こはあくまでもポジティブ思考らしい。あまりにも前向きすぎて笑いが漏れた。


「しばらくは、恋れん愛あいは遠えん慮りよしとく」


「なあに、大人ぶって。そんなこと言ってたら、あっという間に情熱が死んじゃうんだから」


「艶つや子こ！　あなたの個人的な論を世論みたいに言わないで！」


　いつも通りの会話にほっと息をついた。


「お姉ちゃんと店長、来年の六月に挙式だって」


「え!?　もうそこまで話進んでるの!?」


「うん。進んだ。なんかあっという間だった。お姉ちゃんは会社やめて店長の仕事手伝うつもりだったみたい。でも、社長にどうしても続けてほしいって言われて、結けつ婚こんまでは今の会社にいて、結婚後はアドバイザーって感じで二足のわらじなんだって」


「主婦もするんだから三足のわらじじゃないの？　よくやるわ」


　蘭らんが呆あきれると、あかねは首を横にふった。


「店長、一人暮らしが長いから家事できるんだって。だから分担」


「ふーん。そういえばシスコン兄さんは？　荒あれなかった？」


　艶子に訊かれ、あかねは芽め衣い子ことの会話を思い出して苦笑いを浮うかべた。


「荒れた、というか……泣いた。号ごう泣きゆう。そのあと店長に殴なぐりかかってお父さんが止めたって」


「痛いを通り越こしていっそ哀あわれね。でも、これでやっと妹離ばなれできるわけだ。って、あかね、あんたいつまで〝店長〟って呼ぶ気？」


「いつまでって、バイトやめるまでだけど」


「やめるまでって……まだやめてないの!?」


「しばらくはバイト続けてほしいって言われたから、結婚式まではちょこちょこ入るつもり」


「ふられたのに!?　それでいいの!?」


「ふられたからって嫌きらいになったわけじゃないもん。自分の中で区切りがついただけ。私、ちゃんと家族になろうって決めたんだ」


　二人の姿を見るとやっぱり苦しい。それでも、その苦しみから目をそらさないようにしようと思った。結婚式当日、心から「おめでとう」が言えるように。


「……なんか急に大人になっちゃった感じ」


「艶子、知らなかったの？　子どもの成長は早いのよ」


　二人の交かわす会話に、あかねはすねたような顔をしてみせる。そして再び繰くり返される言葉の洪こう水ずいに耳を傾かたむけながらそっと息を吐はき出した。


　十月の空は不思議なほど気持ちよく晴れ渡わたっていた。
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　人形が突とつ然ぜん暴れ出した一件は、近所でちょっとした噂うわさになった。


「あの人形屋敷の話、聞いた？」


「人形屋敷の人形が人を襲おそったって話？　勝手に屋敷に帰ってきてたんですってね」


「ええ、そうなのよ。なんでもその人形を退治したの、人形師の弟で子しっていうじゃないの！」


「知ってる知ってる！　小さな女の子でしょ！　小学生くらいの!!」


「暴れた人形は警察に引き渡されて調べられてるんですって。だけど、どう調べてもただの陶とう器きの人形で、警察も首をかしげてるのよ」


「やっぱりあの屋敷……幽ゆう霊れい屋敷なんじゃないの？」


「怖こわいわよね～」


　という会話は、ほぼ毎日、至るところで繰り返された。


　スーパーで食材をカゴに突つっ込みながらあかねは溜ため息いきをつく。小学生の女の子が人形師のもとへ弟子入りした、という部分を全力で訂てい正せいしたいが、下手に首を突っ込むとおしゃべり好きのおば様たちに捕まってしまいそうで我が慢まんした。いや、もしかしたら怖がられて逃にげられてしまう可能性もあるが──あえて自分からトラブルを引き起こす必要もない。


「今日は、ハンバーグにしよっと」


　タマネギと挽ひき肉にくとチーズ、さらには付け合わせの野菜、追加で杏あん仁にん豆どう腐ふの食材も購こう入にゆうする。時計を確かく認にんして挽肉を吟ぎん味みしすぎたことに気づき、会計をすませて慌あわてて店を飛び出した。


　軽かろやかに道を駆かける途と中ちゆう、街灯の下にやけに大きな人ひと影かげを見て足を止める。


「美み言ことさん？」


　呼びかけると咥くわえタバコの大男が振ふり返った。


「歩きタバコはだめなんです！」


「そう言われると思って歩かず立ってた」


「それは屁へ理り屈くつと言います。タバコは喫きつ煙えんスペースで！」


　言うと美言は顔をしかめた。


「面倒くさいな」


「マナーです」


　きっぱり返すと美言はポケットから携けい帯たい灰皿を取り出して吸いかけのタバコをその中に落とした。ああもったいない、と、そう思ってしまうのは今までの節約生活の名残なごりだ。ほんの数口吸っただけで消してしまう人を見ると、そんなもったいないことをするくらいなら吸わなければいいのにと思ってしまう。


「美言さん、買い物ですか？」


「……ああ……いや、散歩だ、散歩。それより、買い物袋ぶくろを貸せ」


「え？　ちゃんと持てますよ」


「なに言ってる。重いもの持たせてこれ以上背が縮んだら困るだろ」


「縮みません！」


「いいから貸せ」


　証明するように持ち上げると、頭上から伸のびてきた手にひょいっと買い物袋を奪うばわれてしまった。確かにちょっと重かったが、子ども扱あつかいされているようで腑ふに落ちない。抗こう議ぎしようかと見上げたが、じろりと見おろされてしまったので口をつぐんだ。


　だが、訊ききたいことはいろいろとあり、どう切り出そうか考えつつ口を開いた。


「美み言ことさん、質問してもいいですか？」


「却きやつ下か」


「ドールが死んだ人の魂たましいを降ろす特別なもので、リョウくんがそのドールの〝完成体〟だっていうのはわかったんですが」


「……お前、俺を無視するのか……？」


　意外なことに美言が動どう揺ようしている。しかしここで返事をすると脱だつ線せんしてしまいそうなので、強ごう引いんに続けることにした。それなのに、前方からやってきた年若いお巡まわりさんが、


「橘たちばなさーん！　どうも、こんばんは！」


　ぶんぶんと手をふって声をかけてきて、結局話の腰こしを折られてしまった。


　よくよく見れば、駅前の交番に詰つめている人物だ。彼は美言に一礼してからあかねを見、なにか含ふくむような笑えみを浮かべた。思わず首をかしげると、美言が「かまうな」とでも言うようにポンとあかねの頭を軽く叩たたいた。


「今日も警官が来たんだが、あれはどうにかならないのか？」


「え？　あ、ああ。人形事件の件ですか？　陶器の人形がなんの仕し掛かけもなく動くっていうのはにわかに信じがたくてですねー。こればっかりは担当じゃないとどうにも」


　あはは、とお巡りさんは困ったように笑った。


「……み、美言さん、もしかして疑われてる？」


「お前の姉さんがちゃんと証言してくれてる。だから心配するな」


　あかねは顔を引きつらせた。犯人として差し出したのは美言が作った顔の砕くだけた〝ドール〟なのだ。筋書きはいたって簡単、人形が無事に配達されたか気になったあかねが確認に行くと、湯ゆ山やまと芽め衣い子こが倒たおれていた。あかねは救急車を呼び、果か敢かんにも単身で犯人を追った。犯人は届けたはずの人形で、棒で叩いたら壊こわれて動かなくなったため病院に駆けつけ、姉の無事を確認して帰宅──そして、家で壊したはずの人形を見つけた、というものだ。


　幸いにしてドールは湯山に依い頼らいされたもので通しナンバーも入っている。機械仕掛けどころか中身が空くう洞どうのため警察をおおいに困こん惑わくさせたが、自分を襲ってきたのは人形だったと芽衣子が証言したので、警察も湯山の息むす子こを模もしたドールを加害者として取り調べているらしい。


「いやまあ、犯人がビスクドールっていうのは常識的にありえないんですけどね。橘さんにも湯山さんを襲う動機はありませんし、アリバイもあるから迷めい宮きゆう入り確定かな、と思う次し第だいで」


「押収された美言さんの仕事道具は!?　戻もどってくるんですか!?」


「はい。被ひ害がい届も出されてませんし」


「よかった……」


　ほっと胸をなで下ろすと無言のまま美み言ことに睨にらまれて、あかねはちょっとひるむ。


「美言さん、嬉うれしくないんですか？」


「嬉しいと思いますよ。……ん？　そっか。身長差がありすぎてそう見えちゃうのか」


　にこにことお巡りさんが言葉を続ける。


「安心してください。橘たちばなさん、近辺に不ふ審しんなやつがいるから見回ってくれって交番に頼たのみに来たんですよ。そんな風に思ってる女性がですね、こうして自分のことで一いつ喜き一いち憂ゆうしてくれて嬉しくない男がいるはずが──」


「黙だまれ」


　地の底から響ひびくような声を美言が放つと、お巡りさんが「ひっ」と声をあげて口をつぐんだ。


「無む駄だ話はいい。それより、俺になにか用事があって声をかけたんじゃないのか？」


「あ……あ、はい。そうです。その、橘さんが人形事件の日に捕つかまえたストーカーですが……実は、取り調べの途中で逃げ出していて」


「なんだと!?」


「大だい丈じよう夫ぶです！　安心してください！　ストーカーじゃなくて身内でした!!　ちゃんと確認も取れました！　それが伝えたかっただけです！　じゃ、僕はこれで!!」


　怒ど声せいとともに睨んだ美言にひるみ、お巡りさんは軽く会え釈やしくするなり踵きびすを返して猛もう然ぜんと逃げて行ってしまった。


「……美言さん、質問です」


「却下」


「リョウくんがドールの〝完成体〟だっていうのはわかるんですが、ルイスは死神でいいんですか？」


「…………」


「美言さん？」


「どうしてそこまで遡さかのぼるんだ？　いや、そもそも俺は却下と言っただろうが。……お前、こんなおかしなことを受け入れるっていうのか？」


　溜息とともにそう訴うつたえられ、あかねは苦く笑しようする。


「ルイスが希代の奇き術じゆつ師だって言ってくれたほうが、私も納なつ得とくしやすかったんですけど」


　そういうわけにはいかないのだ。からっぽの体をかかえる人形少年も、大おお鎌がまを持つ死神も、いつも不ふ機き嫌げんな人形師の存在も、すべてが噓うそ偽いつわりない現実なのだから。


　まっすぐに答えると、美言がくすりと笑った。


「……まあ、あとでゆっくり説明してやる」


「あ、じゃあさっきのお巡りさんが言ってた話も──!!」


「却下」


　すっぱりと言われ、あかねは頰ほおを膨ふくらませた。しかし、訊くチャンスはありそうだ。納得して笑みを浮うかべ、アスファルトを蹴ける。


「道具が戻ってこないとリョウくんの体って元に戻らないんですか？　手が使えないのが大変そうで、気になって」


「石膏型モールドが押収されてるから、今、仮づけ用のものを作ってる。押収されたものが戻ってくるのが先か、俺のものが完成するのが先かって状じよう況きようだな」


「そうですか……」


　なかなか簡単にはいかないものらしい。湯ゆ山やまから受け取っていた五百万円は返したというし、美み言ことにとっては面おも白しろくない状況だろう。


　小さく息をついたあかねは、見慣れた人形屋や敷しきのドアの前に、見慣れた人ひと影かげを見つけて動きを止めた。


　全身から血の気が引く。そんな気がした。


　ドアの前に立つ人物がゆっくりと足を踏ふみ出すと、美言はまるであかねを守るように前へ出た。


「ストーカー野や郎ろう、こんなところまで……!!」


　低くうなる美言にあかねはぎょっとする。


「み、美言さん、この人、ストーカーじゃありません！」


「なんだと？」


「あ、……兄です。私の」


　答えた瞬しゆん間かん、美言の顔が驚きよう愕がくに歪ゆがんだ。








　いたたまれないとはまさにこのことだ。


　まさか実じつ兄けいがストーカーと勘かん違ちがいされて警察に突つき出されていたなど。錯さく乱らん状態のリョウが暴れたあの日、先に家を出た美言のほうが遅おそく現場に到とう着ちやくしたのは、不審者こと都つ流る木ぎ友とも樹きを捕とらえていたためだったなんて──あまりにも彼らしすぎて、フォローできなかった。


「待って。じゃあ私いつからお兄ちゃんに監かん視しされてたの？　どうして今ごろ人形屋敷に来るの？　引っ越こしてもう一ヶ月たつよね？　あ、そうか！　会社が忙いそがしかったから……お兄ちゃん私のこと見失ってたんだ……!!」


　実は両親に引っ越し自体が歓かん迎げいされ、新しい住所は彼らの手によって厳重に保管されていただとか、友樹が何度かあかねを尾び行こうしたが、途と中ちゆうで見失ってくれたお陰かげで今まで平へい穏おんだったなどとはつゆ知らず、ただひたすら兄の行動に動転し続けた。


　愛情もすぎれば狂きよう気きだ。彼の場合はもはや〝凶きよう器き〟のレベルかもしれない。そんな彼が人形屋敷に乗り込んで、今、応接室で美み言ことと対たい峙じしている。


　コーヒーカップにドリッパーをセットする指が震ふるえた。


「た……大切な、妹さんを、傷つけたお詫わび、を……!!」


　神しん妙みような顔であかねの手元を見ていたリョウは、ばっと顔を上げるなり廊ろう下かを見た。追い詰められたうえの暴走ではあったが、リョウは芽め衣い子こと湯ゆ山やまに怪け我がを負わせたことを後こう悔かいし、謝罪することを望んでいた。もちろん、現状では不可能だ。それどころか、人目につかないよう外出も禁じられた身である。


「リョウくん！　リョウくん！　謝らなくていい！　ややこしくなるから気持ちだけ、私が代表で受け取っておくから！　だからここでじっとしてて!!」


　告げるとリョウの肩かたが心なしかしょんぼりと下がった。


「んー、最悪記き憶おくをいじって引っ越しに関する情報を消す方法もあるんだけど、……美言は嫌いやがるからなあ」


　椅い子すに腰こしかけて思案するルイスにあかねは首をひねった。


「どうして？」


「記憶操作は強力であればあるほど脳神経に負ふ荷かがかかるんだ。強さや回数によっては廃はい人じんにしかねない。まあ、一番の理由は僕に借りを作りたくないってところだろうけど」


「が、学校は!?　みんなの記憶がおかしいの!?　私の記憶がおかしいの!?　っていうか、ルイスってそんなことができるの……!?」


「できるよ。さすがにキャパオーバー気味で、生気が足りなくなって美言からいっぱいたかっちゃったけど。あ、記憶操作したのは学校に直接かかわってた人たち。でも、操作っていってもごくごく軽いものだよ。僕と接せつ触しよくしない人間はいずれ僕の存在を忘れていく」


「……なんで私だけ記憶の操作がなかったの？」


「戸と惑まどう君が見たかったから。きっと可愛かわいいだろうなあって思って」


　にっこり微笑ほほえんだ顔はとても胡う散さん臭くさい。どうやら理由は別にあるらしい。他ほかにもいろいろ訊ききたいことがあったが、コーヒーの支し度たくができたので応接室へと運んだ。


　ノックして室内に入ると二人の男が真っ向から睨にらみ合っていた。


　このシスコンが！　と、胸中で罵ば声せいを浴びせているに違ちがいない美言と、


　このロリコンが！　と、胸中でののしっているに違いない友とも樹き──剣けん呑のんとした空気だけで息が詰つまってしまいそうだ。


「コーヒー、どうぞ」


　二人の前にカップを置き、出て行こうか一いつ瞬しゆんだけ悩なやんで美言の隣となりに腰かけた。


　友樹はカップに口をつけることなくまっすぐにあかねを見つめた。


「荷物をまとめるんだ、あかね。こんなところで男と同居だなんて──」


「べ、別に、変なことなんてなにもしてないよ。私はただ一部屋借りてるだけで……」


「今までのアパートで充じゆう分ぶんだろ。多少手て狭ぜまでも、学校からも、駅からも近かった」


「確かに立地条件は悪くない。が、もう借り手は──」


　ぴっと美み言ことが手を差し出すと、ルイスがいきなり紙を手て渡わたした。ルイスの出現にぎょっとした友とも樹きは体をねじって背後のドアを確かく認にんし、疑ぎ問もん符ふを振ふりまきながら辺りを見回した。


　しかし、美言はお構いなしといった様子で話を続けた。


「残念ながら、前のアパートはもう借り手がついている。この辺りで同じ条件の住居を探すのはほぼ不可能と思ってもらっていい」


　そこまで言って、美言はルイスをぐいっと引き寄せてその耳元に何事かをささやいた。


「うーん。今、七時かー。あそこってあんまり混こんでないし、その程度なら記憶操作しなくてもできると思う。ちょっと行ってくる。十分くらい待っててもらって」


　わずかにルイスの声が聞こえ、彼はそのままとんっと足を踏み出した。その体は友樹の背後に回った瞬間、空気に溶とけるようにして消えてしまった。


　友樹は振り返り、ルイスの姿がないことに驚きよう倒とうする。


「今の男は!?　どこに行ったんだ!?」


「話の続きをしても？」


　美言に声をかけられ、友樹は渋しぶ々しぶと正面を向く。


「部屋を借りるあては？　失礼だが、ここら辺に詳くわしいとは思えない」


「駅前の不動産屋！　そこをあたれば家の一いつ軒けんや二軒見つけられる！　さああかね、行くぞ！　お兄ちゃん有給取ってきたからな！　お前が安全に暮らせる家を見つけてやる!!」


　ピリリリリッと鳴り出した携けい帯たい電でん話わをポケットから取り出し、友樹は相手の名前も確認せずに電源を落とした。今のは会社からなのでは、と思ったが、とても口を挟はさめる雰ふん囲い気きではなかった。


「あかね、お前も明日あしたは学校休め。いくつかリストアップしてもらって良さそうな物件があったらすぐに契けい約やくしよう。大だい丈じよう夫ぶ。多少高くてもお兄ちゃんがなんとかしてやるから!!　お前はなにも心配しなくていいからな？　全部お兄ちゃんに任せるんだ。本当は、芽め衣い子こもお兄ちゃんが守ってやらなきゃいけなかったのに……ああ、あかね！　お前だけでも……っ」


　熱く熱く語る友樹の姿にめまいがした。人形屋敷に住むことになったのは借金返済のためだ。はじめは抗こう議ぎしたし、無む茶ちやだとも思った。しかし──。


　ノックの音が聞こえ、ドアが開く。


　帽ぼう子しをかぶり、マスクをしたリョウがこっそりと顔を覗のぞかせる。どうやら心配で様子を見に来てくれたらしい。


「……なにしてるんだ、あいつは？」


　リョウの変装に美言が怪け訝げんな顔をする。振り返った友樹はリョウを見て眉まゆをひそめつつもあかねに声をかけた。


「とにかくここを出るんだ。一晩分、荷物をまとめてこい。駅裏のホテルに泊とまって、明日不動産屋が開いたらすぐにでも資料を……」


「その必要はないよ。資料ならここに」


　いつものように突とつ然ぜんルイスの声が聞こえ、目の前で大量の紙が乱らん舞ぶした。呆あつ気けにとられて視線を上げると、両手を広げたルイスが、からかうような表情で笑っている。


「学校まで電車、バス、自転車、徒歩、すべて合わせて一時間半以内に行ける住居情報。金額の上限なし、築年数不問、バストイレ付き。さあ、調べてもらおうじゃないか」


　呆気にとられる友とも樹きを見つめ、美み言ことがにやりと口元を歪ゆがめた。








「なんだこの金額!?　ワンルームで八万五千円って！　収納スペースなしで八万五千円って！　あ、こっちは安い──って、新しん立りつ花か駅まで電車で一時間十分、駅から徒歩十五分って、遠すぎるだろ!?　こっちは……ああだめだ。木造築五十年なんてセキュリティが……」


　紙を一枚めくっては友樹が嘆なげく。


　公園が近くにあるのはだめ、繁はん華か街がいからはちょっと離はなれていたほうがいい、スーパーと駅は近いほうが便利、できれば郵便局や交番、病院も近いほうが──などと、書類をいちいち吟ぎん味みしているので恐おそろしく時間がかかる。


「日当たりのいい部屋がいいなあ。あ、この物件は国道が近いのか。ってことは騒そう音おんが……」


　多少は方向が間ま違ちがっているものの、友樹が妹たちに向けるものも愛情なのだ。三時間、ただひたすら住宅情報に目を通し続ける友樹の姿を見てそう思う。


「なかなかねをあげないね」


「そんなに簡単に優良物件なんて見つからんだろうになあ。このままあきらめて帰るか？」


　呆あきれるルイスに美言が軽く返す。あかねも駅前の不動産屋で住宅情報誌を入手して探していたのでわかるのだが、意外と希望にそう物件は見つからない。駅近辺は基本的にオートロックの新築マンションが多いため家賃が高く、今まで住んでいたアパートと比べればどうしてもひるんでしまう。これに管理費が加わったりするのでさらに高い。


　必死で探している友樹には悪いが、これで納なつ得とくしてくれれば引っ越こせと迫せまられることもないだろう。ほっとした矢先、


「日当たりよし、駅から徒歩三分、交番、郵便局、スーパーは徒歩十分以内、通学も電車を使って十五分以内、大家が在駐して安心管理、アットホームな雰囲気……！　見つけた!!」


　友樹が高らかに宣言し、鼓こ動どうが一つ大きく跳はねた。


「えっと、住所は……っと」


「お兄ちゃん、ごめん！　私、ここがいい」


「ここって……なんだ、急に」


「はじめは、いつか出て行こうって思ってた。だけど、ここには私の居場所があるの。みんなが迎むかえ入れてくれるの。それが、すごく嬉うれしかったの」


「な、なに言ってるんだ。お前の居場所ならいくらだってあるだろ？　実家に帰ってくれば、いつだって家族みんなで……」


「違う。そうじゃないの。うまく言えないけど」


　一瞬、ぐらりと世界が歪んだ。視界が切り替かわる。山積みにされた書物、古びた人形、一ヶ所に集められたボロ切れ、素す焼やきを終えたばかりの、あれは──。


「私──ここに、いなきゃいけないような、気が」


「あかね？」


　名を呼ばれてはっとする。歪んだ世界が一瞬で焦しよう点てんを結び、クリアになった。あかねは心配げに顔を覗き込んでくる美み言ことを見上げ、それから友とも樹きへと視線を移した。彼はペンを取り出し、なにかを書き込み、それをルイスに突つき出した。


　ルイスは紙を一いち瞥べつし、ドアに向かって歩き出す。その途と中ちゆうで彼の体は再びかき消えた。


　あかねの顔から血の気が引く。


「即そく入居可能の優良物件。ここに決定だ。あかね、荷物をまとめろ」


「お兄ちゃん……っ」


「こんなところに男と住んでいたら周りの人間がなんて言うと思う？　よく考えるんだ。お兄ちゃんはあかねのために言ってるんだぞ」


　真しん摯しに告げる友樹にあかねは首を横にふる。ルイスを追おうと腰こしを浮うかすと、それを止めるように美言に肩かたを摑つかまれた。


「これでいい」


　小さく彼が笑い、身を乗り出して友樹に右手を差し出す。


「契約ありがとうございます」


　いまだかつて見たことがない微笑ほほえみで美言は強ごう引いんに友樹の手を取って握あく手しゆを交かわした。


「契約？　なんの話だ？」


「だから、さっきの契約書」


「……優良物件？」


「はい。大家の橘たちばな美言といいます」


「は……？　いや、ちょっと……え？　ま、待ってくれ！　だって、今のは不動産屋で発行されてる情報ペーパーで、契約物件はアパートで、」


「アットホーム」


　ぶんぶんと手を振ふりながら美言が付け足す。


「口約束とはいえアパート感覚で貸したわけだし、家賃はもともともらう予定だったし……正式な契約が結べるってのは、取りっぱぐれがなくて大変助かる」


「は……はめたのか!?　俺を！」


「あれだけ大量に見たらここがどれだけいい物件かわかっていただけたと思いますが？　気にくわないなら表に〝人形荘そう〟って看板をつけますよ、お兄さま」


　中ちゆう途と半はん端ぱな営業口調で握にぎった手を振り続けると、友とも樹きは顔を真っ赤にしてそれを振り払はらった。


「いい加減にしろ！　こんな適当な書類で！」


「手続きは一足飛びでも書類自体は正式なものです、お客様。一つ提案があるんですが」


「なんだ!?　なにを言われても、俺は──」


「妹さんのことが心配ならいつでも様子を見に来ていただいて結構ですよ」


　呆気にとられたまま状じよう況きようを見守っていたあかねは美み言ことの一言にぎょっとした。


「美言さん、そ、それは……」


　できればやめてもらいたい。決して嫌きらいではないのだが、なにせ彼の愛情は完全な束そく縛ばく系で、あかねにとっては重すぎる。


「これくらいは妥だ協きようをしろ。それから」


　じろりと睨にらまれ、美言は声をひそめた。


「お前、兄貴から定期的にメールを受け取ってないか？」


「ど……どうしてそれを」


「メール読むときの顔つきとあの男を見るときの顔つきが同じだ」


　それはどんな顔つきなんですか、とはとても尋たずねることができなかった。ふんっと鼻で笑った美言は困こん惑わくする友樹に顔を向けた。


「メールの返信もさせます。もちろん近きん況きよう報告も兼かね」


「メ、メールの、返信……っ」


　よろりと友樹がよろめいた。それを見て、とどめとばかりに美言が口を開く。


「今回の一件を許してくれたら、〝お兄ちゃん大好き〟って書いてくれるかもしれないですね。妹さんがこんなに熱心に住居として望んでいるんですから」


　たたみかけられた言葉に見事に心を摑まれ、友樹はぐっと美言の手を握り返した。


　ああ、ここにだめな人がいる、と思った。高校に入って接点が減り、確かにさけがちではあった。しかし、会社が忙いそがしくて休みを取るのも大変だというのに、こんな言葉にほいほいとつられてしまうとは──。


「あかねはこんなに小さくて可愛かわいい。だから俺は心配でたまらなくて」


「お察しします」


　当たり障さわりなく肯こう定ていし、美言はがっちりと握手を交わす。どうやらこれで交こう渉しようは成立してしまったらしい。嬉しいような、嬉しくないような──あまりにも複雑な心境だ。


「あかね、よかった」


　いまだ帽ぼう子しとマスクで完全武装中のリョウが嬉しそうに声を弾はずませた。


「……うん。ありがとう」


　あかねもちょっと笑い、テーブルの上に散乱した書類を集め、コーヒーを淹いれ直そうと応接室を出た。


「あれ？　その顔……もしかして、交渉終わっちゃった？」


　廊ろう下かの途中、ふわりと現れたルイスはあかねを見て小首をかしげた。


「うん。無事に成立」


「そっか。さっきの書類、京きよう子こちゃん──あ、不動産屋の営業事務のお姉さんなんだけど、彼女の机の上に置いてきてね、ついでにメモも残してきたんだけど。この分じゃ、朝、怒ど鳴なり込んでいくことはなさそうだね」


「大だい丈じよう夫ぶだと思う。……ルイスも、ありがとう」


　あかねの謝意に、ルイスは笑った。


「僕はね、生活には華はなが必要だと思うんだ。あかね、これからもよろしくね？」


　すたすたと近づいて当然とばかりにあかねの額に口づけて、真っ赤になったあかねを残し、彼はそのまま応接室へと去って行った。




　エピローグ




　やかんをコンロにかけ、ほっとひといきついた。


　どうなることかと思ったが、どうやらこのままここにいていいらしい──改めて、そのことを実感する。


「お兄ちゃんのことは大変そうだけど」


　今まで二人いたターゲットがあかね一人に絞しぼられてしまったのだからかなり息苦しいことになるだろう。それを考えると憂ゆう鬱うつだった。


　カップを用意し、コーヒーの粉の入った容器に手を伸のばす。


　そして、花の香かおりに気づいて振り返った。


　一番はじめに見えたのは、刃やいばのように鋭するどい光を放つ銀糸の髪かみ。


「まさかこんな所で会えるとは思いませんでした。運命のいたずらというものでしょうか」


　ささやく声は甘く濡ぬれ、眼まな差ざしは深しん淵えんの闇やみをわずかにすくい取ったかのような深い青をたたえていた。人とは思えない美しい容よう貌ぼうを微笑みの形に歪ゆがめ、彼は言葉をつむぐ。


「ルイスが困る姿が見たくて近寄っただけだったのに、思わぬ収しゆう穫かくです」


「あ……あの、あなたは……サディアスさん……？」


　ルイスと同族の、異質なる者。それがなぜ人形屋や敷しきの台所に現れるのか。


「その反応は……やはり私のことは覚えていないようですね」


「え？」


「狩り損ないの魂を見つけたとき、あなたの様子がおかしいと思ったら……なるほど、そういうことですか」


　全身を氷でくるまれたかのような寒気を感じ、あかねはゆるりと首を横にふる。するとサディアスはつかつかと歩み寄り、美しい両手であかねの頰ほおを包んだ。


　冷たい手だ。体温がまるで感じられない。人として持ち合わせるであろうごく当たり前の感情をごっそりとどこかに置き忘れてしまったかのような、そんな不安を抱いだかせる手だ。


　するりと顔が寄せられた。


「久しぶり、わが愛いとし子。またこうして君を切り刻めるチャンスを得ることができたなんて、私はなんて幸せ者なんだろう」


　花の香りがきつくなり、目の前が真っ赤に染まった。




　あとがき




　はじめまして、あるいはお久しぶりです、梨沙と申します。


　新シリーズとなる『花宵の人形師』を手にお取りくださってありがとうございます。ここから先は少々ネタバレになりますので、本編読どく了りよう後にご覧くださいませ。





　人形をテーマにお話を書きたいと思い、一番はじめに決意したのが、


「よし！　人形作りを教えてくれる教室へ行こう!!」


　でした。ただし、ビスクドールや球体関節人形ではなく創作人形の教室で、私が通ったのは石せき塑そ粘ねん土ど人形でした。見た目はフランス人形チックなんです。そして、そんな教室に通ってらっしゃるのは有ゆう閑かんマダム。子育てが終わっているどころか孫の話が飛び出す優ゆう雅がな年上女性に囲まれて、場ば違ちがいとは思いつつ私もちまちまと人形を作っていました。


　創作人形の印象は「パーツが高い」「ゆとりと人形への愛がある人のための余技」でした（※石塑粘土人形は比ひ較かく的てき気軽にできるようです）。作ることに夢中になりすぎて完成した子たちの置く場所がなくなり、ガラスケースの中にまとめて入れてあるという裏話に、ちょっと息苦しそうに「もっと奥に行って！　狭せまいわ！」と叫さけんでいるツンデレ人形たちをイメージしてときめいたりしてました。


　しかし、今回のテーマは古い人形アンテイークドールであり陶器の人形ビスクドールです。石塑粘土人形とは違うので、結局ビスクドール制作の本を参考に執しつ筆ぴつを進めることに……美言はずっとドールと戯たわむれつつバリ（余分な粘土）を取る作業をしていたので、役に立っているかは微び妙みような感じでしたが。


　本作品はいろんなキャラが出てきますが、メインは不ふ機き嫌げんな人形師と、見知らぬ同級生と、無表情なドジっ子です。イラストをご担当くださった悌太さんが、それはそれは格好いい男子に描えがいてくださいました!!　ありがとうございました。しっとりした雰ふん囲い気きのカラーにもドキドキでした。


　根気強くお付き合いくださった担当編集のＭさんにも感謝ー!!　いろいろご指導いただきながら、このキャラは変へん更こうしたほうがスムーズかも？　っと初しよ稿こう後に書き直してみたり、ざっくり章ごと削けずったりといろんな経験をし、創作は奥が深いなぁと改めて痛感いたしました。ギリギリですみませんでした。ありがとうございました。


　そして、読んでくださった皆みな様さまにも心から感謝を。恋こいと借金返済に頑がん張ばる女の子と、彼女を取り巻く不思議な絆きずなの物語、お楽しみいただけていたら嬉うれしいです。




二〇一二年七月　梨沙　　







　番外編　人形屋敷と昼下がりののどかな会話




「僕思うんだけどさ、アンティークドールの弁べん償しように三千万円っていうのは、やっぱり請せい求きゆうしすぎなんじゃないのかなあ。あかねだってわざとじゃなかったんだし」


「う、うん。わざとじゃない。美み言ことさん、ルイスの言う通り……」


「わざとじゃなくてもあかねの落ち度だろう。明かりもつけずに歩き回って、挙げ句の果てにアンティークドールを壊こわしたんだ。請求して当然だ」


「……う」


「そうは言うけど、普ふ通つうのお店は請求しないでしょ。お店のイメージだって悪くなるわけだし」


「ああ？　イメージなんて知るか。用があれば客は来る」


「やだなあ、こういう横おう柄へいな態度の職人。美言って絶対敵を作るタイプだよね」


「弁償させるのは店の権利だ。なんの問題がある？」


「べっつにー。問題があるなんて言ってないけどさー。ね？　あかね」


「う、……うん」


「……裁判所」


「え？　リョウくん？　なにか言った？」


「裁判所に行けば、安くすむ……かも。たぶん、仕入れ値くらいには、なる」


「ええ!?　そうなの!?　でも美み言ことさんは三千万円でも安いって言ってたよ!?」


「うーん、仕入れ値かあ……セリーヌ・バリエの人形の付加価値も計算に入れて金額をつり上げたんだっけ。ところで美言、人形の仕入れ値っていくら？」


「……さあ」


「さ、さあって、ちゃんと計算して請求したんじゃないの!?」


「昔ちょっと明細を見ただけだ。セットもあったしいちいち全部覚えてられるか」


「……え？　僕てっきり全部細かく決めてあるんだとばかり……」


「ルイス、お前がばら売りをごねて暴れたから屋や敷しきごと買い取ったんだろ。忘れたのか？」


「んー？　あ、……ああ、そうだった。ばらばらにされるの嫌いやだったから邪じや魔ましたんだった」


「だから丸ごと買い取って……何億だったかな。二億……、いや、四億は超こえてたような……」


「待ってください。どうして四億円になるんですか!?　セットって、屋敷って、人形って、そんなに高いものなんですか──!?」


「あかね、落ち着いて」


「だって、ルイス～～!!」


「騒さわぐな」


「み、美言さんまで……っ」


「ここは立地がいいんだ。購こう入にゆう当時はバブル真っ最中で開発途と中ちゆうだったし、駅から近く土地も広い。地じ震しんが多い日本のために移設もかなり手間がかかって、家具は全部当時使ってたままだ。そのうえ人形にも相当な価値があった。お陰かげで不動産会社も強気だったらしい」


「だ、だからって四億円って、金額がおかしくないですか!?」


「知るか。価値を考えれば安い買い物だから、じいさまが気前よくハンコを押したんだろ」


「……美言さんのおじいさんって何者ですか？」


「ただのがめつい老人だ。……いや、いっこうに死ぬ気配がないから妖よう怪かいレベルか？」


「よかったね、美言。その血は立派に受うけ継つがれてるよ！　今のところはがめついって点だけだけど」


「うるさいぞ、ルイス」


「ね、ねえ、美言さん、一つ質問していいですか？　すごく不思議に思ってたんだけど、どうしてリョウくんがものを壊してもあんまり怒おこったりしないんですか？」


「上限額を超えたら働かせる気でいるからな。……まあ、コーヒー淹いれるくらいだろうが」


「上限額って？」


「リョウの代金分。……とはいえ、壊れやすい食器は全部新調した。家具は直せばまた使えるが、割れた食器は使えないから」


「……み、美み言ことさんって、お金に細かいのか適当なのかよくわからないですね。……あれ？　でも、そうなると美言さんの家ってすごいお金持ちってことになりますよね？」


「金持ちどころの騒ぎじゃないよー。美言の家って……」


「黙だまれ、ルイス」


「……まあ、家が金持ちってだけで本人が金持ちってわけじゃないからね。そうそう、あかね、ここだけの話だけど美言って意外と心配性しようなんだ。あかねみたいなタイプって周りにいなかったから、子こ猫ねこを前にした大型犬みたいに仏ぶつ頂ちよう面づらで困っちゃって、見ててすごく楽しかったなあ」


「ル、ルイス、黙れと言ってるんだ!!」


「え？　ええ!?　美言さん、いつも不ふ機き嫌げん顔で怒ってるようにしか見えなかったけど!!」


「……美言は、怒ってるときもあったけど、そうじゃないときのほうが、多い。きっと、あかねへの接し方がわからなかったんだ」


「リョウ、お前まで……っ」


「……美言さん」


「な、……なんだ」


「意外と可愛かわいいんですね」


「くっ……な、なんかムカつくな……!!」




花はな宵よいの人にん形ぎよう師し


あるじ様さまは今日きようも不ふ機き嫌げん





梨り沙さ
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